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 ５０年にわたり一貫して女子教育に貢献してきた伝統を尊重しながら、新し

い時代の要請に応え得る質的な変革を行い、２１世紀を展望し、教育文化の拠

点として地域とともに発展する大学を目指して、次の教育を重視する。 

２１世紀における 
新しい価値観の創造 

地域文化の創造 

 
本学は、教育基本法の精神に基づき、広く知識を授け、 

専門の学芸を教授研究し、もって人格の向上を図るとともに、 
平和と文化の発展及び福祉の増進に貢献しうる女性を育成し、併せて 

地域社会の向上に寄与することを目的とする。 

豊かな 
人間性の涵養 

１ 概  要 

 

１ 教育目標及び高知女子大学のめざすもの 

  

      

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

２ 名称及び所在地 

名     称 所  在  地 TEL・FAX 
生活科学部 
文化学部 
大学院人間生活学研究科 
（生活科学領域、文化領域） 

大学院健康生活科学研究科（生活科学領域）

事務局 
附属図書館本館 

＜永国寺キャンパス＞ 
 
〒780-8515 

高知市永国寺町 
５番 15 号 

Tel 

088-873-2156

  （代表）

Fax 

088-873-3934

看護学部 
社会福祉学部 
大学院看護学研究科 
大学院人間生活学研究科（社会福祉領域） 
大学院健康生活科学研究科 
（看護学領域、社会福祉学領域） 
事務局池事務室 
附属図書館池図書室 

＜池キャンパス＞ 
 
〒781-0111 

高知市池 2751 番地１ 

Tel 

088-847-8700

  （代表）

Fax 

088-847-8670

 

教 育 目 標 

高知女子大学のめざすもの 



２－１,２,３沿革（概要・図・主要年表） 

- 2 - 

２ 沿 革 

１ 概  要 

  高知女子大学は、昭和 22 年設立の高知県立女子専門学校を母体として、同 24 年２ 

月に文部省の設立認可を受け、家政学部生活科学科の単科大学として開学した。 

  その後、昭和 31 年に文学部を新設して２学部となった。 

平成 10 年４月には、21 世紀を展望し、教育文化の拠点として地域とともに発展する

大学を目指して大規模な改組を行い、生活科学部・文化学部・看護学部・社会福祉学部

の４学部６学科体制となるとともに、大学院看護学研究科を新設した。 

また、平成 13 年には、大学院に人間生活学研究科及び健康生活科学研究科を増設し、 

現在に至っている。 

 

２ 沿 革 図 

昭和 19 年    高知県立女子医学専門学校設立 

 
昭和 22 年    高知県立女子専門学校設立 

                
昭和 24 年    高知県立高知女子大学設立  

     ＜学  部＞              
     

 
昭和 27 年 

 
 
 昭和 31 年 

                （S34 看護学科→衛生看護学科に改称） 
 昭和 39 年 

                （S56 衛生看護学科→看護学科に改称） 
                                  ＜大学院＞ 
 平成 10 年 

 
 
平成 13 年  （ 変 更 な し ）  

         
 
 

家政学部 
生活科学科 

家政学部 
生活科学科 看護学科

家政学部 文学部 
生活科学科 看護学科 国文学科 英文学科 

家政学部 文学部 
家政 
学科 

食物栄

養学科 
生 活 
理学科 

衛生看

護学科 
国文 
学科 

英文 
学科 

生活科学部 
文化

学部 
看護

学部 
社会福

祉学部 
＋ 看護学 

研究科 
生活デザ 
イン学科 

健康栄 
養学科 

環 境 
理学科 

文化 
学科 

看護 
学科 

社会福 
祉学科 

看護学研究科 
人間生活学研究科 
健康生活科学研究科 
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３ 主 要 年 表 

  昭和１９年１２月２９日  高知県立女子医学専門学校設立認可 
 昭和２０年 ８月 ８日  医学専門学校開学式及び入学式 

 昭和２２年 ３月３１日  高知県立女子専門学校設立認可 

              （県議会で２月２５日女子医学専門学校廃止、女子専門学

校設置の決議）  

 昭和２４年 ２月２１日  昭和２２年創立の県立女子専門学校を母体とし、県立高知

女子大学（家政学部生活科学科）設立認可 

 昭和２４年 ４月 １日  初代学長岡本重雄就任 

 昭和２５年 ４月 １日  家政学部生活科学科を栄養士養成施設として指定  

 昭和２６年 ３月３１日  教職課程を設置、中学校・高等学校教諭（家庭）免許状授

与資格を取得させるための課程として認定 

 昭和２７年 ２月２０日  家政学部に看護学科増設認可 

 昭和２７年 ３月１８日  学長岡本重雄退職、教授福田俊治学長事務取扱に就任 

 昭和２７年 ９月２２日  看護婦学校として指定 

 昭和２７年１０月 １日  第二代学長志波清時就任 

 昭和２９年 ３月２１日  学長病気のため教授中村慶三郎学長代理に就任 

 昭和２９年 ４月 １日  正規の課程及び聴講生の課程を中学校・高等学校教諭（理

科、保健、家庭、英語）・養護教諭の免許状授与の資格を取

得させるための課程として認定 

 昭和３０年 ３月２９日  保健婦学校として指定 

 昭和３０年 ９月１０日  第三代学長中村慶三郎就任 

 昭和３１年 ３月 １日  文学部（国文学科、英文学科）増設認可 

 昭和３２年 ４月 １日  正規の課程を中学校・高等学校教諭（国語）免許状授与資

格を取得させるための課程として認定 

 昭和３４年 ４月 １日  家政学部看護学科を衛生看護学科に改称 

 昭和３４年１２月 １日  第四代学長紫藤貞一郎就任 

 昭和３８年 ８月 ３日  学長紫藤貞一郎退職、教授田中亮学長事務取扱に就任 

 昭和３９年 ４月 １日  家政学部生活科学科を家政学科・食物栄養学科・生活理学

科に改称 

 昭和３９年 ４月１０日  第五代学長徳田弥就任 

 昭和４１年 ３月３１日  附属図書館新館落成 

 昭和４２年１２月１０日  家政学部実験棟新館落成 

 昭和４３年 ４月１０日  第六代学長藤本薫喜就任 

 昭和４３年１０月１５日  管理棟及び講義棟新館落成 

 昭和４４年 ９月１０日  講堂兼体育館落成 

 昭和４５年 ４月 ２日  第七代学長安中正哉就任 

 昭和４６年 ３月３１日  学生寮落成 
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昭和４６年 ３月３１日  集団給食実習室落成 

 昭和４６年 ４月 １日  正規の課程及び聴講生の課程を高等学校教諭（看護）免許

状授与資格を取得させるための課程として認定 

 昭和４７年 ３月３１日  作法室落成 

 昭和４８年１１月 ７日  運動場完成 
 昭和５０年 ４月 １日  高知女子大学保育短期大学部開学 

 昭和５５年 ４月 ２日  第八代学長岡崎正一就任 

 昭和５５年１０月 ７日  南学舎改築学生会館新築落成 

 昭和５６年 ４月 １日  家政学部衛生看護学科を看護学科に改称 

 昭和５９年 ４月 ２日  第九代学長木原正雄就任 

 昭和６２年１１月１５日  情報処理施設設置 

 昭和６３年 ６月２８日  附属図書館増改築落成 

 平成 ２年 ３月２６日  聴講生の課程を中学校・高等学校教諭（国語）免許状授与

資格を取得させるための課程として認定 

 平成 ２年 ３月２７日  弓道場落成 

 平成 ２年 ４月 ２日  第十代学長池川順子就任 

 平成 ８年 ４月 ２日  第十一代学長成田十次郎就任 

 平成１０年 ３月３１日  池校舎落成 

 平成１０年 ４月 １日  改   組 

                生活科学部(生活デザイン学科・健康栄養学科・環境理学科) 

                文化学部（文化学科） 
                看護学部（看護学科） 
                社会福祉学部（社会福祉学科） 
                大学院看護学研究科 
              高知女子大学保育短期大学部廃止 

 平成１３年 ４月 １日  大学院増設 

                大学院人間生活学研究科 
                大学院健康生活科学研究科 
 平成１５年 １月２２日  第十二代学長吉野公喜就任 

  平成１５年 ４月 １日  第十三代学長青山英康就任 
                            管理栄養士養成施設として認定 
  平成１６年 ４月 １日  高等学校教諭（福祉）免許状資格取得の大学学部等の課程

として認定 
 平成１７年 ４月 １日  栄養教諭免許状授与資格を取得させるための大学学部等の

課程として認定 
 平成１９年 ４月 １日  第十四代学長山根洋右就任 
              助産師学校として指定 



２－４名誉教授

4　名　誉　教　授

現在までに名誉教授の称号を授与された教授は、48名である。

（平成21年３月31日現在）

氏　　  名 学部(退職時) 授与年月日 氏　  　名 学部(退職時) 授与年月日

1 正　木　　　喬 文 学 部 昭和46. 7.12 26 岡　崎　芳　子 家政学部 平成 9. 4. 1

2 田　中　　　亮 家政学部 昭和48. 5. 7 27 宇　久　真　雄 文 学 部 平成 9. 4. 1

3 市　川　一　夫 家政学部 昭和48. 5. 7 28 徳　満　澄　雄 文 学 部 平成 9. 4. 1

4 笹　原　邦　彦 家政学部 昭和50. 5.19 29 中　山　喜代子 家政学部 平成10. 4. 1

5 山　崎　良　幸 文 学 部 昭和50. 5.19 30 金　谷　嘉　郎 文化学部 平成11. 4. 1

6 丸　山　和　雄 文 学 部 昭和50. 5.19 31 岡　本　健　児 文 学 部 平成12. 4. 1

7 和　井　兼　尾 家政学部 昭和51.12.20 32 橋　本　名　正 文化学部 平成12. 4. 1

8 深　瀬　亀　美 家政学部 昭和52. 6.27 33 秋　田　利　彦 生活科学部 平成12. 7. 7

9 三　宮　慎　助 文 学 部 昭和54. 4.19 34 濵　田　美　智 社会福祉学部 平成13. 4. 1

10 安　中　正　哉 学　　長 昭和55. 4.10 35 藤　田　加　代 文化学部 平成14. 4. 1

11 山　本　壽　春 家政学部 昭和55. 4.10 36 坂　本　　　肇 文化学部 平成14. 4. 1

12 岩　貞　　　好 家政学部 昭和55. 4.10 37 寺　内　アヤ子 生活科学部 平成14. 4. 1

13 赤　沢　時　之 家政学部 昭和56. 4.10 38 山　﨑　美惠子 看護学部 平成14. 4. 1

14 芝　田　不二男 家政学部 昭和59. 4.10 39 津　曲　裕　次 社会福祉学部 平成14. 4. 1

15 畠　中　　　幸 文 学 部 昭和60. 4.10 40 今　西　一　實 社会福祉学部 平成14. 4. 1

16 作　田　芳　次 家政学部 昭和62. 4.10 41 松　本　女　里 看護学部 平成15. 4. 1

17 平　見　嘉　彦 家政学部 平成 3. 5.10 42 生　田　勝　彦 文化学部 平成15. 4. 1

　18 児　平　文　雄 家政学部 平成 4. 4. 1 43 阿　部　捷　男 生活科学部 平成16. 4. 1

19 松　﨑　淳　子 家政学部 平成 4. 4. 1 44 山　口　俊　治 文化学部 平成18. 4. 1

20 山　崎　智　子 家政学部 平成 6. 4. 1 45 原　　　絢　子 生活科学部 平成18. 4. 1

21 市　村　金次郎 文 学 部 平成 7. 4. 1 46 松　田　眞　一 社会福祉学部 平成18. 4. 1

22 矢　野　昭　典 文 学 部 平成 8. 4. 1 47 住　友　弘　一 文化学部 平成19. 4. 1

23 藤　村　千　賀 家政学部 平成 8. 4. 1 48 山　根　久之助 文化学部 平成20．4．1

24 池　川　順　子 学　　長 平成 8. 4. 1

25 松　崎　沙和子 家政学部 平成 9. 4. 1
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３－１－１組織図

１　組　織（平成20年度）

　（１）組織図

　

改革推進室 池事務室 図書情報課
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企画広報
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地域連携
担　　当
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学生支援
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総務企画課 学　生　課

事　務　局　次　長

　３　組織及び教職員
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学　　　長
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３－１－２,３,４,５教職員構成・採用教員数・評議員・学長諮問評価会議

(２)教職員構成 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年４月１日現在）

学

長

副
学
長

教

授

准
教
授

講

師

助
　
教

助

手
計

局

長

事
務
職
員

そ
の
他

計

1 0 41 21 13 10 7 120 1 33 2 36 156

1 1

11 5 4 0 7 27

（生活デザイン学科） 3 3 0 0 0 6

3 1 4 0 5 13

5 1 0 0 2 8

13 6 3 0 0 22

12 6 4 9 0 31

5 4 2 1 0 12

(３)平成20年度新規採用教員数

0

2

0

0

1

1

0

0

4

0

4

0

4

0

1

0

0

0

1

4

0

12

0

6

21

1

2

0

1

0

1

0

0 3

0

1

助　教 助　 手 計

0

学　長 教　　授 准教授 講　 師

合　　　計

　社会福祉学部

　看護学部

　文化学部

　生活科学部

　学長

　（生活デザイン学科）

現　　　員

学　 長

生活科学部

（健康栄養学科）

文化学部

看護学部

社会福祉学部

　（環境理学科）

　（健康栄養学科）

教　　　　　　　員 事　務　局　職　員

合

計

区
　
分

1

0

1

00

00000

内

訳 （環境理学科）

1

0

1
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３－１－２,３,４,５教職員構成・採用教員数・評議員・学長諮問評価会議

(４)評　議　員 （平成20年４月24日現在）

職　　名

学　 長

生活科学部長

文化学部長

看護学部長

社会福祉学部
長

大学院課程長
（健康生活科学
研究科長）

（※　運営会議メンバー）

（5)学長諮問評価会議 （平成20年12月10日現在）

氏　名

青木　章泰

岡崎　誠也

酒井　泰吉

下田　智久

宅見　美佐子

西垣　克

学
　
長
　
諮
　
問
　
評
　
価
　
会
　
議

(元)静岡県立大学長

評

議

員

高知のまちづくりを考える会代表

職　　名 氏　　名

 大村　誠

 宮上　多加子

高知商工会議所会頭
高知女子大学後援会会長

役　職　等

事務局長  吉川　裕※

 佐藤　恵里

 森下　利子

社会福祉学部
教授

生活科学部
教授

文化学部教授

看護学部教授 荻沼　一男※  中野　綾美

氏　　名

 齋藤　信也

教務部長

 水谷　洋一※

 野嶋　佐由美
※

 前山　智※

 川村　美笑子
※

 山根　洋右※

 一色　 健司※

看護学研究科
長

人間生活学研
究科長

しらさぎ会会長 宮原　伸二

氏　名役　職　等

四国銀行頭取

高知市長、高知県市長会会長

NHK高知放送局局長

南　裕子

畠中　智子

藤戸　謙吾

(財)ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団理
事長
(元)厚生労働省健康局長

氏　　名 職　　名

学生部長

総合情報セン
ター長

地域創成セン
ター長

 住友　雄資

 山田　覚

 佐藤　厚

和田　攻

西山　昌男

産業医科大学学長
東京大学名誉教授

神戸親和女子大学教授

(株)高知新聞社代表取締役社長

国際看護師連盟会長
近大姫路大学学長

- 8 -



３－２－１　教員（学部）

２　教　　員（平成20年度末）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

学 長 山根　洋右 1939
鳥取大学大学院医学研究
科修了

医学博士（鳥取大学）

【 学　　部 】（平成20年度末）

　○生活科学部生活デザイン学科

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 井本　正人 1949
京都大学大学院経済学研究
科博士課程単位取得退学

経済学修士
（京都大学）

生活経営学，生活経済学
・公共交通
・生活者サイドからの地域づくり論
・平等の経済学的研究

教 授 宇野　浩三 1952
北海道大学大学院工学研究
科博士後期課程単位取得退
学

工学博士
（北海道大学）

住居学，居住地計画論

・水切り瓦・土佐漆喰と左官職
・住まい・まち・環境教育と協働教育
・住宅・住様式の地域性
・住宅・住環境におけるユニバーサルデザイン
・住民主体のまちづくりとまちづくり学習

教 授 松本　由香 1959
奈良女子大学大学院人間文
化研究科博士後期課程修了

博士（学術）
（奈良女子大学）

衣生活学，ユニバーサルデ
ザイン基礎論

・東南アジアおよび日本の現代ファッションと伝統染織文化、
　ユニバーサルファッションに関する研究

准教授 團野　哲也 1956
東京工業大学大学院理工学
研究科博士課程修了

工学博士
（東京工業大学）

被服材料学，生活材料物
理化学

・材料の分光学的キャラクタリゼーション

准教授 三浦　要一 1965
大阪市立大学大学院生活科
学研究科後期博士課程終了

博士（学術）
（大阪市立大学）

住生活学，住文化史
・伝統的集落・町並みの保存と生活空間計画
・歴史的建造物の復元に関する調査研究
・大阪の都市空間に関する住居史的・都市史的研究

准教授 川口　順子 1948
九州芸術工科大学大学院芸
術工学研究科芸術工学専攻
博士課程修了

博士（芸術工学）
（九州大学）

アパレルデザイン学

・高齢者の色彩弁別能力に関する研究
・虹彩色の違いが色の見えに及ぼす影響について
・高齢者のための色彩計画・色彩のユニバーサルデザインに
　関する研究
・植物の天然色素の染色性に関する研究
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３－２－１　教員（学部）

　○生活科学部健康栄養学科

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 佐藤　厚 1948
徳島大学大学院栄養学研究
科博士課程修了

保健学博士
（徳島大学）

生化学、健康栄養学
・血液透析に伴うアミロイドーシス発症の生化学的機序解明
・ヒト唾液を用いた糖尿病早期発見のための指標開発
・生活習慣病の発症予防のための行動変容に関する研究

教 授 川村  美笑子 1949
東北大学大学院農学研究科
中途退学

農学博士
(東北大学）

健康科学論、応用栄養学
・食環境と脳機能
・微量栄養素と栄養修飾
・生活習慣病と食生活スタイル

教 授 村上　尚 1960
熊本大学大学院医学研究科
中途退学

博士（医学）
（徳島大学）

臨床生理学,人間病態論 ・生活習慣病の細胞生物学的解析

教 授 渡邊　浩幸 1960
岩手大学大学院連合農学研
究科修了

博士（農学）
（岩手大学大学院）

食品学、食品機能学
・エネルギー代謝調節機能を有する食品の意義
・栄養機能探索
・生体内メイラード反応

准教授 佐藤　之紀 1961
東京大学大学院博士課程中
途退学

博士（学術）
（奈良女子大学）

食品の物性と機能
・食品と水との関わり
・糖水溶液中の高分子間相互作用の解析

講 師 西岡　道子 1969
高知大学大学院農学研究科
修士課程終了

修士（農学）
(高知大学)

調理科学，調理学実習
・各種加熱調理における魚肉の調理変化について
・鮮魚及び干物のビタミンB12含量

講 師 松井　慶子 1943
相模女子大学短期大学部家
政科栄養コース卒業

臨床栄養学

・若年女性の多周波数生体電気インピーダンス法による身体
　組成分評価
・糖尿病療養指導教育介入の評価
・医療施設における嚥下困難・障害食の客観的評価と検証、
　食品の物性と食事形態への対応

講 師 三木　章江 1969
四国女子大学家政学部管理
栄養士養成過程卒業

公衆栄養学、地域保健臨
地実習

・生活習慣病に関する研究
・栄養情報に関する研究

助 手 川村　真美 1955
高知女子大学家政学部食物
栄養学科卒業

基礎食品学実験、栄養教
育論実習、学校栄養教育
実習

・食品の機能性評価について

助 手 彼末　富貴 1960
高知女子大学家政学部食物
栄養学科卒業

調理学実習，解剖生理学
実験

・土佐の伝統食

助 手 佐野　尚美 1980
広島大学大学院理学研究科
博士後期課程生物科学専攻
修了

博士（理学）
（広島大学）

栄養教育論実習、地域保
健実習、地域保健臨地実
習

・児童の生活習慣及び食生活に関する研究
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助 手 小場　美穂 1978
川崎医療福祉大学大学院医
療技術学研究科修士課程修
了

修士（臨床栄養学）
(川崎医療福祉大学)

給食経営管理実習

・給食従事者由来手指付着菌による二次汚染について
・給食経営管理実習における衛生教育の方法と指導効果につ
　いて
・食品摂取頻度・摂取量における季節変動及び地域間変動に
　ついて

助 手 古川　弘子 1980
徳島大学大学院栄養生命科
学教育部人間栄養学専攻博
士前期課程修了

修士（栄養学）
（徳島大学）

臨床栄養学実習、食品衛
生学実験、健康栄養学概
論

・病院で提供されている嚥下食の客観的評価と検証
・小児肥満改善への介入効果の検証
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３－２－１　教員（学部）

　○生活科学部環境理学科

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 一色　健司 1958
京都大学大学院理学研究科
博士後期課程単位取得退学

理学博士
（京都大学）

環境物質学概論，環境化
学

・環境水中の微量元素を指標とした環境動態の解明
・微量元素の超高感度分析法・存在状態の解析法の開発

教 授 大久保  茂男 1946
京都大学大学院理学研究科
博士課程修了

理学博士
（京都大学）

プログラミング通論,計算機
科学概論

・ハドロン多体系のクラスター構造と反応の理論的研究

教 授 荻沼　一男 1950
広島大学大学院理学研究科
博士課程退学

理学博士
（広島大学）

環境生物学，生命史

・中国東南部から琉球孤島嶼系における植物の多様性形成機構の
　解析
・土壌等の生育環境異質性に起因した植物の種内分化機構の解析
・分子情報に基づくモクレン目とキントラノウ目の染色体進化の研究

教 授 谷本　真二 1950
大阪大学基礎工学部研究科
博士課程退学

工学博士
（大阪大学）

数理統計学，線型代数学
・ネットワーク上の感染の広がり、非線形なシステムの解析
　と最適化

教 授 大村　誠 1958
京都大学大学院理学研究科
博士後期課程単位取得退学

博士（理学）
（京都大学）

地球変動学，地学基礎実
験

・人工衛星/航空機搭載合成開口レーダー（SAR）の応用
・地殻変動の観測的研究
・地形情報の工学的応用

准教授 風間　裕 1959
北海道大学大学院理学研究
科博士課程修了

理学博士
（北海道大学）

物理学通論，量子物理学
・コンピュータを用いた物理学の教材開発
・軽い核の構造解析

助 手 堀内　和美 1947
高知女子大学家政学部生活
理学科卒業

化学基礎実験，生物学基
礎実験

・高知県宿毛市沖ノ島の植物
・アザミ属およびヒヨドリバナ属の分類学的研究

助 手 名和　真一 1963
京都大学大学院理学研究科
博士後期課程単位取得退学

理学博士
（京都大学）

プログラミング実習，データ
処理実習

・核力と量子色力学（QDC)、計算機物理
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 青木　晴男 1949
早稲田大学大学院文学研究
科博士課程３年次退学

文学修士
（早稲田大学）

現代イギリス文学演習

環境文学の観点から、D.H.ロレンスの作品を自然と人間のかかわり方
に焦点を当て、ロマン主義作家のそれと比較しつつその独自性を明ら
かにする。同時に、ポストコローニアリズムの視点からも同作家の特質を
吟味する。

教 授 芋生　裕信 1953
関西学院大学大学院文学研
究科博士課程単位取得退学

文学修士
（関西学院大学）

日本近現代文学演習 小川国夫の研究、志賀直哉の研究

教 授 水谷　洋一 1944
神戸市外国語大学大学院修
士課程修了

文学修士
（神戸市外国語大学）

英語学 中世英国ロマンスの研究、言語とジェンダー

教 授 北川　明 1945
広島大学大学院教育研究科
博士課程単位取得退学

教育学修士
（広島大学）

教育原理 アイデンティティーについて

教 授 佐藤　恵里 1948
早稲田大学大学院文学研究
科博士課程修了

文学博士
（早稲田大学）

日本近世文学講読
近世文学・演劇に見る表現技法としての「やつし」、俄を中心とした芸能
文化論

教 授 芝田　不比人 1948
広島大学大学院教育学研究
科学習心理学専攻修士課程
修了

文学修士
（広島大学）

発達心理学 幼児放送教育の実践的研究

教 授 鈴木　哲也 1955 東北大学大学院文学研究科
文学修士
（東北大学）

英米文化史
チョーサーの『カンタベリー物語』、中世ヨーロッパのキリスト教文化、大
学生向けのキャリア教育

教 授 松本　茂章 1956
同志社大学大学院総合政策
科学研究科博士課程（前期
課程）

修士（政策科学）
（同志社大学）

文化政策論、まちづくり政
策論

官民協働の地域経営、地域ガバナンスと文化施設、自治体文化政策、
指定管理者制度、わが国の歌劇史

教 授 清原　泰治 1961
筑波大学大学院修士課程修
了

体育学修士
（筑波大学）

土佐地域文化研究（スポー
ツ）

戦後復興期における高知県のスポーツに関する歴史的研究
中山間地域における介護予防を目的とする総合型地域スポーツクラブ
の研究
グリーン・ツーリズム学習における知の形態と生きる力－高知県四万十
川流域を事例に－

教 授 東原　伸明 1959
国学院大学大学院文学研究
科博士課程単位取得退学

博士（文学）
（名古屋大学）

平安朝文学演習 古事記、土佐日記、源氏物語の語りと言語・テクスト分析

教 授 岩倉　秀樹 1960
広島大学大学院社会科学研
究科法律学専攻博士課程後
期単位取得退学

法学修士
（広島大学）

現代社会論 表現の自由、選挙法

○文化学部文化学科
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 橋尾　直和 1960
東京都立大学大学院人文科
学研究科博士課程単位取得
退学

教育学修士
（鳴門教育大学）

日本語言語文化論講読
東アジアにおける地域言語（日本語諸方言・アイヌ語・琉球語）の文化
環境言語学的研究

教 授 五百蔵　高浩 1963
兵庫教育大学大学院連合博
士課程単位取得退学

博士（学校教育学）
（兵庫教育大学）

英語言語文化演習
日本人英語学習者の第2言語音韻および語形成能力習得研究
コーパス言語学的アプローチによる英語学習語彙に関する研究

准教授 高岡　弘幸 1960
大阪大学大学院文学研究科
博士課程単位取得退学

文学修士
（大阪大学）

文化人類学演習
日本各地の妖怪・怪異の比較研究、アジア諸都市の現代文化の比較
研究

准教授 高西　成介 1968
広島大学大学院文学研究科
博士課程後期単位取得満期
退学

文学修士
（広島大学）

中国文学演習
六朝志怪小説、唐代伝奇小説の解読、およびそれらの作品を通して当
時の社会・文化、および人々の心性の解明

准教授 長妻　由里子 1968
筑波大学大学院博士課程文
芸・言語研究科単位取得退
学

文学修士
（筑波大学）

ジェンダー論演習 ペリーのアメリカにおける身体表象とジェンダー

准教授 山口　善成 1974
筑波大学大学院博士課程文
芸言語研究科

文学修士
（筑波大学）

アメリカ文学演習
19世紀半ばのアメリカにおける国家史の誕生（とりわけ国家史の誕生と
自然誌との関わりについて）

准教授
ヨース・ジョエ
ル

1970
ルーヴェンカトリック大学日
本学科　博士課程修了

博士（日本学）（ルー
ヴェン大学ベルギー)

日本思想史 自由民権運動、近代思想における「自由」

准教授
ジョン・エスポ
ジート

1969 コロラド大学ホルダー校
博士号（教育学）
（コロラド大学）

言語文化教育 文化のグローバル化の影響、クリティカル談話分析の研究

講 師 吉川　孝 1974
慶應義塾大学大学院文学研
究科哲学倫理学専攻後期博
士課程修了

博士（哲学）
（慶應義塾大学）

哲学 ミュンヘン・ゲッティンゲン学派の実践哲学

講 師 向井真樹子 1976
ニューカッスル大学大学院
School of English &
Linguistics

博士（言語学）
（ニューカッスル大学）

言語学 英語、スカンディナビア諸言語族、日本語の複合語
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３－２－１　教員（学部）

　○看護学部看護学科

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 野嶋　佐由美 1950
カリフォルニア大学サンフラン
シスコ校看護学部博士課程
修了

看護学博士
（カリフォルニア大学）

基礎看護学
患者・家族への効果的な介入方法の開発および看護ケアにおける倫
理的課題に関する研究

教 授 山田　覚 1957
東海大学大学院工学研究科
博士課程修了

工学博士
（東海大学）

看護管理学
看護管理システムの分析と統計、看護サービスの質の向上と安定、
災害看護支援ネットワークに関する研究

教 授 森下　利子 1950
三重大学医学部衛生学講座
衛生学専攻修了

医学博士
（三重大学）

急性期看護学
わが国のがん患者に対するリラクセーション介入研究の検討と課題、
がん患者のギアチェンジを支える援助モデルの開発

教 授 中野　綾美 1958
日本赤十字看護大学大学院
看護学研究科博士課程満期
退学

看護学博士
（日本赤十字看護大
　学）

小児看護学
研究成果を実践に根付かせるための専門看護師を活用した臨床－研
究連携システムの構築、病気の子ども・家族の医療への参画に関する
研究

教 授 竹﨑　久美子 1960
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学）

老人看護学
高齢者の「居がい」について、小規模デイサービスの場づくりとケア効
果、高齢者の体型と歩行パターンに応じた生活行動範囲回復のための
セルフケアプログラム開発に関する研究

教 授 谷脇　文子 1950
香川医科大学医学研究科修
士課程看護学専攻

医学修士
（香川医科大学）

看護管理学
看護師の臨床実践能力の習得に関する研究、看護職の継続教育、
災害看護に関する研究

教 授 時長　美希 1957
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学）

地域看護学 地域看護学領域で活用されている看護介入に関する研究

教　授 長戸　和子 1961
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学）

基礎看護学
病者特に慢性疾患患者とその家族への看護、家族マネジメント力に関
する研究

教 授 藤田　佐和 1959
聖路加看護大学大学院看護
学研究科博士課程修了

看護学博士
（聖路加看護大学）

慢性期看護学
がん体験者の折り合いをつける力に着眼した長期的適応を促す看護
援助プログラムの開発

教 授 森下　安子 1958
東京医科歯科大学医学系研
究科博士前期課程修了

看護学修士（東京医科
歯科大学）

在宅看護学
在宅生活の継続と自立を支援するケアマネジメント技術、災害看護支
援ネットワークに関する研究

教 授 宮武　陽子 1949
大阪教育大学大学院教育研
究科修士課程修了

学術修士
(大阪教育大学）

慢性看護学
看護師の生涯教育システムの構築、慢性病者（糖尿病患者）のエンパ
ワメントアプローチに関する研究

准教授 池添　志乃 1965
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士課程修了

看護学博士
（高知女子大学）

基礎看護学
生活の再構築に取り組む家族の介護キャリアに関する研究、対人関係
の形成が困難な子どもと家族の生きる力を支えるケアについての研究
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

准教授 大川　宣容 1967
千葉大学大学院看護学研究
科博士前期課程修了

看護学修士
（千葉大学）

急性期看護学
クリティカルケアにおける看護師の看護援助技術の探究、がん患者の
ギアチェンジを支える援助モデルの開発、災害看護支援ネットワークの
運用に関する研究

准教授 川上　理子 1967
東京医科歯科大学医学系研
究科博士前期課程修了

看護学修士（東京医科
歯科大学）

地域看護学
人工呼吸器装着の在宅療養者と家族への看護、介護負担の大きい家
族へのレスパイトケア、小規模多機能型事業（通所看護等）のシステム
構築、訪問看護師の質保証のためのプログラム検討

准教授 田井　雅子 1965
高知女子大学大学院看護
学研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学）

精神看護学
精神障害者の地域生活に向けた援助、統合失調症患者の症状マ
ネジメントに関する研究

准教授 益守　かづき 1964
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学）

小児看護学
慢性の経過をたどる子どものヘルスプロモーション、病気をかかえた子
どもの家族の医療への参画、病気をかかえた子どもの家族への看護ケ
アに関する研究

准教授 松本　鈴子 1959
広島大学大学院医学系研究
科博士後期保健学専攻（単
位取得満期退学）

保健学博士（広島大
学）

母性看護学 出産に伴う母親の心理状態に関する研究

講 師 瓜生　浩子 1969
高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学）

在宅看護学
患者と家族の間に生じる認知的不協和を緩和するためのケアガイドライ
ンの作成、障害を持ちながら急性期病院を退院する患者とその家族の
退院準備性を高める看護ケア

講 師 佐東　美緒 1965
広島大学大学院医学系研究
科博士前期課程修了

保健学修士
（広島大学）

小児看護学

「NICUを退院した子ども・家族のエンパワメントを支援するガイドライン」
の開発、家族の看護者に対する『交渉』を支援する看護介入の開発、
乳児期の子どもを育てる親を育児困難感から開放するコミュニケーショ
ン技術の開発

講 師 嶋岡　暢希 1969
日本赤十字看護大学大学院
看護学研究科修士課程修了

看護学修士（日本赤十
字看護大学）

母性看護学 母乳育児の支援、育児困難に関する研究

講 師 山中　福子 1963
高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学）

看護管理学 在宅での療養生活を支援するためのケアシステムに関する研究

助 教 池田 恵美子 1962
高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学）

在宅看護学 スタッフへの看護管理教育に関する研究

助 教 池田　貴子 1970
県立長崎シーボルト大学大
学院

看護学修士
（長崎シーボルト大学）

精神看護学
慢性精神障害者の社会支援・対処行動・QOLの関係に関する研究、小
学校高学年児童のストレス対処行動・心身症状に関する研究、慢性精
神障害者のセルフケア能力に関する研究

助 教 井上　正隆 1978
高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学）

急性期看護学
看護サービスにおける患者・看護師の満足の構造分析、看護・医療
サービス分野におけるCRM（Customer Relationship Manegement）戦略
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助 教 水津　朋子 1975
神戸市看護大学大学院看護
学研究科修士課程終了

看護学修士
（神戸市看護大学）

慢性看護学 脳卒中患者とその家族への在宅看護支援モデルの開発に関する研究

助 教 高谷　恭子 1975
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学）

基礎看護学 病気とともに生活をしている子どもと家族の看護に関する研究

助 教 中河　亜希 1969
佐賀大学大学院医学系研究
科看護学専攻修士課程修了

看護学修士
（佐賀大学）

母性看護学 産後女性の母娘関係と育児・家族サポートに関する研究

助 教 原田　千枝 1970
高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学）

基礎看護学
看護師の成長、院内教育における評価、評価がもたらす効果に関
する研究

助 教 府川　晃子 1976
神戸大学大学院保健学研究
科博士前期課程修了

保健学修士
（神戸大学）

慢性期看護学 ターミナルケア、がん性疼痛への看護ケアに関する研究

助 教 升田　茂章 1975
神戸市看護大学大学院看護
学研究科修士課程終了

看護学修士
（神戸市看護大学）

基礎看護学
疼痛緩和への看護技術の効果に関する研究、看護ケアによって及
ぼされる生体の自律神経系の変化に関する研究
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３－２－１　教員（学部）

　○社会福祉学部社会福祉学科

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 前山　智 1949
大阪大学大学院工学研究科
修士課程修了

博士（工学）
（東北大学）

福祉情報演習 情報教育、Ⅹ線吸収微細構造による表面構造解析

教 授 川﨑　育郎 1944
同志社大学大学院文学研究
科修士課程修了

文学修士
（同志社大学）

臨床心理学
障害のある子どもや不適応な状態に陥った子どもへの援助と家族への
援助

教 授 住友　雄資 1961
北海道医療大学大学院看護
福祉学研究科博士後期課程
修了

博士（臨床福祉学）
（北海道医療大学）

社会福祉援助技術総論 精神障害者の地域生活支援

教 授 田中　きよむ 1962
京都大学大学院経済学研究
科博士後期課程単位取得退
学

経済学修士
（京都大学）

社会保障論Ⅰ・社会保障論
Ⅱ

福祉制度の公共性と持続可能性の両立に向けたシステム研究、地域
福祉（活動）計画における住民参加型まちづくりの形成要因、アマル
ティア・センの福祉経済理論と人間発達の社会指標化

教 授 宮上　多加子 1958
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

博士(社会福祉学)
（高知女子大学）

介護概論
家族の認知症介護実践力向上に関する研究、認知症介護実践力の構
造と変化に関する研究

准教授 玉里　恵美子 1965
龍谷大学大学院文学研究科
社会学専攻博士後期課程満
期退学

博士（社会学）
（龍谷大学）

家族社会学 過疎地域の活性化、過疎地域の高齢者問題と地域福祉

准教授 吉野　由美子 1947
日本女子大学大学院文学研
究科博士前期課程修了

社会学修士
（日本女子大学）

障害者福祉論
中途視覚障害者のリハビリテーションシステムの確立と方法論の研究、
ロービジョンケアシステムの確立方法論について、障害者への情報提
供・相談支援窓口の確立について

准教授 長澤　紀美子 1963
新潟大学大学院現代社会文
化研究科博士後期課程修了

博士(学術)
（新潟大学）

国際福祉論

欧米（特にイギリスを中心とした）介護政策の動向、福祉サービスの評
価・行政評価、NPM（ニュー･パブリック･マネジメント）政策の保健医療
福祉分野への適用、保健医療福祉分野におけるガバナンスと住民・利
用者の意思決定への参加

講 師 鈴木　孝典 1974
大正大学大学院文学研究科
修士課程社会福祉学専攻修
了

修士（文学）
（大正大学）

精神保健福祉論・精神保健
福祉援助実習

精神障害者地域生活支援サービスにおけるリスク･アナリシス、自殺未
遂者に対する社会的支援に関する研究

講 師 西内　章 1972
龍谷大学大学院社会学研究
科修士課程修了

社会福祉学修士
（龍谷大学）

社会福祉技術演習Ⅰ 高齢者生活支援におけるソーシャルワーカーのディレンマについて

講 師 西梅　幸治 1978
京都府立大学大学院福祉社
会学研究科博士後期課程修
了

博士（福祉社会学）
（京都府立大学）

地域福祉論・社会福祉援助
技術各論

ソーシャルワークにおけるエンパワーメント実践に関する研究、エコシス
テム視座に基づくコンピュータ支援ツールの研究

助 教 新藤　こずえ 1978
北海道大学大学院教育学研
究科修士課程修了

修士（教育学）
（北海道大学）

障害者福祉論・NPO論 障害のある若者の自立
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３－２－２教員（大学院）

  【 大学院 】（平成20年度末）

　○看護学研究科＜修士課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

－ 教　授 森　下　利　子 がん患者看護展開論、成人看護ケア研究、臨床看護学研究方法Ⅰ・Ⅱ

－ 教　授 野　嶋　佐由美 看護研究と実践、家族看護論、家族看護援助論、家族看護学研究方法

－ 教　授 宮　武　陽　子 慢性看護論、慢性看護対象論、慢性看護援助論

－ 教　授 中　野　綾　美 小児看護論、小児看護対象論、小児看護方法論Ⅰ・Ⅱ

－ 教　授 山　田　　　覚 看護管理論、システム経営管理論、看護サービス管理論

－ 教　授 藤　田　佐　和 がん看護論、がん看護対象論、看護倫理、がん看護学実践演習

－ 教　授 谷　脇　文　子 看護管理論、看護管理展開論、看護サービス管理論

－ 教　授 時　長　美　希 地域看護論、地域看護展開論Ⅰ・Ⅱ、在宅ケアシステム論・地域看護学研究演習

－ 教　授 長　戸　和　子 家族看護論、家族看護援助論、家族ケアの開発、家族看護学実践演習

－ 教　授 森　下　安　子 在宅老人看護論、在宅看護展開論、老人看護学実践演習

－ 教　授 竹　﨑　久美子 老人看護論、老人看護展開論、在宅看護展開論、老人看護学実践演習

－ 准教授 益　守　かづき 小児看護対象論、小児看護方法論Ⅱ、小児看護学実践演習

－ 准教授 大　川　宣　容 がん看護学実践演習

－ 准教授 池　添　志　乃 家族看護学実践演習

－ 准教授 川　上　理　子 地域看護学実践演習

－ 准教授 田　井　雅　子 精神看護学実践演習

　○人間生活学研究科＜修士課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

共　通 教　授 前　山　　　智 特別講義Ⅴ（ﾃﾞｰﾀ解析論）

共　通 教　授 谷　本　真　二 特別講義Ⅴ（ﾃﾞｰﾀ解析論）

共　通 教　授 井　本　正　人 特別講義Ⅳ（生活環境論）

共　通 准教授 團　野　哲　也 特別講義Ⅳ（生活環境論）

生　活 教　授 荻　沼　一　男 人間生活健康情報論、環境生態論、課題研究演習

生　活 教　授 佐　藤　　　厚 人間生活健康情報論、人間栄養学Ⅰ、課題研究演習

生　活 教　授 川　村　美笑子 人間生活論演習Ⅰ、人間栄養論Ⅱ、課題研究演習

生　活 教　授 宇　野　浩　三 住環境論、課題研究演習

生　活 教　授 一　色　健　司 環境解析論Ⅰ、課題研究演習

生　活 教　授 大　村　　　誠 環境解析論Ⅱ、課題研究演習

生　活 教　授 渡　邊　浩　幸 食品総合科学論、人間生活論演習Ⅰ

生　活 教　授 松　本　由　香 衣生活論

生　活 准教授 三　浦　要　一 人間生活福祉政策論、住生活論、課題研究演習

福　祉 教　授 住　友　雄　資 人間生活論演習Ⅱ、スーパービジョン論、課題研究演習

福　祉 教　授 田　中　きよむ 人間生活福祉政策論、福祉行財政論、課題研究演習

福　祉 教　授 宮　上　多加子 人間生活論演習Ⅱ、介護福祉論、課題研究演習

福　祉 准教授 長　澤　紀美子 人間生活福祉政策論、国際福祉政策論、課題研究演習

福　祉 准教授 西　内　　　章 人間生活論演習Ⅱ、ソーシャルワーク論
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３－２－２教員（大学院）

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

文　化 教　授 佐　藤　恵　里 地域文化論Ⅰ、課題研究演習

文　化 教　授 青　木　晴　男 人間生活文化論、人間生活論演習Ⅲ、英米文化論Ⅰ、課題研究演習

文　化 教　授 北　川　　　明 人間生活健康情報論、課題研究演習

文　化 教　授 芋　生　裕　信 人間生活文化論、人間生活論演習Ⅲ、日本文化論Ⅱ、課題研究演習

文　化 教　授 水　谷　洋　一 英米文化論Ⅱ、課題研究演習

文　化 教　授 松　本　茂　章 特別講義Ⅲ（文化政策論）

文　化 教　授 東　原　伸　明 人間生活文化論、人間生活論演習Ⅲ、日本文化論Ⅰ

文　化 教　授 五百藏　高　浩 英米文化論Ⅱ

文　化 准教授 髙　岡　弘　幸 特別講義Ⅲ（文化政策論）、課題研究演習

　○健康生活科学研究科＜博士課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

共　通 教　授 佐　藤　恵　里 身体表現論

看　護 教　授 野　嶋　佐由美 家族看護論、看護学特別研究

看　護 教　授 山　田　　　覚 看護システム経営論、看護学特別研究

看　護 教　授 中　野　綾　美 小児看護論、看護学特別研究

看　護 教　授 藤　田　佐　和 がん看護論、看護学特別研究

看　護 教　授 森　下　利　子 成人看護論、看護学特別研究

看　護 教　授 時　長　美　希 地域看護論

看　護 教　授 長　戸　和　子 家族看護論Ⅱ

生　活 教　授 佐　藤　　　厚 生活科学特別研究、臨床栄養論

生　活 教　授 川　村　美笑子 生活科学特別研究、栄養性理論

生　活 教　授 荻　沼　一　男 生活科学特別研究、環境生態論

生　活 教　授 大　村　　　誠 地球環境解析論

生　活 教　授 宇　野　浩　三 生活科学特別研究、居住環境論

福　祉 教　授 山　根　洋　右 社会福祉学特別研究、医療福祉制度論

福　祉 教　授 住　友　雄　資 社会福祉学特別研究、精神障害者福祉論

福　祉 教　授 宮　上　多加子 介護支援論
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３－２－３教員（非常勤講師）

　【非常勤講師】（平成20年４月１日現在）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

桑　村　佐和子 生涯発達論

井　上　忠　典 生涯発達論

丸　井　一　郎 コミュニケーション論

二　宮　厚　美 地域生活論

後　藤　昌　弘 食様式論

末　田　光　一 色彩学

山　本　　　修 エクステリアデザイン論・ハウジング論

西　森　啓　史 インテリアデザイン論

金　平　克　也 生活法学

渡　部　嗣　道 住居材料・施工法

石　田　秀　樹 住居環境・設備学

上　田　堯　世 住居管理論

徳　弘　忠　純 住居法規

太　田　憲　男 住居設計実習Ⅲ・エクステリアデザイン論

鳥　居　隆　司 情報科学演習Ⅰ・Ⅱ

原　　　絢　子 家庭機械・家庭電気

前　田　眞　作 食品の消費と流通

柿　沼　由　彦 解剖生理学

片　山　訓　博 解剖生理学

西　村　直　己 人間病態論・臨床検査医科学

谷　木　利　勝 臨床栄養治療学・臨床生理学

針　谷　純　子 栄養教育論・栄養教育論実習Ⅰ

甲　藤　温　子 学校栄養指導論Ⅰ・Ⅱ

有　安　日出子 学校栄養指導論Ⅱ

渡　邊　慶　子 大量調理論

田　中　弘　之 運動生理学

田　口　徹　也 健康管理論

網師本　真　季 こころと身体活動

岩　崎　　　望 臨海実習

原　　　絢　子 物理学通論Ⅱ・物理学基礎実験Ⅰ・Ⅱ・応用物理学・固体物理学

松　岡　達　臣 情報生理学

石　川　愼　吾 生態学・環境生物学実験

岡　田　昌　久 環境生物学実験

種　田　耕　二 環境生物学実験

町　田　吉　彦 環境生物学実験

峯　　　一　朗 生殖生物学

安　田　尚　登 古環境学

西　山　　　孝 地球エネルギー論

關　　　伸　吾 環境保全学

酒　井　　　敏 流体地球科学

塚　本　　　修 気象学

藤　山　亮　治 環境有機化学

北　條　正　司 環境分析化学

森　沢　孝　道 新聞論

山　岡　　　匡 情報処理演習

塩　見　由　利 比較文学

福　島　　　尚 日本中世文学講読Ａ・Ｂ

山　根　久之助 近代イギリス文学講読Ａ・英語文章構成法

荻　信　一　郎 日本史

文
化
学
部

生
　
活

科

学

部

環
境
理
学
科

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

健
康
栄
養
学
科
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３－２－３教員（非常勤講師）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

大　野　定　男 書道

廣　田　佳　久 考古学

大　櫛　敦　弘 アジア思想史

安　藤　恵　崇 比較宗教学

内　田　洋　子 ＮＰＯ論

半　田　雅　典 ＮＰＯ論

松　吉　明　子 日本語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

今　井　多衣子 日本語教授法・日本語教育実習・日本語教育法演習・日本語教育教材論

中　島　久　枝 比較文化論Ⅳ

竹　内　啓　晃 微生物学

清　水　孝　洋 薬理学

大　迫　洋　治 人体のしくみⅠ-A・Ⅰ-B

村　本　和　世 人体のしくみⅡ-A・Ⅱ-B

西　原　真　理 心のしくみ

明　神　和　弘 心のしくみ

大　崎　康　史 病態と治療Ⅰ

庄　田　浩　康 病態と治療Ⅰ

大　畑　雅　典 病態と治療Ⅰ

西　原　利　治 病態と治療Ⅰ

岡　林　孝　弘 病態と治療Ⅱ
ガツ ランドゥー・ロジャー 健康管理論・公衆衛生学

菅　沼　成　文 健康管理論

都　竹　茂　樹 疫学

安　田　誠　史 疫学

家　保　英　隆 保健統計

八　木　文　雄 行動科学

堀　見　忠　司 医療と経営

秋　丸　国　広 公衆衛生学

佐　藤　純　一 生命の科学と倫理

松　本　女　里 医療史・看護と文化

岡　谷　恵　子 看護と政策

田　上　豊　資 看護と政策

木　下　宏　実 母性学・助産学・助産診断論

寺　澤　晃　司 母性学

南　　　　　晋 母性学

片　岡　功　一 小児と疾患

金　澤　亜　錦 小児と疾患

西　内　律　雄 小児と疾患

吉　川　清　志 小児と疾患

高　橋　章　仁 小児と疾患

手　島　　　恵 看護学の動向と課題

小　原　真理子 最新実践看護講座Ⅰ

西　村　かおる 最新実践看護講座Ⅰ

豊　田　邦　江 最新実践看護講座Ⅱ

中　西　純　子 最新実践看護講座Ⅱ

松　田　眞　一 社会福祉原理論

吉　永　宣　生 社会福祉施設経営管理論

杉　本　雅　史 精神保健福祉援助技術各論

住　友　芳　美 精神保健福祉援助演習

文
化
学
部

看
護
学
部

社会
福祉
学部
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３－２－３教員（非常勤講師）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

澤　田　　　敬 子育て社会支援論

今　西　邦　之 医療ソーシャルワーク論

山　本　三千子 医療ソーシャルワーク論

西　本　奈　加 医療ソーシャルワーク論

野　村　真　紀 医療ソーシャルワーク論

高　橋　紀　子 医療福祉論

山　﨑　正　雄 精神保健学

渡　邉　真里子 精神医学

山　崎　　　浩 精神医学

武　田　廣　一 精神科リハビリテーション学

福　田　善　乙 土佐の経済とまちづくり

原　崎　道　彦 倫理学・哲学入門

八　木　文　雄 心の科学

住　友　弘　一 音楽療法入門・器楽音楽Ⅰ・Ⅱ

奥　野　克　仁 絵画を読む（西洋）

池　　　純　子 日本語の表現技術

細　居　俊　明 暮らしと経済学

保　坂　哲　郎 国際社会と日本

高　村　禎　二 地域起こし論

原　　　絢　子 物理の考え方

安　田　尚　登 地球の科学

八　木　年　晴 食の科学

蒲　生　啓　司 生活の中の化学

遠　山　茂　樹 情報と社会

宮　本　隆　信 情報処理概論・コンピュータリテラシー・健康スポーツ科学Ⅱ

本　間　聖　康 心とからだの科学

山　本　英　作 健康スポーツ科学Ⅰ（ソフトバレーボール・テニス）

前　田　文　子 中国語初級Ⅰ・Ⅱ・中国語中級Ⅰ・Ⅱ

安　藤　麻　貴 フランス語初級Ⅰ・Ⅱ・フランス語中級Ⅰ・Ⅱ

持　尾　伸　二 ドイツ語初級Ⅰ・Ⅱ

斎　藤　昌　人 ドイツ語中級Ⅰ・Ⅱ

谷　口　雅　基 英語コミュニケーションⅠ

松　吉　明　子 英語コミュニケーションⅠ

吉　岡　葉　子 英語コミュニケーションⅠ

渡　邊　かほる 英語コミュニケーションⅠ・ⅠＲ・Ⅲ

吉　門　牧　雄 英語コミュニケーションⅠ

中　島　久　枝 英語コミュニケーションⅠ
アンドリュー・オバーグ 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ
クレイグ・ディレイニー 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

ジェニー・カーン 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ

ブレット・ミリナー 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

マイケル・シャープ 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
アンドリュー・ハーベイ 英語コミュニケーションⅠ
マーカス・オトロスキー 英語コミュニケーションⅡ

中　澤　勇　夫 同和教育

伊　藤　一　統 教育社会学

市　村　藤　一 特別活動論・生徒指導論

田　沼　茂　紀 教育課程論

岡　谷　英　明 教師論

共
通
教
育

社
会
福
祉
学
部

教
職
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３－２－３教員（非常勤講師）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

松　本　文　彦 教育相談論

原　　　絢　子 理科教育法Ⅰ

堅　田　美　穂 国語科教育法Ⅰ・Ⅱ

那　須　恒　夫 英語科教育法Ⅰ

小　島　郷　子 家庭科教育法Ⅲ・Ⅳ

横　田　　　恵 博物館学Ⅰ

廣　田　佳　久 博物館学Ⅱ

松　本　教　仁 博物館学Ⅲ

岡　本　桂　典 博物館実習講義

関　　　幸　代 生涯学習概論

　※　臨床教授
高知医療センター　　　　　病院長　　　　　　　　　　　　堀見　忠司

　　　〃　　　　　　　　　副院長・地域医療センター長　　深田　順一

　　　〃　　　　　　　　　副院長・医療局長　　　　　　　谷木　利勝

　　　〃　　　　　　　　　総合周産期母子医療センター長　吉川　清志

　　　〃　　　　　　　　　救命救急センター長　　　　　　福田　充宏

　　　〃　　　　　　　　　がんセンター長　　　　　　　　森田荘二郎

　　　〃　　　　　　　　　循環器病センター長　　　　　　岡部　　学

　　　〃　　　　　　　　　看護局長　　　　　　　　　　　梶本　市子

　　　〃　　　　　　　　　看護局次長　　　　　　　　　　石川　享子

　　　〃　　　　　　　　　看護局長　　　　　　　　　　　森田なつ子

高知赤十字病院　　　　　　看護部長　　　　　　　　　　　泰　　　菅　　　　

高知大学医学部附属病院　　看護部長　　　　　　　　　　　宮井　千恵

近森会　　　　　　　　　　常任理事・看護部長　　　　　　梶原　和歌

高知県　　　　　　　　　　保健福祉課課長補佐　　　　　　山本　雅子

　※　客員教授
宮尾　登美子

学
芸
員

教
職
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３－３事務局職員

３　事務局職員

（平成20年４月１日現在）

課室名 職　　　名 氏　　　名 課室名 職　　　名 氏　　　名

事務局長 吉　川　　　裕 非常勤職員(学部事務補助) 臼　杵　典　代

事務局次長 西　岡　栄　喜 非常勤職員(学部事務補助) 海　地　香奈子

室 長（兼） 西　岡　栄　喜 非常勤職員（就職相談） 森　岡　美　絵

チーフ 梅　原　博　子 非常勤職員（就職相談） 野　村　真依子

主　幹 小　川　歌　奈 非常勤職員（保健師） 坂　本　恵　子

主　事 明　神　政　慈 非常勤職員（学生寮） 北　岡　乃利子

総務課長（短大兼） 茂　松　英一郎 課　長（短大兼） 久　川　清　利

チーフ（総務担当） 山　本　幸　子 主　任（短大兼） 水　田　卓　博

チーフ（企画広報担当） 川　渕　一　也 司　書 古　谷　留　美

チーフ（地域連携担当） 松　下　満　弓 司　書 渡　邊　桂　子

主　任 北　添　仁　司 非常勤職員（司書） 中　嶋　梨　沙

主　任 別　役　昌　昭 非常勤職員（司書） 鈴　木　悠　子

主　任 森　下　友　香 室　長 森　　　茂　久

主　任 岡　村　美　紀 チーフ 玉　井　教　裕

主　幹 安　並　　　文 主　任 橋　本　久仁子

主　幹 岡　本　英　二 主　任 枦　山　岩　夫

主　幹（短大兼） 窪　添　美　智 主　任 鈴　木　龍　晴

主　幹 石　原　ひとみ 主　任 小　澤　ゆ　か

主　幹 浜　口　栄　里 主　幹 高　橋　陽　子

主任技師 山　﨑　　　馨 非常勤職員 坂　本　ミ　カ

非常勤職員 伊　藤　祥　代 非常勤職員 宮　地　建　枝

非常勤職員 嶋　田　由　紀 非常勤職員（看護師） 濱　田　美　代

学生課長 山　崎　　  猛 非常勤職員（司書） 笹　岡　真　野

チーフ（教務担当） 岡　本　修　一 非常勤職員（司書） 小　幡　久美子

チーフ（学生支援担当） 三　觜　美　香 非常勤職員 松　木　文　香

主　任（短大兼） 久　米　幸　彦 非常勤職員 坂　本　ひとみ

主　任（短大兼） 島　津　通　子

主　任 小　松　和　子

主　幹 宮　本　直　哉

主　査 瀬　尾　佳　子

主　査 古　田　雅　己

主　事 小　松　由　季

主任技師 南　　　多麻代

非常勤職員 中　川　真由美

非常勤職員(学部事務補助) 由　比　由　紀

学生課

後援会

図　書
情報課

池事務室

学生課

改　革
推進室

総　務
企画課

- 25 -



４－１学部・大学院の概要 

－26－ 

４ 教育及び研究 

１ 学部・大学院の概要 

  【 学 部 】 

 ○ 生活科学部 

   人間生活を取り巻く様々な現象を「個としての人間、家族、生活の質」「人間発達や

健康の維持・増進」「自然環境と人間生活との関わり」という面から科学的に分析し、

認識することを通じて、生活者の視点から、来るべき時代の新たな生活様式を創造し

得る人材を養成する。 

   * 生活科学のジェネラリストとしての能力の養成 

   * 個別分野におけるスペシャリストとしての能力の養成 

   * 問題を提起し科学的に考察し解決する能力の養成 

   * 地域における実践的能力の養成 

   * 情報発信、情報交換能力の養成 

 

 ○ 文化学部 

   地元高知の文化、日本の文化、英・米・中をはじめとする諸外国・諸地域の文化に

ついて、文学、社会、言語などの角度から深くかつ広く学習することによって、文化

の継承と発展及び創造に寄与できる人材を養成する。 

   * 人間に対する理解力と自己表現力の養成 

   * 地域や現代社会の文化的課題に対する理解力と実践力の養成 

   * 日本語及び外国語の優れた運用能力とともに異文化間コミュニケーション能力の

養成 

 

 ○ 看護学部 

   看護の理念や専門的知識、技術を教授・研究することを通じて、社会の健康問題を

人々とともに解決し、人々の健康生活の向上に貢献することができる豊かな人間性・

創造性を持った看護者を育成する。 

   また教育・研究活動を通して看護学の発展に寄与するとともに、地域に根ざした大

学として、保健医療活動を通じて人々の健康に貢献する。 

* 人間に対する総合的な理解と科学的・倫理的判断のもとに看護を展開し、健康問

題を解決することができる看護者の育成 

* 人間の尊厳、その人らしさを守りながら、その人がより創造的に自らの力を発揮

できるように支援できる看護者の育成 

   * 社会のニーズを察知し、看護者として他の保健医療従事者と連携しながら健康問

題を解決する役割を積極的に担うことのできる看護者の育成 

   * 自主的・積極的に学ぶ姿勢と、看護者としてのアイデンティティを培い、専門識

者としての自覚を持って、人々の健康生活の向上に貢献することのできる看護者

の育成 

   * 広い視野に立ち、研究的視点を持って看護の本質を追究し、看護学の体系化に貢

献できる看護者の育成 

 



４－１学部・大学院の概要 

－27－ 

 ○ 社会福祉学部 

   人権思想とノーマライゼーションの思想に裏打ちされた社会福祉の理念と専門的知

識・援助技術を教授・研究することにより、現代社会及び高知県が直面する高齢化・

過疎化などから生ずる福祉課題に主体的に対応する有為な人材を育成する。 

   * 地域・家族のもつ福祉課題への対応能力の養成 

   * 社会福祉実践能力の養成 

  * 健康・医療・福祉などの効果的な連携を図る能力の養成 

 

 

  【 大学院 】 

 ○ 看護学研究科（修士課程） 

   看護の理念や専門的知識、技術を教授・研究することを通じて、社会の健康問題を

人々とともに解決し、人々の健康生活の向上に貢献することができる豊かな人間性・

創造性を持った、専門看護師（ＣＮＳ）及び研究者を育成する。 

   また、将来にわたる看護の実践・教育・研究活動を通して、看護の変革者として看

護学に寄与するとともに、地域に根ざした大学として、地域の人々の健康を促進する

文化を創造し、発展させる能力を身に付けた看護専門識者を育成する。 

   さらには、ヒューマニズムの立場に立ち、地域の人々の健康問題を、個人－家族－

地域のダイナミズムを視野において、倫理的・科学的判断に裏付けされた質の高い看

護ケアを提供できる看護専門識者を育成する。 

 

 ○ 人間生活科学研究科（修士課程） 

   人間及び人間生活について、生活科学領域、社会福祉領域、文化領域の複数の研究

領域から複合的に教育・研究し、複合的な職業能力を有する高度専門職業人を養成す

る。 

 

 ○ 健康生活科学研究科（博士後期課程） 

   健康生活に関する学術的な課題を自立して研究し、健康生活科学に寄与する高度な

専門的知識や技術を創造する研究者を育成する。 

   併せて、健康生活科学の知識・技術、研究能力を身につけ、高度に専門的な業務に

従事することのできる高度専門職業人を育てる教育者を育成する。 

   本研究科では、次のような研究へのアプローチを行う。 

* 健康を基本的な権利として捉え、ヒューマニズムの理念に基づき、生活者として
の人間の視点から健康生活の実現に向けての研究 
* 生涯を通して健康で安心して暮らすことができるような個人システム、家族シス

テム、生活システム、社会システムの探求・研究 
* 健康や健康生活に関わる諸問題を「看護学」「生活科学」「社会福祉学」の知識・

技術を軸に、複眼的な視点からの研究 
 



４－２－１(１)教育科目・受講者数（学部　共通教育）

２　教育科目及び受講者の状況
【　学　　部　】
（１）　共通教育科目（平成２１年３月３１日現在）
ア　土佐学科目 （単位：人）

受講者数 受講者数
土佐の歴史と文化 87 土佐の自然と暮らし 96
土佐の経済とまちづくり 72 土佐の健康と福祉 27

イ　女性学科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

女性学入門 112 女性の生活と健康 33
女性とキャリア 144

ウ　教養科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

倫理学 144 福祉の世界 46
心の科学 76 看護の世界 12
哲学入門 151 ユニバーサルデザイン基礎論 64
音楽療法入門 139 地域起こし論 26
器楽音楽Ⅰ 16 数の世界 22
器楽音楽Ⅱ 12 生活と統計学 51
絵画を読む 72 物理の考え方 10
日本語の表現技術 12 生活の中の化学 61
文学の世界 22 生命の科学 25
日本国憲法 224 地球の科学 42
暮らしと経済学 49 生活デザインの世界 55
現代社会論 85 食の科学 88
国際社会と日本 15

エ　情報科目 （単位：人） オ　健康スポーツ科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

情報と社会 34 心とからだの科学 57
情報処理概論 169 健康スポーツ科学Ⅰ 194
コンピュータリテラシー 235 健康スポーツ科学Ⅱ 195

カ　教養セミナー （単位：人）
受講者数

教養セミナー 69

オ　外国語科目
○生活科学部　生活デザイン学科 （単位：人）

受講者数 受講者数
英語コミュニケーションⅠ 95 フランス語初級Ⅰ 8
英語コミュニケーションⅡ 13 フランス語初級Ⅱ 2
英語コミュニケーションⅢ 0 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 6 ドイツ語初級Ⅰ 2
中国語初級Ⅱ 4 ドイツ語初級Ⅱ 2
中国語中級Ⅰ 3 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 3 ドイツ語中級Ⅱ 0

自
然
科
学
系

英
語

授　業　科　目 授　業　科　目

授　業　科　目 授　業　科　目

授　業　科　目 授　業　科　目
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４－２－１(１)教育科目・受講者数（学部　共通教育）

○生活科学部　健康栄養学科 （単位：人）

受講者数 受講者数
英語コミュニケーションⅠ 84 フランス語初級Ⅰ 1
英語コミュニケーションⅡ 19 フランス語初級Ⅱ 1
英語コミュニケーションⅢ 7 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 5 ドイツ語初級Ⅰ 0
中国語初級Ⅱ 2 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 0 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0

○生活科学部　環境理学科 （単位：人）

受講者数 受講者数
英語コミュニケーションⅠ 108 フランス語初級Ⅰ 4
英語コミュニケーションⅡ 0 フランス語初級Ⅱ 1
英語コミュニケーションⅢ 0 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 9 ドイツ語初級Ⅰ 4
中国語初級Ⅱ 5 ドイツ語初級Ⅱ 1
中国語中級Ⅰ 2 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 2 ドイツ語中級Ⅱ 0

○文化学部　文化学科 （単位：人）
受講者数 受講者数

英語コミュニケーションⅠ 334 フランス語初級Ⅰ 20
英語コミュニケーションⅡ 87 フランス語初級Ⅱ 17
英語コミュニケーションⅢ 53 フランス語中級Ⅰ 12

フランス語中級Ⅱ 11
中国語初級Ⅰ 61 ドイツ語初級Ⅰ 16
中国語初級Ⅱ 61 ドイツ語初級Ⅱ 18
中国語中級Ⅰ 69 ドイツ語中級Ⅰ 20
中国語中級Ⅱ 66 ドイツ語中級Ⅱ 19

○看護学部　看護学科 （単位：人）
受講者数 受講者数

英語コミュニケーションⅠ 163 フランス語初級Ⅰ 1
英語コミュニケーションⅡ 32 フランス語初級Ⅱ 1
英語コミュニケーションⅢ 22 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 1 ドイツ語初級Ⅰ 0
中国語初級Ⅱ 1 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 0 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）
受講者数 受講者数

英語コミュニケーションⅠ 128 フランス語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ 13 フランス語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅢ 4 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 1 ドイツ語初級Ⅰ 0
中国語初級Ⅱ 1 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 0 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0

中
国
語

ド
イ
ツ
語

授　業　科　目 授　業　科　目
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ラ
ン
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語
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語
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語
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授　業　科　目 授　業　科　目
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語
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語
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語
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語

中
国
語
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語

授　業　科　目 授　業　科　目

英
語
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ラ
ン
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語
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イ
ツ
語

中
国
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

（２）　専門教育科目（平成２１年３月３１日現在）

○生活科学部　生活デザイン学科 （単位：人）

受講者数 受講者数

生活デザイン学概論 26 服飾造形実習Ⅰ 15
健康栄養学概論 31 服飾造形実習Ⅱ 9
環境理学概論 28 服飾工芸実習 21
生涯発達論 26 アパレル情報論 18
生活科学論A 未開講 アパレル情報演習 9
生活科学論B 未開講 被服環境科学 1
生活経済学 22 被服環境科学演習 未開講
コミュニケーション論 21 ファッション・ビジネス論 未開講
地域生活論 17 住居学（製図を含む） 32
家族関係論 40 住居一般構造 12
生活様式論 未開講 住居一般構造実習 11
衣生活学 30 室内計画論 9
住生活学 23 住居材料・施工法 33
生活素材論 18 住居環境・設備学 25
食様式論 47 住文化史 21
基礎デザイン論 26 住居計画学 13
色彩学 24 住居管理論 14
環境デザイン論 24 ハウジング論 9
環境デザイン実習 8 居住地計画論 14
エクステリアデザイン論 24 住居法規 11
インテリアデザイン論 24 住居設計実習Ⅰ 11
アパレルデザイン論 24 住居設計実習Ⅱ 9
アパレルデザイン実習 25 住居設計実習Ⅲ 8
ユニバーサルデザイン各論 21 調理科学 21
ユニバーサルデザイン演習 13 調理学実習 26
生活経営学 26 調理科学実験 4
生活情報論（実習を含む） 8 情報科学演習Ⅰ 13
生活法学 23 情報科学演習Ⅱ 9
マーケティング論 未開講 食品の消費と流通 23
消費生活論 24 基礎栄養学 30
生活調査法 28 基礎食品学 20
生活調査実習 24 家庭機械・家庭電気 18
被服材料学 29
被服材料学実験 22
被服材料学演習 0
生活材料物理化学 5
生活材料物理化学実験 0
繊維製品消費科学 6
衣文化論 25
被服学実験Ⅰ 25
被服学実験Ⅱ 未開講

26

授　業　科　目 授　業　科　目

学
部
共
通

学
科
基
礎

住
と
生
活

衣
と
生
活

生
活
の
デ
ザ
イ
ン

情
報

25

保育学（実習及び家庭看護を含む） 18

卒業研究

12
そ
の
他

生
活
の
経
営

食
と
生
活

衣
と
生
活

企業実習

関
連
科
目

生活デザイン課題演習課
題
研
究
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

○生活科学部　健康栄養学科　 （単位：人）

受講者数 受講者数

生活デザイン学概論 21 基礎食品学 21
健康栄養学概論 22 基礎食品学実験 21
環境理学概論 22 食品成分と疾病予防 21
生涯発達論 22 食品の栄養素と機能 未開講
生活科学論A 未開講 食品の物性と機能 19
生活科学論B 未開講 食品機能学実験 6
基礎生物科学 21 食品有機化学 20
基礎栄養科学 21 食品有機化学実験 22
基礎生物科学実験 21 食品調理工学 22
数理統計学 28 食品調理工学実験 18
医療統計学 未開講 身近な毒と食品 22
保健医療福祉論 21 食品衛生学実験 22
健康環境情報論 21 食品の鑑別 18
健康環境情報論実習 21 基礎調理学 21
人間生活環境論 0 調理科学 21
食品の消費と流通 18 調理科学実験 4
生化学Ⅰ 24 基礎調理学実習 21
生化学Ⅱ 21 調理学実習Ⅰ 21
生化学実験Ⅰ 20 調理学実習Ⅱ 10
生化学実験Ⅱ 21 給食経営管理論 未開講
解剖生理学 22 給食計画論 20
人間病態論 21 大量調理論 18
解剖生理学実験 21 給食経営管理実習 22
臨床検査医科学 22 給食実務実習 22
病理学 20 給食経営管理臨地実習 21
基礎栄養学 22 運動生理学 20
基礎栄養学実験 42 ライフサイエンス論 未開講
応用栄養学Ⅰ 22 健康管理論 6
応用栄養学Ⅱ 19 公衆栄養学 21
応用栄養学実験 41 地域保健 19
実践栄養学 0 地域栄養アセスメント 20
臨床栄養アセスメント 21 地域保健実習 21
臨床代謝栄養学 21 地域保健臨地実習 22
臨床栄養治療学 22 こころと身体活動 20
臨床生理学 20 食事介護実習 22
臨床栄養学実習Ⅰ 21 生活経済学 0
臨床栄養学実習Ⅱ 21 生活経営学 0
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 21 家族関係論 0
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 21 保育学（実習及び家庭看護を含む） 0
栄養教育論 22 衣生活学 4
栄養カウンセリング論 21 服飾造形実習Ⅰ 0
栄養教育論実習Ⅰ 21 服飾造形実習Ⅱ 0
栄養教育論実習Ⅱ 21 住居学（製図を含む） 5
栄養情報処理論 21 家庭機械・家庭電気 0
総合演習(管理栄養士） 22 企業実習 0
学校栄養指導論Ⅰ 12
学校栄養指導論Ⅱ 12

健
康
科
学

その他

22

授　業　科　目

関
連
科
目

授　業　科　目

栄
養
科
学

学
科
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礎
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体
科
学

食
の
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践
学

課題
研究

卒業研究

食
品
科
学

学
部
共
通
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

○生活科学部　環境理学科 （単位：人）

受講者数 受講者数

生活デザイン学概論 32 自然環境学 22
健康栄養学概論 30 地球変動学 24
環境理学概論 34 古環境学 11
生涯発達論 34 地球エネルギー論 23
生活科学論A 未開講 環境保全学 13
生活科学論B 未開講 固体地球科学 11
物理学通論Ⅰ 35 流体地球科学 13
物理学通論Ⅱ 32 気象学 18
物理学基礎実験Ⅰ 12 地球環境情報学（実習を含む） 8
物理学基礎実験Ⅱ 9 物質科学概論 23
化学通論Ⅰ 31 力学 44
化学通論Ⅱ 34 解析力学 12
化学基礎実験Ⅰ 18 量子物理学 16
化学基礎実験Ⅱ 12 量子力学 4
生物学通論Ⅰ 31 流体力学 35
生物学通論Ⅱ 32 電磁気学 10
生物学基礎実験Ⅰ 30 固体物理学 9
生物学基礎実験Ⅱ 30 環境物質学概論 27
地学通論Ⅰ 30 環境有機化学 3
地学通論Ⅱ 34 環境化学 4
地学基礎実験Ⅰ 20 環境化学実験 2
地学基礎実験Ⅱ 19 エントロピー論 24
解析学Ⅰ 30 熱とエネルギー 24
解析学Ⅱ 28 応用物理学 5
解析学演習 22 環境分析化学 6
線形代数学 21 化学計測学（実習を含む） 6
線形代数学演習 18 環境理学特論 未公開
応用数学Ⅰ 10 環境理学セミナー 10
応用数学Ⅱ 3 計算機科学概論 31
数理統計学 28 プログラミング通論Ⅰ 17
科学史 未開講 プログラミング通論Ⅱ 17
生命科学 17 プログラミング実習Ⅰ 17
情報生理学 25 プログラミング実習Ⅱ 17
生命史 21 情報処理概論 20
生態学 22 データ処理実習 22
環境生物学 22
環境生物学実験 9
野外実習 未開講
臨海実習 32
生殖生物学 14

22卒業研究

1企業実習

授　業　科　目
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研究

環境
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部
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質
と
環
境
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

○文化学部　文化学科

　（その１） （単位：人）

受講者数 受講者数

文化学入門 92 平安朝文学演習Ａ 12
基礎演習 94 平安朝文学演習Ｂ 12
土佐地域文化研究（方言） 72 日本近世文学演習Ａ 17
土佐地域文化研究（祭り） 25 日本近世文学演習Ｂ 17
土佐地域文化研究（スポーツ） 19 日本近現代文学演習Ａ 29
土佐地域文化研究（民俗） 未開講 日本近現代文学演習Ｂ 29
土佐地域文化研究（教育） 未開講 中国古典文学演習Ａ 7
土佐地域文化研究（文学） 16 中国古典文学演習Ｂ 8
土佐地域文化研究（地域学） 14 中世イギリス文学演習 3
新聞論 55 ルネサンスイギリス文学演習 3
情報処理演習 17 近代イギリス文学演習Ａ 7
プレゼンテーション論Ⅰ 22 近代イギリス文学演習Ｂ 未開講
プレゼンテーション論Ⅱ 11 現代イギリス文学演習Ａ 7
フィールド実習Ⅰ 21 現代イギリス文学演習Ｂ 7
フィールド実習Ⅱ 18 アメリカ文学演習Ａ 3
フィールド実習Ⅲ 15 アメリカ文学演習Ｂ 2
フィールド実習Ⅳ 8 日本文化概論 45
フィールド実習Ⅴ 12 日本文化論講読Ａ 25
日本文学入門 33 日本文化論講読Ｂ 10
英米文学入門 15 日本文化論演習Ａ 2
日本文学史 42 日本文化論演習Ｂ 2
中国文学史 未開講 民俗学 99
イギリス文学史 未開講 民俗学講読 14
アメリカ文学史 30 民俗文化論 22
比較文学 64 日本史 153
文学批評理論 42 日本思想史 22
日本近世文学特論 27 書道 52
日本近代文学特論 未開講 日本文化史 45
日本古典文学制度講義 25 考古学 53
日本近現代詩歌論 80 中国文化論 12
中国古典文学論 54 アジア思想史 67
日本神話講読 59 現代アジア文化論 16
物語文学講読Ａ 44 英米文化概論 67
物語文学講読Ｂ 44 英米文化史Ａ 75
日本中世文学講読Ａ 10 英米文化史Ｂ 31
日本中世文学講読Ｂ 20 西洋史 未開講
日本近世文学講読Ａ 18 比較宗教学 119
日本近世文学講読Ｂ 14 近現代文化論 未開講
日本近代文学講読 53 近現代生活史 15
日本現代文学講読 56 消費社会論講読 15
中国古典文学講読Ａ 45 現代社会論 96
中国古典文学講読Ｂ 27 現代社会論講読Ⅰ 64
近代イギリス文学講読Ａ 5 現代社会論講読Ⅱ 15

近代イギリス文学講読Ｂ 7 現代社会論演習ⅠＡ 17
現代イギリス文学講読Ａ 9 現代社会論演習ⅠＢ 19
現代イギリス文学講読Ｂ 7 現代社会論演習ⅡＡ 12
アメリカ文学講読 13 現代社会論演習ⅡＢ 4
日本語文章構成法 90 地域文化論Ⅰ 3
英語文章構成法 33 地域文化論Ⅱ 未開講
日本古典文学論文講読 未開講 地域文化特論 未開講

授　業　科　目

文
化
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礎
科
目
群
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専
修

文
化
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造
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修
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

　（その２） （単位：人）

受講者数 受講者数

地域文化論講読 36 検定英語ⅠＢ 39
地域文化論演習Ａ 16 検定英語ⅡＡ 14
地域文化論演習Ｂ 15 検定英語ⅡＢ 14
映像文化論講読 41 言語文化論 未開講
文化政策論Ⅰ 27 英語言語文化論講読ⅠＡ 21
文化政策論Ⅱ 15 英語言語文化論講読ⅠＢ 25
文化政策論講読Ａ 22 英語言語文化論講読ⅡＡ 未開講
文化政策論講読Ｂ 20 英語言語文化論講読ⅡＢ 22
まちづくり政策論 25 英語言語文化演習ⅠＡ 11
文化政策論演習Ａ 9 英語言語文化演習ⅠＢ 9
文化政策論演習Ｂ 8 英語言語文化演習ⅡＡ 19
ＮＰＯ論 77 英語言語文化演習ⅡＢ 19
ジェンダー論 31 英語言語文化演習ⅢＡ 6
ジェンダー論演習Ａ 18 英語言語文化演習ⅢＢ 6
ジェンダー論演習Ｂ 17 対照言語学 28
文化人類学 16 日本語論 98
文化人類学講読 21 日本語史 91
文化人類学演習Ａ 12 日本語音声学・音韻論 61
文化人類学演習Ｂ 12 日本語言語文化論講読 62
文化哲学 33 日本語言語文化演習Ａ 22
公共哲学 12 日本語言語文化演習Ｂ 23
人間学 15 日本語教授法 39
哲学講読Ａ 13 日本語教育実習 13
哲学講読Ｂ 10 日本語教育法演習 18
哲学演習Ａ 16 日本語教育教材論 38
哲学演習Ｂ 12 異文化コミュニケーション論 27
現代思想 29 留学セミナー 17
日本語コミュニケーションⅠ 3 比較文化論Ⅰ 41
日本語コミュニケーションⅡ 3 比較文化論Ⅱ 9
日本語コミュニケーションⅢ 1 比較文化論Ⅲ 11
中国語コミュニケーションＡ 29 比較文化論Ⅳ 14
中国語コミュニケーションＢ 16 比較文化論講読Ⅰ 6
中級英語リスニング 35 比較文化論講読Ⅱ 1
上級英語リスニング 12 比較文化演習ⅠＡ 20
中級英語スピーキング 26 比較文化演習ⅠＢ 21
上級英語スピーキング 3 比較文化演習ⅡＡ 15
中級英語アカデミックライティング 24 比較文化演習ⅡＢ 0
上級英語アカデミックライティング 20 比較文化演習ⅢＡ 3
英語エクステンシブリーディング 19 比較文化演習ⅢＢ 6
英語文法・英作文Ａ 86 自主研修 1
英語文法・英作文Ｂ 65 企業実習 44
英語音声学 16
検定英語ⅠＡ 40

その他
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

○看護学部　看護学科

　（その１） （単位：人）

受講者数 受講者数

医学の世界 46 生活援助論Ⅲ－２ 45
人体のしくみⅠ－Ａ 48 看護過程論 46
人体のしくみⅠ－Ｂ 46 援助関係論 46
人体のしくみⅡ－Ａ 47 フィジカルアセスメント 46
人体のしくみⅡ－Ｂ 46 治療援助論Ⅰ 46
人体のしくみの乱れⅠ 45 治療援助論Ⅱ 45
人体のしくみの乱れⅡ 45 症状と看護 46
心のしくみ 46 看護援助の動向と課題 未開講
病態と治療Ⅰ 45 ふれあい実習 46
病態と治療Ⅱ 45 基礎看護援助実習 45
診断学 48 看護システム論 46
微生物学 46 看護サービス論 46
栄養学 46 看護教育論 2
生化学 46 看護管理の動向と課題 2
薬理学 49 チーム医療実習 47
治療学総論 45 看護管理実習 46
小児と疾患 40 急性期看護論 45
母性学 45 急性期看護援助論 45
保健統計 43 回復期看護援助論 2
疫学 43 急性期看護の動向と課題 8
健康管理論 0 急性期看護実習 46
地域医療政策 未開講
生命の科学と倫理 46 慢性期看護論 45
医療史 22 慢性期看護援助論 45
社会保障と看護 47 終末期看護援助論 43
社会福祉法制論 0 慢性期看護の動向と課題 6
社会福祉援助技術総論Ⅰ 0 慢性期看護実習 45
臨床心理学Ⅱ 53
障害児発達学 78 老人看護学総論 49
行動科学 27 老人の健康と看護 46
保健行動論 5 老人看護援助論 45
人間工学 11 老人看護の動向と課題 4
公衆衛生学 46 老人看護実習 41
在宅医療 未開講 精神看護学総論 48
医療と経営 7 精神の健康と看護 45
助産学 未開講 精神看護援助論 41
助産診断論 0 精神看護の動向と課題 未開講
危機管理：周産期医療 未開講 精神看護実習 42
地域母子保健政策 未開講
看護学総論 46 小児看護学総論 44
健康と看護 46 小児の健康と看護 43
環境と看護 46 小児看護援助論 0
人間と看護 46 小児看護の動向と課題 8
看護研究方法論 43 小児看護実習 43
看護哲学と倫理 44 母性看護学総論 48

生活と看護 47 母性看護対象論 45
生活援助論Ⅰ 46 母性看護援助論 41
生活援助論Ⅱ－１ 46 母性看護の動向と課題 5
生活援助論Ⅱ－２ 46 母性看護実習 42
生活援助論Ⅲ－１ 46
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

　（その２） （単位：人）

受講者数 受講者数

助産看護学総論 未開講 看護セミナーⅤ－Ａ 未開講
助産看護診断論 未開講 看護セミナーⅥ－Ａ 未開講
助産技術論 未開講 看護セミナーⅦ－Ａ 24
助産看護援助論 未開講 看護セミナーⅧ－Ａ 未開講
助産看護管理論 未開講 看護セミナーⅨ－Ａ 11
助産看護の動向と課題 未開講 看護セミナーⅠ－Ｂ 未開講
助産看護実習Ⅰ 未開講 看護セミナーⅡ－Ｂ 17
助産看護実習Ⅱ 未開講 看護セミナーⅢ－Ｂ 0
在宅看護学総論 45 看護セミナーⅣ－Ｂ 未開講
在宅看護対象論 45 看護セミナーⅤ－Ｂ 26
在宅看護援助論 12 看護セミナーⅥ－Ｂ 未開講
在宅看護リエゾン論 15 看護セミナーⅦ－Ｂ 12
在宅看護の動向と課題 4 看護セミナーⅧ－Ｂ 3
在宅看護実習 45 看護セミナーⅨ－Ｂ 未開講
地域看護学総論 43 臨床看護論Ⅰ 18
地域の健康と看護 45 臨床看護論Ⅱ 未開講
地域看護援助論 44 臨床看護論Ⅲ 4
在宅家族ケア 44 臨床看護論Ⅳ 8

地域看護の動向と課題 5 臨床看護論Ⅴ 12
地域看護実習 46 臨床看護論Ⅵ 11
学校保健 13 看護実践論Ⅰ 5
養護概説 0 看護実践論Ⅱ 0

看護実践論Ⅲ 8
看護と政策 46 看護実践論Ⅳ 10
看護研究 1 看護実践論Ⅴ 20
総合看護実習 4 看護実践論Ⅵ 5
バイオロジカルナーシング 10 看護実践論Ⅶ 4
治療と看護 未開講 看護実践論Ⅷ 3
看護とデータ分析 49 最新実践看護講座Ⅰ 12
看護と文化 4 最新実践看護講座Ⅱ 10
看護セミナーⅠ－Ａ 10 最新実践看護講座Ⅲ 未開講
看護セミナーⅡ－Ａ 未開講 最新実践看護講座Ⅳ 未開講
看護セミナーⅢ－Ａ 未開講 看護学の動向と課題 12
看護セミナーⅣ－Ａ 9
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４－２－１(２)教育科目・受講者数（学部　専門教育）

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）

受講者数 受講者数

現代生活と社会福祉 34 社会保障論Ⅱ 34
社会科学入門 34 公的扶助論Ⅱ 36
社会福祉概論Ⅰ 33 児童福祉論Ⅱ 38
社会福祉概論Ⅱ 36 障害者福祉論Ⅱ 35
社会福祉援助技術総論Ⅰ 33 高齢者福祉論Ⅱ 34
社会福祉援助技術総論Ⅱ 35 医療福祉論 25
社会福祉史 36 精神保健福祉論 25
社会福祉史Ⅰ 9 国際福祉論Ⅱ 5
社会福祉法制論 37 社会福祉入門演習 33
社会福祉行財政論Ⅰ 35 社会福祉基礎演習 33
社会福祉行財政論Ⅱ 33 福祉研究法Ⅰ 36
地域福祉論 35 福祉研究法Ⅱ 35
介護概論 35 社会福祉専門演習Ⅰ－ａ 33
ケアマネジメント論 25 社会福祉専門演習Ⅰ－ｂ 33
面接技法 35 社会福祉専門演習Ⅱ－ａ 38
事例研究法 未開講 社会福祉専門演習Ⅱ－ｂ 38
社会福祉原理論 38 社会福祉外書講読Ⅰ 0
社会保障論Ⅰ 34 社会福祉外書講読Ⅱ 1
公的扶助論Ⅰ 35 社会福祉ふれあい実習 34
児童福祉論Ⅰ 40 精神保健福祉ふれあい実習 30
障害者福祉論Ⅰ 37 社会福祉現場実習Ⅰ 35
高齢者福祉論Ⅰ 36 社会福祉現場実習Ⅱ 36
社会福祉施設経営管理論 6 社会福祉現場実習Ⅲ 36
臨床心理学Ⅰ 35 精神保健福祉援助実習 43
保健福祉論 24
国際福祉論Ⅰ 0
女性福祉論 0
カウンセリング論 34 家族社会学 34
社会福祉援助技術各論Ⅰ－ａ 36 地域社会学 35
社会福祉援助技術各論Ⅰ－ｂ 35 臨床心理学Ⅱ 53
社会福祉援助技術各論Ⅱ－ａ 33 心理検査法 20
社会福祉援助技術各論Ⅱ－ｂ 33 母子保健論 未開講
社会福祉援助技術演習Ⅰ 39 高齢者保健論 8
社会福祉援助技術演習Ⅱ 35 障害児発達学 78
社会福祉援助技術演習Ⅲ 33 法学 3
社会福祉援助技術演習Ⅳ 36 精神保健学 27
精神保健福祉援助技術各論 18 医学概論Ⅰ 35
精神保健福祉援助演習 43 医学概論Ⅱ 36
ケアマネジメント演習 9 精神医学 26
社会調査演習Ⅰ 4 精神科リハビリテーション学 19
社会調査演習Ⅱ 5
カウンセリング演習Ⅰ 8
カウンセリング演習Ⅱ 7
介護演習Ⅰ 25
介護演習Ⅱ 17
子育て社会支援論 18
福祉情報演習 17
医療ソーシャルワーク論 21
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４－２－１(３)教育科目・受講者数（学部　教職）

（３）　教職に関する専門教育科目（平成２０年３月３１日現在）

（単位：人）

受講者数 受講者数

教師論 75 道徳教育論 54
教育原理 57 特別活動論 61
発達心理学 99 教育方法論 78
教育心理学 15 生徒指導論 60
教育社会学 59 教育相談論 56
同和教育 68 総合演習 51
教育課程論 72 教育基礎理論 6
家庭科教育法Ⅰ 未開講 教育カリキュラム開発論 未開講
家庭科教育法Ⅱ 未開講 学校健康教育方法論 未開講
家庭科教育法Ⅲ 2 教育実習Ⅰ 47
家庭科教育法Ⅳ 4 教育実習Ⅱ 41
理科教育法Ⅰ 4 養護実習 9
理科教育法Ⅱ 6 学校栄養教育実習 13
国語科教育法Ⅰ 11 生涯学習概論 27
国語科教育法Ⅱ 12 博物館学Ⅰ 22
英語科教育法Ⅰ 24 博物館学Ⅱ 15
英語科教育法Ⅱ 16 博物館学Ⅲ 21
看護科教育法Ⅰ 0 博物館実習講義 25
看護科教育法Ⅱ 0 博物館実習 32
福祉科教育法Ⅰ 0 視聴覚教育メディア論 30
福祉科教育法Ⅱ 0 教育学概論 24
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４－２－２教育科目・受講者数（大学院）

○看護学研究科 （単位：人）

受講者数 受講者数

看護理論と実践 11 地域看護学実践演習Ⅰ -

看護研究と実践 11 地域看護学実践演習Ⅱ -
看護倫理 11 地域看護学実践演習Ⅲ -
看護教育論 - 在宅看護学実践演習Ⅰ -
看護サービス管理論 9 在宅看護学実践演習Ⅱ -
看護学の動向と展望 - 在宅看護学実践演習Ⅲ -
病態生理学 2 がん看護論 2
フィジカルアセスメント特論 7 がん看護対象論 2
こころの発達 - がん患者看護展開論 1
保健医療政策と経済 - がん患者対症看護援助論 2
データ解析方法論 - がん看護課題研究 1
看護コンサルテーション論 - がん看護学実践演習Ⅰ 2
家族看護論 - がん看護学実践演習Ⅱ 1
家族看護援助論 - がん看護学実践演習Ⅲ 1
家族と病気 - 小児看護論 -
家族療法 7 小児看護対象論 -
家族看護学演習 - 小児看護方法論Ⅰ -
家族ケアの開発 1 小児看護方法論Ⅱ 3

家族看護課題研究 - 小児看護課題研究 3
家族看護学実践演習Ⅰ - 小児看護実践演習Ⅰ -

家族看護学実践演習Ⅱ 1 小児看護実践演習Ⅱ 3
家族看護学実践演習Ⅲ - 小児看護実践演習Ⅲ 3
看護研究演習Ⅰ（家族看護研究演習） 1 慢性看護論 -
家族看護学研究方法 1 慢性看護対象論 1
精神看護論 - 慢性看護援助論 1
精神看護対象論 - 慢性看護展開論 1
精神看護方法論Ⅰ 4 慢性看護学課題研究 1
精神看護方法論Ⅱ - 慢性看護学実践演習Ⅰ 1
精神看護学演習Ⅰ - 慢性看護学実践演習Ⅱ 1
精神看護学演習Ⅱ - 慢性看護学実践演習Ⅲ 1
精神看護課題研究 4 看護管理論 3
精神看護学実践演習Ⅰ - システム経営管理論 3
精神看護学実践演習Ⅱ 4 看護管理展開論 3
精神看護学実践演習Ⅲ 4 看護管理の動向と展望 3
在宅老人看護論 - 看護管理課題研究 -
老人看護論 1 看護管理学実践演習Ⅰ -
老人看護展開論 - 看護管理学実践演習Ⅱ -
在宅看護展開論 2 看護管理学実践演習Ⅲ -
在宅老人ケアシステム論 - 看護研究演習Ⅲ（看護管理学研究演習） -
地域看護論 - 看護管理学研究方法 2
地域看護展開論Ⅰ - 成人看護ケア研究 3
地域看護展開論Ⅱ - 家族看護ケア研究 -
地域ケアシステム論 - 精神看護ケア研究 -
看護研究演習Ⅱ（地域看護学研究演習） - 地域看護ケア研究 -
地域・在宅・老人看護課題研究 - 在宅看護ケア研究 -
在宅看護論 - 老人看護ケア研究 1
在宅看護方法論Ⅰ - がん看護ケア研究 -
在宅看護方法論Ⅱ - 小児看護ケア研究 -
在宅看護方法論Ⅲ - 臨床看護管理研究 3
在宅ケアシステム論 - 慢性期看護ケア研究 -
在宅看護展開論Ⅰ - 臨床看護学研究演習Ⅰ -
在宅看護展開論Ⅱ - 臨床看護学研究演習Ⅱ -
老人看護学実践演習Ⅰ - 臨床看護学研究方法Ⅰ 2
老人看護学実践演習Ⅱ - 臨床看護学研究方法Ⅱ 3
老人看護学実践演習Ⅲ -
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４－２－２教育科目・受講者数（大学院）

○人間生活学研究科 （単位：人）

受講者数 受講者数

人間生活健康情報論 12 社会福祉原論 -
人間生活福祉政策論 12 ソーシャルワーク論 2
人間生活文化論 11 スーパービジョン論 -
人間生活論演習Ⅰ 11 高齢者福祉論 -
人間生活論演習Ⅱ 11 児童福祉論 -
人間生活論演習Ⅲ 11 障害者福祉論 -
特別講義Ⅰ(人間環境論) 2 地域福祉論 3
特別講義Ⅱ(保健・医療・福祉制度論) - 臨床福祉論 -
特別講義Ⅲ(文化政策論) 3 介護福祉論 3
特別講義Ⅳ(生活環境論) 1 国際福祉政策論 4
特別講義Ⅴ(データ解析論) 3 福祉行財政論 4

人間栄養論Ⅰ - 地域文化論Ⅰ 4

人間栄養論Ⅱ（隔年） 3 地域文化論Ⅱ -

食品総合科学論 5 日本文化論Ⅰ 2

栄養疫学論 - 日本文化論Ⅱ 3

栄養教育持論 - 英米文化論Ⅰ 2

住生活論 - 英米文化論Ⅱ 2

住環境論（隔年） - ジェンダー論 2

衣生活論 -

環境生態論 4

環境解析論Ⅰ -

環境解析論Ⅱ 1

○健康生活科学研究科 （単位：人）

受講者数 受講者数

看護学特別研究Ⅰ 2 臨床栄養論 -

看護学特別研究Ⅱ - 栄養生理論 -

看護学特別研究Ⅲ 2 保健環境論 -

生活科学特別研究Ⅰ 4 居住環境論 -

生活科学特別研究Ⅱ 1 環境生態論 1

生活科学特別研究Ⅲ - 地球環境解析論 -

社会福祉学特別研究Ⅰ - 医療・福祉制度論 -

社会福祉学特別研究Ⅱ - 臨床福祉論 -

社会福祉学特別研究Ⅲ 3 精神障害者福祉論 -

看護科学と理論 5 介護支援論 -

看護科学と研究Ⅰ - 社会福祉原理論 -

看護科学と研究Ⅱ 5 地域福祉政策論 3

看護科学と倫理 5 社会福祉援助方法論 -

小児看護論 - 健康科学論 6

がん看護論 - 健康政策論 -

慢性看護論 - 身体表現論 -
成人看護論 3
精神看護論 5
家族看護論Ⅰ -
家族看護論Ⅱ -
地域看護論 -

地域看護支援論 4
看護システム経営論 3

-
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科
　
目

授　業　科　目 授　業　科　目

社
会
福
祉
領
域

課題研究演習

共通
科目

領
域
研
究
支
援
科
目

生
活
科
学
領
域

社
会
福
祉
学
領
域

課
題
研
究
演
習

人
　
間
　
共
　
通

研
究
指
導
科
目

看
護
学
領
域
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４－３教員免許及び国家資格取得の状況

３　教員免許及び国家資格取得の状況

　(1)　教員免許申請状況（平成２1年３月３１日現在）
（単位：人）

種　類 教　科 申請者数

中一種
高一種

家庭 4

高一種 － 1

栄養一種 － 13

中一種
高一種

理科 11

高一種 － 1

中一種
高一種

国語 16

高一種 国語 3

中一種
高一種

英語 10

高一種 英語 1

養護一種 － 9

69

　(2)　国家試験合格状況
（単位：人）

国 家 資 格 区　　分 受 験 者 数 合 格 者 数 合 格 率

保　健　師 新　　卒 47 47 100.0%

新　　卒 43 43 100.0%

既　　卒 0 0 0.0%

社会福祉士 新　　卒 37 29 78.4%

精神保健福祉士 新　　卒 16 15 93.8%

管理栄養士 新　　卒 21 15 71.4%

生活デザイン学科

生活科学部

環境理学科

平成20年1月27日

看　護　師 平成20年2月24日

健康栄養学科

文化学科

平成20年1月26日
平成20年1月27日

平成21年3月22日

学　　部

文化学部

看護学部

学　　科

合　　　　　　　　計

受　験　日

平成20年2月22日

看護学科
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４－４－１学位授与状況

４　学位及び大学賞・学長賞等の授与状況

　（１）学位授与状況 （単位：人）

累　　　計 平成20年度 累　　　計

111

人間生活科学研究科 83

健康生活科学研究科 7 31

194 7 31

【学位授与者一覧（平成２０年度）】

○博　士

授与年月日 学位の種類

平成20年9月25日 博士（看護学）

平成20年9月25日 博士（看護学）

平成21年3月18日 博士（看護学）

平成21年3月18日 博士（看護学）

平成21年3月18日 博士（社会福祉学）

平成21年3月18日 博士（社会福祉学）

平成21年3月18日 博士（社会福祉学）

○修　士

授与年月日 学位の種類

平成20年9月25日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

氏　　名 論　　　文　　　名

中根　薫
看護管理者のキャリア発達におけるメンタリングに関す
る研究

髙谷　恭子 慢性状態にある思春期の子どもと親が辿る構図

長崎　和則

サポートが実質化し、精神障害者が関係の中で支えら
れるようになるプロセスに関する研究一精神障害者の
ソーシャルサポート利用を促進するソーシャルワーク
のために一

修　　　　　士 博　　　　　士

合　　　　計

看護学研究科

研　究　科　名
平成20年度

15

7

22

アルコール依存症者の妻の対処と夫の対応
一断酒会参加者のインタビューに基づいて一

氏　　名 論　　　文　　　名

池田　恵美子 臨床における看護管理教育

今村　優子
看護基礎教育における在宅看護学領域で必要な看
護実践能力

小笠原　麻紀 精神科看護における契約に関する研究

池田　綾子
医療的ケアが必要な子どもの退院についての家族の
意思決定

磯野　洋一

悪い知らせを伝え意思決定する過程を促進するがん
患者と医療者の関わり

高齢者の病院からの移行を支援する看護アプローチ
の抽出に関する研究一回復期リハビリテーション病棟
における脳血管疾患患者に焦点を当てて一

ベトナムにおける障害者の貧困克服に対する地方貧
困削減・社会救助政策の役割一地域障害者の生活実
態に基づく障害者福祉施策検討一

精神保健福祉士がピアサポーターを支援する経験を
通して成長するプロセスに関する研究

寺町　芳子

吉本　知恵

森澤　允清

坂本　智代枝
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４－４－１学位授与状況

授与年月日 学位の種類

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（看護学）

平成21年3月19日 修士（学術）

平成21年3月19日 修士（学術）

平成21年3月19日 修士（学術）

平成21年3月19日 修士（社会福祉学）

平成21年3月19日 修士（社会福祉学）

平成21年3月19日 修士（学術）

平成21年3月19日 修士（学術） 元吉　明 「安芸の元気体操」考案とその効果

下元　理恵
看護師のon-the-job trainingにおける指導者の用件
一指導者育成教育プログラムの構築をめざして一

高橋　奈智
地域で生活している虚血性疾患患者の生活マネジメ
ント

中野　理佳
看護専門職者として看護管理を実践できる能力をもっ
た看護師の育成
一新人から３年目までの院内教育一

中村　幸子 腎移植をうけた思春期にある子どもの生活の再構築

野村　裕子
ケアマネージメントにおけるチームアプローチへの支
援

則村　良 精神科看護師が行う洞察を促す看護介入

弘末　美佐 在宅療養する終末期がん患者の自己実現

松岡　義典 低出生体重児を持つ父親の自己効力感の獲得過程

山﨑　ちひろ 看護師による“家族のプライバシー”を守る看護介入

吉本　麻里 精神科看護におけるプライドへの看護介入

濵岡　克伺
在宅における高齢脳卒中患者の日常的な身体活動
量の検討　一身体・心理・社会的要因の解析一

島田　郁子
生体の栄養要求を変容させる食生活パターンの変化
一イスラム教徒の断食からの一考察一

柏　智之　
弾性ストッキングによる下肢の浮腫抑制効果
一女性デパート販売員における検討一

氏　　名 論　　　文　　　名

平賀　裕子

廣瀬　智里　

村上　祥子

救護施設における地域生活移行に向けた促進・阻害
要因に関する一考察～地域生活支援における居宅生
活訓練事業を実施したA県の分析を通して～

医療ソーシャルワーカー（MSW)の成長過程に関する
研究
一キャリア初期のMSWに着目して一

ONQIを用いた新しい食事栄養評価の試み
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４－４－２大学賞・学長賞・３サーティフィケーション

　【大学賞】

学　　部 学　　科 学年 受賞者数

生活科学部 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 4 1人

社会福祉学部 社会福祉 4 1人

【学長賞】

学　　部 学　　科 学年 受賞者数

生活科学部 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 3 4人

生活科学部 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 3 4人

文化学部 文化 3 1人

生活科学部 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 4 5人

生活科学部 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 4 4人

　（２）大学賞・学長賞授与状況

第60回記念全国学生書道展における財団法人書道芸
術院理事長賞受賞

第13回建築デザインコンペにおける「（社）日本建
築士事務所協会連合会　会長賞」受賞

功　　　　　績

発達障害のある子どもを４年間一貫したテーマとし
て、ボランティア活動、現場実習、卒業論文などに
真摯に取り組み、優秀な成績を修めた

功　　　　　績

日本建築学会で自身の研究を発表するとともに、第
13回建築デザインコンペで「（社）日本建築士事務
所協会連合会　会長賞」の受賞、またクラブ活動で
も主力選手として活躍するなど、学業、スポーツと
も優秀な成績を修めた

第14回建築デザインコンペにおける「建築デザイン
コンペ審査委員長　審査委員会奨励賞」受賞

第14回建築デザインコンペにおける「（社）日本建
築士事務所協会連合会　会長賞」受賞

第13回建築デザインコンペにおける「高知県知事
賞」受賞
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４－４－２大学賞・学長賞・３サーティフィケーション

　（３）サーティフィケーション授与状況

招　聘　者

高知女子大学
（国際交流委員会）

高知女子大学
（国際交流委員会）

Enkhbaatar
Altanshagai

Batkhuyag Nomin-
Erdene

Dorj  Serenngeモンゴル国立科学技術大学院生

職　　　　　　名

高知女子大学
（国際交流委員会）

平成20年10月１日～11月21
日
高知女子大学での短期体験
聴講終了

高知女子大学
（国際交流委員会）

Ganbat  DulGuun

Nergui
Nyamtsetseg

Boldbaatar
Badamlyankhua

Sukhbaatar
Oyuntuya

内　　　　　　容氏　　　名

エルムズ大学学生
Stark, Michael
Wallace,Jr

平成20年5月27日～8月19日
高知女子大学での短期研修プ
ログラムの終了

北京聯合大学旅游学院学生

王　一然 平成20年4月1日～平成21年3
月31日
高知女子大学での交換留学プ
ログラム修了

モンゴル国立科学技術大学学生

平成20年6月2日～7月11日
高知女子大学での短期体験
聴講終了モンゴル国立科学技術大学学生

高知女子大学
（国際交流委員会）

佘　小曼

文藻外語学院学生 黄　馨萩

平成20年4月1日～平成21年3
月31日
高知女子大学での交換留学プ
ログラム修了

フィジー教育省
Vasiti　Aditamana
Loki

インド内閣府
Satya　Narayana
Sahu

アフガニスタン女性省 Adeebullah　Noori

アンゴラ家庭、女性支援省
Ines　Rosa　Joaquim
Caivala

メキシコ政府組織
（平等と社会の多様性所管）

Miyako　Vaz　quez
Baeza

ネパール女性、児童、社会福祉省
Komal　Prasad
Dhamala

平成20年11月25日～12月10日
JICA事業高知女子大学プロ
ジェクトによる研修終了「女性の
生活と地位向上に寄与するリー
ダーの養成コース」

JICA事業高知女子大学プ
ロジェクト

ベトナム女性組合
Ｐｈｕｏｎｇ　Ｔｈｉ
Ｖｉ　Ｄａｏ

ケニア小自作農園芸強化プロジェク
ト

Ｆｌｏｒｅｎｃｅ　Ｎａｆｕｎａ
Ｋｈａｅｍｂａ

ニカラグア教育省
Pablo　Antonio
Narváez　Baldizón

ナイジェリアカドゥナ州ジェマア地方
行政区

Ｍａｕｒｅｅｎ　Ｂａｒｍａｎｉ
Ｋｕｒｅｓ

- 45 -



４－５ＦＤ活動実施状況

第7回学部FD研修会
課題　文化学部教育目標達成のための、「基礎
学力」とは何か

文化学部教員
司会・進行FD委員長(東原)

参加18名

川口順子
（高知女子大学生活科学部准教授）

三浦要一
（高知女子大学生活科学部准教授）

文

化

学

部

第8回学部FD研修会
課題　基礎演習の反省と見直し

20年度担当者司会・進行FD委員長(東原)
参加20名

臨床現場における多職種との連携を学び目的意
識をもった学習への取り組み

松井慶子
（高知女子大学生活科学部講師）

一色健司
（高知女子大学生活科学部教授）

リカレント教育講座「プレゼンテーション講座」の
実施と学生による補佐

彼末富貴
（高知女子大学生活科学部助手）

荻沼一男
（高知女子大学生活科学部教授）

H21.3.23

　５　ＦＤ活動実施状況（平成20年度）

学　　部 年月日講師・担当者内　　　　容

H21.2.23

生

活

科

学

部

果実と野菜

第4回学部FD研修会
東原伸明   私の授業・私の実践

東原伸明　司会・進行FD委員(青木)
参加19名

20.7.28

第1回学部FD研修会
課題：卒業研究に関する諸観点の合意事項

文化学部教員
司会・進行FD委員(青木)

参加21名
20.4.28

第2回学部FD研修会
課題：オリエンテーションハイクの反省と見直し

一回生学年担当
(五百藏、長妻、ヨース、向井)
　司会・進行FD委員長(東原)

参加22名

第3回学部FD研修会
課題：成績評価方法の妥当性に関して―シラバ
スに準拠して途中経過の自己報告―

文化学部教員
司会・進行FD委員長(東原)

参加21名

H20.5.26

キャリア教育について

H21.1.26

H20.10.27

化学系実験で重視していること H20.7.14

建築デザインコンペの8年連続の出品と入賞軌
跡

H20.6.23

健康栄養学科企画 学内における植物（野菜）栽
培－「管理栄養士養成のための新しいツール」と
して

渡邊浩幸
（高知女子大学生活科学部教授）

20.12.22

21.1.19

20.5.26

20.9.24

20.6.23

第6回学部FD研修会
課題　文化学部教育目標達成のための、教育内
容点検の機会、および科目名称等の再検討

文化学部教員
司会・進行FD委員長(東原)

参加20名
20.10.20

第5回学部FD研修会
水谷洋一 　私の授業・私の実践

水谷洋一　司会・進行FD委員長(東原)
参加14名
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４－５ＦＤ活動実施状況

学　　部 年月日講師・担当者内　　　　容

H20.6.9

日本精神保健福祉士養成協会
2008年度全国研修会への参加
（精神保健福祉士養成教育と精神保健福祉士の
あり方に関する研修）

H20.6.28
～29

H20.11.8
～9

日本社会福祉士養成校協会
2008年度中国・四国ブロック教員研修会への参
加（｢社会福祉援助技術演習における支援課程
の教授方法｣に関する研修）

H21.2.21
～22

看護を語る会
「教員個々が１年間に行ってきた研究活動・研修
活動・教育活動について共有し、看護学・看護教
育の動向と課題を検討する」

講師：中村肇
（三菱総合研究所主任研究員）
司会：FD委員長  中野綾美

プレゼンテーションは、看護学部醇教授
以下の教員（准教授6名・講師名4名・助
教8名）が実施
司会：ＦＤ委員長  中野綾美

米国における最近の今後の動向
講師：近藤房江
（米国サミュエル・メリット大学）
司会:看護学部長 野嶋佐由美

社
会
福
祉
学
部

学部FD研修交流会
「学長特枠研究の成果発表と社会福祉専門職養
成教育機関としての役割とカリキュラム等につい
て討議」

司会・進行　FD委員長（宮上）
研究成果発表　鈴木孝典講師

日本社会福祉教育学校連盟主催2008年度全国
社会福祉教育ｾﾐﾅｰへの参加（「社会福祉専門
職の職域拡大・待遇改善と社会福祉教育」に関
する研修）

H20.10.25.

看

護

学

部

社会と繋がる看護学部の構築をめざして
-これからの大学法人化にむけて-

講師：有田幹夫
(和歌山県立医科大保健看護学部教授)
司会：FD委員会委員 　森下利子

H20.7.19.

在宅看護を実践する看護職者を育成する大学院
教育

講師:佐藤美穂子
（日本訪問看護振興財団常務理事）
司会：在宅看護領域教授  森下安子

H20.８.22.

技能伝承

H20.11.29.

H21.3.23.
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５－１行事実績（学生） 

 －48－  

 ５ 学  生 

１ 行事実績 （平成 20年度） 

平成 20 年 

 ４月０７日（月） 入学式 

 ４月 10 日（木） 前期授業開始 

 ４月 21 日（月） 創立記念日・新入生の集い 

 ５月 15 日（木） 前期定例学生大会 

 ６月 28 日（土）～０７月６日（日） 第 59 回四国地区大学総合体育大会 

 ７月 18 日（金）～31 日（木） 前期末試験・補講期間 

 ８月０１日（金）～０９月 16 日（日） 夏期休業期間 

 ８月０１日（金） オープンキャンパス、高校生公開講座（文化学部） 

 ８月０２日（土） 高校生のためのオープンキャンパス 

 ８月０２日（土）～０３日（日） 高校生公開講座（社会福祉学部） 

 ９月０７日（日） 社会福祉学部オープンキャンパス 

 ９月 14 日（日） 編入学試験（文化学部・看護学部）、ＡＯ入試（文化

学部） 

 ９月 14 日（日）～15（月） 大学院第１次入学試験 

 ９月 17 日（水）～30 日（火） 集中授業期間 

 10 月０１日（月） 後期授業開始 

 10 月０２日（木） 防災訓練 

 10 月０９日（木） インターンシップ総括会 

 10 月 18 日（土）～19 日（日） 紅葉祭 

 11 月 15 日（土） 推薦入学試験、編入学試験（社会福祉学部）、ＡＯ入

試（環境理学科） 

 11 月 16 日（日） 編入学試験（生活デザイン学科、環境理学科） 

 11 月 26 日（水） 合同会社説明会バスツアー 

 12 月０４日（木） 後期定例学生大会、AED講習会、消防訓練 

 12 月 16 日（火）～24 日（水） 集中授業期間 

 12 月 25 日（木） 

～平成 21 年０１月０７日(水）

冬期休業期間 

   

平成 21 年 

 １月０８日（木）～14 日（水） 集中授業期間 

 １月 15 日（木） 授業開始 

 １月 17 日（土）～18 日（日） 大学入試センター試験 

 １月 31 日（土）～０２月０１日（日） 大学院第２次入学試験 

 ２月０９日（月）～20 日（金） 後期末試験･補講期間 

 ２月 21 日（土）～０３月 20 日(金) 集中授業期間 

 ２月 25 日（水）～26 日（木） 一般選抜入学試験(前期日程) 

 ２月 26 日（木） 私費外国人留学生選抜入学試験 

 ３月 11 日（水） インターンシップ情報交換会 

 ３月 12 日（木）～13 日（金） 一般選抜入学試験(後期日程) 

 ３月 18 日（水） 博士論文発表会・学位授与式（博士） 

 ３月 19 日（木） 卒業式・学位授与式（修士） 

 ３月 21 日（土）～０４月０５日(日) 春期休業期間 

 



５－２－１学部(推薦・一般・私費外国人留学生・３年次編入）・研究科入学状況一覧

２　入学の状況

　（１）学部（推薦・一般・私費外国人留学生・３年次編入）・研究科入学状況一覧

全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内)

一般 3 7 (7) 2.3 7 (7) 2.3 3 (3) 2.3 3 (3)

専門 1 3 (3) 3.0 3 (3) 3.0 1 (1) 3.0 1 (1)

個別 前期 16 65 (8) 4.1 58 (8) 3.6 22 (4) 2.6 0 (0) 18 (4)

20 75 (18) 3.8 68 (18) 3.4 26 (8) 2.6 0 (0) 22 (8)

推薦 一般 4 17 (17) 4.3 17 (17) 4.3 4 (4) 4.3 4 (4)

個別 前期 16 103 (13) 6.4 95 (10) 5.9 21 (1) 4.5 0 (0) 21 (1)

20 120 (30) 6.0 112 (27) 5.6 25 (5) 4.5 0 (0) 25 (5)

推薦 一般 3 4 (4) 1.3 4 (4) 1.3 3 (3) 1.3 3 (3)

個別 前期 17 106 (8) 6.2 86 (6) 5.1 23 (2) 3.7 1 (0) 17 (1)

20 110 (12) 5.5 90 (10) 4.5 26 (5) 3.5 1 (0) 20 (4)

一般 10 28 (28) 2.8 28 (28) 2.8 10 (10) 2.8 10 (10)

専門 1 3 (3) 3.0 3 (3) 3.0 1 (1) 3.0 1 (1)

個別 前期 49 274 (29) 5.6 239 (24) 4.9 66 (7) 3.6 1 (0) 56 (6)

60 305 (60) 5.1 270 (55) 4.5 77 (18) 3.5 1 (0) 67 (17)

推薦 一般 20 34 (34) 1.7 34 (34) 1.7 20 (20) 1.7 20 (20)

前期 50 223 (48) 4.5 196 (47) 3.9 81 (19) 2.4 52 (11)

後期 10 184 (51) 18.4 184 (51) 18.4 65 (7) 2.8 12 (6)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

80 441 (133) 5.5 414 (132) 5.2 166 (46) 2.5 9 (6) 84 (37)

一般 10 30 (30) 3.0 30 (30) 3.0 10 (10) 3.0 10 (10)

専門 1 2 (2) 2.0 2 (2) 2.0 1 (1) 2.0 1 (1)

前期 25 138 (23) 5.5 121 (23) 4.8 31 (11) 3.9 28 (11)

後期 4 92 (25) 23.0 48 (12) 12.0 4 (3) 12.0 4 (3)

若干人 1 - 0 - 0 - 0

4 37 (5) 9.3 37 (5) 9.3 4 (1) 9.3 0 (0) 4 (1)

44 300 (85) 6.8 238 (72) 5.4 50 (26) 4.8 0 (0) 47 (26)

一般 8 24 (24) 3.0 24 (24) 3.0 9 (9) 2.7 9 (9)

専門 1 1 (1) 1.0 1 (1) 1.0 1 (1) 1.0 1 (1)

前期 17 133 (27) 7.8 120 (27) 7.1 20 (7) 6.0 18 (6)

後期 4 179 (25) 44.8 98 (15) 24.5 7 (0) 14.0 7 (0)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

3 10 (8) 3.3 10 (8) 3.3 3 (3) 3.3 0 (0) 3 (3)

33 347 (85) 10.5 253 (75) 7.7 40 (20) 6.3 0 (0) 38 (19)

一般 48 116 (116) 2.4 116 (116) 2.4 49 (49) 2.4 49 (49)

専門 3 6 (6) 2.0 6 (6) 2.0 3 (3) 2.0 3 (3)

前期 141 768 (127) 5.4 676 (121) 4.8 198 (44) 3.4 154 (34)

後期 18 455 (101) 25.3 330 (78) 18.3 76 (10) 4.3 23 (9)

若干人 1 - 0 - 0 - 0

7 47 (13) 6.7 47 (13) 6.7 7 (4) 6.7 0 (0) 7 (4)

217 1,393 (363) 6.4 1,175 (334) 5.4 333 (110) 3.5 10 (6) 236 (99)

10 22 (9) 2.2 22 (9) 2.2 17 (7) 1.3 16 (6)

18 19 (14) 1.1 18 (13) 1.0 16 (11) 1.1 14 (4)

6 12 (5) 2.0 12 (5) 2.0 5 (2) 2.4 5 (2)

34 53 (28) 1.6 52 (27) 1.5 38 (20) 1.4 35 (12)

(単位：人）

9 (6)

入学者数

10 (6)

0 (0)

受験者数
ｃ志願倍率

ｂ/ａ
合格倍率
ｃ/ｄ

(0)0

受験倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

追加
合格者数

合計

健康栄養学科

環境理学科

個別

募集
人員
ａ

志願者数
ｂ

個別

推薦

合計

私費外国人
留学生

合計

看
護
学
部

私費外国人
留学生

社
会
福
祉
学
部

社会福祉学科

3年次編入

推薦

個別

看護学科
私費外国人
留学生

研究科計

学部･学科名 区　分

学科計

学科計

推薦
生活デザイン

学科

学科計

総合計

私費外国人
留学生

　【平成１６年度】

看護学研究科

人間生活学研究科

小計

推薦

合計

文
化
学
部

文化学科

生
活
科
学
部

3年次編入

健康生活科学研究科

推薦

個別

3年次編入計

学部計
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５－２－１学部(推薦・一般・私費外国人留学生・３年次編入）・研究科入学状況一覧

全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内)

一般 3 4 (4) 1.3 4 (4) 1.3 4 (4) 1.0 4 (4)

専門 1 1 (1) 1.0 1 (1) 1.0 1 (1) 1.0 1 (1)

個別 前期 16 81 (2) 5.1 73 (2) 4.6 23 (0) 3.2 0 (0) 22 (0)

20 86 (7) 4.3 78 (7) 3.9 28 (5) 2.8 0 (0) 27 (5)

推薦 一般 4 20 (20) 5.0 20 (20) 5.0 5 (5) 4.0 5 (5)

個別 前期 16 71 (10) 4.4 63 (10) 3.9 18 (2) 3.5 0 (0) 16 (2)

20 91 (30) 4.6 83 (30) 4.2 23 (7) 3.6 0 (0) 21 (7)

推薦 一般 3 7 (7) 2.3 7 (7) 2.3 3 (3) 2.3 3 (3)

個別 前期 17 58 (6) 3.4 54 (5) 3.2 26 (2) 2.1 2 (0) 18 (1)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

20 65 (13) 3.3 61 (12) 3.1 29 (5) 2.1 2 (0) 21 (4)

一般 10 31 (31) 3.1 31 (31) 3.1 12 (12) 2.6 12 (12)

専門 1 1 (1) 1.0 1 (1) 1.0 1 (1) 1.0 1 (1)

個別 前期 49 210 (18) 4.3 190 (17) 3.9 67 (4) 2.8 2 (0) 56 (3)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

60 242 (50) 4.0 222 (49) 3.7 80 (17) 2.8 2 (0) 69 (16)

推薦 一般 20 29 (29) 1.5 29 (29) 1.5 20 (20) 1.5 20 (20)

前期 50 244 (50) 4.9 207 (46) 4.1 83 (11) 2.5 50 (7)

後期 10 352 (49) 35.2 352 (49) 35.2 141 (7) 2.5 16 (3)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

80 625 (128) 7.8 588 (124) 7.4 244 (38) 2.4 0 (0) 86 (30)

一般 10 27 (27) 2.7 25 (25) 2.5 10 (10) 2.5 10 (10)

専門 1 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0)

前期 25 131 (22) 5.2 121 (22) 4.8 31 (6) 3.9 30 (6)

後期 4 171 (19) 42.8 91 (12) 22.8 4 (1) 22.8 4 (1)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

4 22 (4) 5.5 20 (4) 5.0 5 (1) 4.0 0 (0) 5 (1)

44 351 (72) 8.0 257 (63) 5.8 50 (18) 5.1 0 (0) 49 (18)

一般 9 28 (28) 3.1 28 (28) 3.1 10 (10) 2.8 10 (10)

専門 1 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0)

前期 17 195 (26) 11.5 177 (25) 10.4 23 (5) 7.7 20 (5)

後期 3 129 (15) 43.0 69 (10) 23.0 5 (1) 13.8 3 (1)

若干人 1 - 1 - 1 - 1

3 9 (5) 3.0 8 (5) 2.7 3 (1) 2.7 0 (0) 2 (1)

33 362 (74) 11.0 283 (68) 8.6 42 (17) 6.7 0 (0) 36 (17)

一般 49 115 (115) 2.3 113 (113) 2.3 52 (52) 2.2 52 (52)

専門 3 1 (1) 0.3 1 (1) 0.3 1 (1) 1.0 1 (1)

前期 141 780 (116) 5.5 695 (110) 4.9 204 (26) 3.4 156 (21)

後期 17 652 (83) 38.4 512 (71) 30.1 150 (9) 3.4 23 (5)

若干人 1 - 1 - 1 - 1

7 31 (9) 4.4 28 (9) 4.0 8 (2) 3.5 0 (0) 7 (2)

217 1,580 (324) 7.3 1,350 (304) 6.2 416 (90) 3.2 2 (0) 240 (81)

10 25 (10) 2.5 25 (10) 2.5 12 (5) 2.1 12 (5)

18 27 (19) 1.5 26 (18) 1.4 18 (14) 1.4 18 (14)

6 8 (2) 1.3 8 (2) 1.3 7 (2) 1.1 7 (2)

34 60 (31) 1.8 59 (30) 1.7 37 (21) 1.6 37 (21)

(単位：人）
追加
合格者数

入学者数

0 (0)

2 (0)

0 (0)

0 (0)

社
会
福
祉
学
部

社会福祉学科

3年次編入

合計

推薦

個別

3年次編入

合計

健康栄養学科

文
化
学
部

文化学科
個別

生
活
科
学
部

推薦
生活デザイン

学科

私費外国人
留学生

学部計

推薦

個別

3年次編入計

総合計

私費外国人
留学生

看
護
学
部

私費外国人
留学生

受験倍率
ｃ/ａ

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

私費外国人
留学生

学科計

個別
看護学科

研究科計

合格倍率
ｃ/ｄ

志願者数
ｂ

受験者数
ｃ

合格者数
ｄ志願倍率

ｂ/ａ

小計

推薦

合計

推薦

【平成１７年度】

看護学研究科

人間生活学研究科

健康生活科学研究科

私費外国人
留学生

合計

環境理学科

学科計

学科計

私費外国人
留学生
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５－２－１学部（推薦・一般・私費外国人留学生・３年次編入）・研究科入学状況一覧

全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内)

一般 3 5 (5) 1.7 5 (5) 1.7 3 (3) 1.7 3 (3)

専門 1 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0)

個別 前期 16 43 (9) 2.7 38 (9) 2.4 21 (3) 1.8 0 (0) 18 (3)

2 2 (2) 1.0 2 (2) 1.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0 (0)

22 50 (16) 2.3 45 (16) 2.0 24 (6) 1.9 0 (0) 21 (6)

推薦 一般 4 19 (19) 4.8 19 (19) 4.8 4 (4) 4.8 4 (4)

個別 前期 16 59 (9) 3.7 58 (9) 3.6 20 (1) 2.9 0 (0) 17 (1)

20 78 (28) 3.9 77 (28) 3.9 24 (5) 3.2 0 (0) 21 (5)

推薦 一般 3 2 (2) 0.7 2 (2) 0.7 2 (2) 1.0 2 (2)

2 1 (0) 0.5 1 (0) 0.5 1 (0) 1.0 1 (0)

個別 前期 15 22 (5) 1.5 19 (5) 1.3 19 (5) 1.0 0 (0) 14 (5)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

2 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0 (0)

22 25 (7) 1.1 22 (7) 1.0 22 (7) 1.0 0 (0) 17 (7)

一般 10 26 (26) 2.6 26 (26) 2.6 9 (9) 2.9 9 (9)

専門 1 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0)

2 1 (0) 0.5 1 (0) 0.5 1 (0) 1.0 1 (0)

個別 前期 47 124 (23) 2.6 115 (23) 2.4 60 (9) 1.9 0 (0) 49 (9)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

4 2 (2) 0.5 2 (2) 0.5 0 (0) 0.0 0 (0) 0 (0)

64 153 (51) 2.4 144 (51) 2.3 70 (18) 2.1 0 (0) 59 (18)

推薦 一般 20 27 (27) 1.4 27 (27) 1.4 20 (20) 1.4 20 (20)

前期 50 314 (56) 6.3 279 (54) 5.6 94 (7) 3.0 64 (6)

後期 10 375 (56) 37.5 375 (56) 37.5 43 (5) 8.7 2 (0)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

5 3 (1) 0.6 2 (1) 0.4 2 (1) 1.0 0 (0) 2 (1)

85 719 (140) 8.5 683 (138) 8.0 159 (33) 4.3 0 (0) 88 (27)

推薦 一般 10 22 (22) 2.2 22 (22) 2.2 11 (11) 2.0 11 (11)

前期 26 76 (27) 2.9 72 (27) 2.8 28 (11) 2.6 28 (11)

後期 4 77 (20) 19.3 45 (11) 11.3 4 (1) 11.3 4 (1)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

4 17 (6) 4.3 16 (6) 4.0 4 (1) 4.0 0 (0) 4 (1)

44 192 (75) 4.4 155 (66) 3.5 47 (24) 3.3 0 (0) 47 (24)

一般 9 22 (22) 2.4 22 (22) 2.4 9 (9) 2.4 9 (9)

専門 1 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0)

前期 17 138 (21) 8.1 125 (19) 7.4 22 (11) 5.7 20 (10)

後期 3 158 (16) 52.7 96 (10) 32.0 5 (0) 19.2 3 (0)

若干人 1 - 1 - 0 - 0

3 10 (8) 3.3 9 (7) 3.0 3 (2) 3.0 0 (0) 3 (2)

33 330 (67) 10.0 254 (58) 7.7 40 (22) 6.4 0 (0) 36 (21)

一般 49 97 (97) 2.0 97 (97) 2.0 49 (49) 2.0 49 (49)

専門 2 1 (0) 0.5 1 (0) 0.5 1 (0) 1.0 1 (0)

2 1 (0) 0.5 1 (0) 0.5 1 (0) 1.0 1 (0)

前期 140 652 (127) 4.7 591 (123) 4.2 204 (38) 2.9 161 (36)

後期 17 610 (92) 35.9 516 (77) 30.4 52 (6) 9.9 9 (1)

若干人 1 - 1 - 0 - 0

16 32 (17) 2.0 29 (16) 1.8 9 (4) 3.2 0 (0) 9 (4)

226 1,394 (333) 6.2 1,236 (313) 5.5 316 (97) 3.9 0 (0) 230 (90)

10 12 (7) 1.2 12 (7) 1.2 11 (7) 1.1 11 7

18 12 (8) 0.7 12 (8) 0.7 10 (6) 1.2 10 6

6 10 (2) 1.7 10 (2) 1.7 8 (2) 1.3 8 2

34 34 (17) 1.0 34 (17) 1.0 29 (15) 1.2 29 15

0 (0)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

(単位：人）
募集
人員
ａ

志願者数
ｂ 志願倍率

ｂ/ａ

受験者数
ｃ 受験倍率

ｃ/ａ

合格者数
ｄ

追加
合格者数

入学者数合格倍率
ｃ/ｄ

社
会
福
祉
学
部

社会福祉学科

3年次編入

合計

3年次編入

合計

看
護
学
部

私費外国人
留学生

推薦

個別

健康栄養学科

文
化
学
部

文化学科

個別

生
活
科
学
部

推薦

生活デザイン
学科

私費外国人
留学生

私費外国人
留学生

学科計

学部計

推薦

個別

3年次編入計

総合計

私費外国人
留学生

ＡＯ

学科計

私費外国人
留学生

個別

看護学科

3年次編入

ＡＯ

人間生活学研究科

ＡＯ

環境理学科

3年次編入

小計

推薦

合計

3年次編入

健康生活科学研究科

研究科計

【平成１８年度】

私費外国人
留学生

3年次編入

合計

看護学研究科

学部･学科名 区　分

学科計
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５－２－１学部（推薦・一般・私費外国人留学生・３年次編入）・研究科入学状況一覧

全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内)

一般 3 10 (10) 3.3 10 (10) 3.3 3 (3) 3.3 3 (3)

専門 1 2 (2) 2.0 2 (2) 2.0 1 (1) 2.0 1 (1)

個別 前期 16 63 (9) 3.9 60 (9) 3.8 21 (1) 2.9 0 (0) 18 (1)

2 3 (0) 1.5 3 (0) 1.5 2 (0) 1.5 0 (0) 1 (0)

22 78 (21) 3.5 75 (21) 3.4 27 (5) 2.8 0 (0) 23 (5)

推薦 一般 4 17 (17) 4.3 17 (17) 4.3 4 (4) 4.3 4 (4)

個別 前期 16 77 (7) 4.8 70 (6) 4.4 18 (0) 3.9 0 (0) 16 (0)

20 94 (24) 4.7 87 (23) 4.4 22 (4) 4.0 0 (0) 20 (4)

推薦 一般 3 3 (3) 1.0 2 (2) 0.7 2 (2) 1.0 2 (2)

2 6 (1) 3.0 6 (1) 3.0 5 (0) 1.2 5 (0)

個別 前期 15 63 (5) 4.2 54 (4) 3.6 25 (2) 2.2 3 (1) 15 (2)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

2 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0 (0)

22 72 (9) 3.3 62 (7) 2.8 32 (4) 1.9 3 (1) 22 (4)

一般 10 30 (30) 3.0 29 (29) 2.9 9 (9) 3.2 9 (9)

専門 1 2 (2) 2.0 2 (2) 2.0 1 (1) 2.0 1 (1)

2 6 (1) 3.0 6 (1) 3.0 5 (0) 1.2 5 (0)

個別 前期 47 203 (21) 4.3 184 (19) 3.9 64 (3) 2.9 3 (1) 49 (3)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

4 3 (0) 0.8 3 (0) 0.8 2 (0) 1.5 0 (0) 1 (0)

64 244 (54) 3.8 224 (51) 3.5 81 (13) 2.8 3 (1) 65 (13)

推薦 一般 20 27 (27) 1.4 27 (27) 1.4 20 (20) 1.4 20 (20)

前期 50 164 (43) 3.3 149 (42) 3.0 95 (20) 1.6 73 (15)

後期 10 170 (37) 17.0 170 (37) 17.0 20 (1) 8.5 2 (0)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

5 3 (1) 0.6 3 (1) 0.6 1 (1) 3.0 0 (0) 0 (0)

85 364 (108) 4.3 349 (107) 4.1 136 (42) 2.6 0 (0) 95 (35)

推薦 一般 11 28 (28) 2.5 28 (28) 2.5 11 (11) 2.5 11 (11)

前期 30 180 (46) 6.0 162 (45) 5.4 31 (11) 5.2 31 (11)

後期 4 84 (32) 21.0 52 (18) 13.0 4 (2) 13.0 3 (1)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

4 27 (5) 6.8 23 (4) 5.8 4 (1) 5.8 1 (0) 4 (1)

49 319 (111) 6.5 265 (95) 5.4 50 (25) 5.3 2 (0) 49 (24)

一般 9 13 (13) 1.4 13 (13) 1.4 9 (9) 1.4 9 (9)

専門 1 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0)

前期 17 86 (16) 5.1 81 (16) 4.8 21 (5) 3.9 19 (5)

後期 3 97 (16) 32.3 49 (8) 16.3 6 (1) 8.2 5 (1)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

3 7 (5) 2.3 7 (5) 2.3 3 (2) 2.3 0 (0) 3 (2)

33 204 (50) 6.2 151 (42) 4.6 40 (17) 3.8 0 (0) 37 (17)

一般 50 98 (98) 2.0 97 (97) 1.9 49 (49) 2.0 49 (49)

専門 2 3 (2) 1.5 3 (2) 1.5 2 (1) 1.5 2 (1)

2 6 (1) 3.0 6 (1) 3.0 5 (0) 1.2 5 (0)

前期 144 633 (126) 4.4 576 (122) 4.0 211 (39) 2.7 172 (34)

後期 17 351 (85) 20.6 271 (63) 15.9 30 (4) 9.0 10 (2)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

16 40 (11) 2.5 36 (10) 2.3 10 (4) 3.6 1 (0) 8 (3)

231 1,131 (323) 4.9 989 (295) 4.3 307 (97) 3.2 5 (1) 246 (89)

10 24 (11) 2.4 24 (11) 2.4 17 (8) 1.4 17 (8)

18 16 (10) 0.9 16 (10) 0.9 14 (9) 1.1 12 (9)

6 9 (6) 1.5 9 (6) 1.5 7 (5) 1.3 7 (5)

34 49 (27) 1.4 49 (27) 1.4 38 (22) 1.3 36 (22)

(単位：人）

0 (0)

追加
合格者数

1

0 (0)

入学者数

(1)4

3年次編入

私費外国人
留学生

3年次編入

合計

3年次編入

合計

合計

(0)

合格倍率
ｃ/ｄ

志願者数
ｂ

受験者数
ｃ

合格者数
ｄ志願倍率

ｂ/ａ
受験倍率
ｃ/ａ

3年次編入

学部･学科・研究科名 区　分
募集
人員
ａ

推薦

生活デザイン
学科

学科計

3年次編入

健康栄養学科

学科計

学科計

小計

推薦

合計

私費外国人
留学生

私費外国人
留学生

ＡＯ

ＡＯ

環境理学科

推薦

個別

3年次編入計

総合計

私費外国人
留学生

ＡＯ

研究科計

文
化
学
部

文化学科

個別

看
護
学
部

私費外国人
留学生

推薦

個別

私費外国人
留学生

個別

【平成１９年度】

看護学研究科

人間生活学研究科

健康生活科学研究科

生
活
科
学
部

看護学科

社
会
福
祉
学
部

社会福祉学科

3年次編入

学部計
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５－２－１学部（推薦・一般・私費外国人留学生・３年次編入）・研究科入学状況一覧

全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内) 全体 (県内)

推薦 一般 4 4 (4) 1.0 4 (4) 1.0 4 (4) 1.0 4 (4)

個別 前期 16 50 (5) 3.1 41 (5) 2.6 21 (2) 2.0 0 (0) 20 (2)

2 3 (1) 1.5 3 (1) 1.5 2 (0) 1.5 0 (0) 2 (0)

22 57 (10) 2.6 48 (10) 2.2 27 (6) 1.8 0 (0) 26 (6)

推薦 一般 4 20 (20) 5.0 20 (20) 5.0 4 (4) 5.0 4 (4)

個別 前期 16 51 (8) 3.2 46 (8) 2.9 19 (3) 2.4 0 (0) 17 (3)

20 71 (28) 3.6 66 (28) 3.3 23 (7) 2.9 0 (0) 21 (7)

推薦 一般 3 3 (3) 1.0 3 (3) 1.0 3 (3) 1.0 3 (3)

3 5 (0) 1.7 5 (0) 1.7 4 (0) 1.3 4 (0)

個別 前期 14 72 (2) 5.1 66 (2) 4.7 30 (0) 2.2 0 (0) 23 (0)

若干名 0 - 0 - 0 - 0

2 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0.0 0 (0) 0 (0)

22 80 (5) 3.6 74 (5) 3.4 37 (3) 2.0 0 (0) 30 (3)

推薦 一般 11 27 (27) 2.5 27 (27) 2.5 11 (11) 2.5 11 (11)

3 5 (0) 1.7 5 (0) 1.7 4 (0) 1.3 4 (0)

個別 前期 46 173 (15) 3.8 153 (15) 3.3 70 (5) 2.2 0 (0) 60 (5)

若干人 0 - 0 - 0 - 0

4 3 (1) 0.8 3 (1) 0.8 2 (0) 1.5 0 (0) 2 (0)

64 208 (43) 3.3 188 (43) 2.9 87 (16) 2.2 0 (0) 77 (16)

推薦 一般 20 22 (22) 1.1 22 (22) 1.1 20 (20) 1.1 20 (20)

前期 50 208 (43) 4.2 173 (38) 3.5 91 (15) 1.9 61 (14)

後期 10 62 (25) 6.2 62 (25) 6.2 20 (4) 3.1 4 (3)

若干名 0 - 0 - 0 - 0

5 6 (4) 1.2 6 (4) 1.2 4 (2) 1.5 0 (0) 3 (2)

85 298 (94) 3.5 263 (89) 3.1 135 (41) 1.9 0 (0) 88 (39)

推薦 一般 11 25 (25) 2.3 25 (25) 2.3 11 (11) 2.3 11 (11)

前期 30 75 (29) 2.5 67 (29) 2.2 32 (14) 2.1 31 (14)

後期 4 57 (18) 14.3 26 (10) 6.5 5 (1) 5.2 4 (1)

若干名 2 - 2 - 0 - 0

4 22 (10) 5.5 21 (10) 5.3 5 (3) 4.2 0 (0) 4 (2)

49 181 (82) 3.7 141 (74) 2.9 53 (29) 2.7 0 (0) 50 (28)

一般 9 20 (20) 2.2 20 (20) 2.2 10 (10) 2.0 10 (10)

専門 1 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0)

前期 17 91 (28) 5.4 87 (28) 5.1 20 (7) 4.4 17 (6)

後期 3 120 (21) 40.0 63 (10) 21.0 5 (0) 12.6 5 (0)

若干名 0 - 0 - 0 - 0

3 2 (0) 0.7 2 (0) 0.7 2 (0) 1.0 0 (0) 1 (0)

33 234 (69) 7.1 173 (58) 5.2 38 (17) 4.6 0 (0) 34 (16)

一般 51 94 (94) 1.8 94 (94) 1.8 52 (52) 1.8 52 (52)

専門 1 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0) 1.0 1 (0)

3 5 (0) 1.7 5 (0) 1.7 4 (0) 1.3 4 (0)

前期 143 547 (115) 3.8 480 (110) 3.4 213 (41) 2.3 169 (39)

後期 17 239 (64) 14.1 151 (45) 8.9 30 (5) 5.0 13 (4)

若干人 2 - 2 - 0 - 0

16 33 (15) 2.1 32 (15) 2.0 13 (5) 2.5 0 (0) 10 (4)

231 921 (288) 4.0 765 (264) 3.3 313 (103) 2.4 0 (0) 249 (99)

10 13 (7) 1.3 13 (7) 1.3 12 (7) 1.1 12 (7)

18 11 (9) 0.6 10 (8) 0.6 10 (8) 1.0 10 (8)

6 11 (5) 1.8 11 (5) 1.8 10 (5) 1.1 10 (5)

34 35 (21) 1.0 34 (20) 1.0 32 (20) 1.1 32 (20)

生
活
科
学
部

学科計

学科計

小計

合計

私費外国人
留学生

私費外国人
留学生

社
会
福
祉
学
部

社会福祉学科

3年次編入

文
化
学
部

文化学科

個別

総合計

私費外国人
留学生

ＡＯ

看
護
学
部

私費外国人
留学生

推薦

個別

私費外国人
留学生

個別

看護学科

募集
人員
ａ

生活デザイン
学科

学科計

3年次編入

(0)

健康栄養学科

合格倍率
ｃ/ｄ

志願者数
ｂ

受験者数
ｃ

合格者数
ｄ志願倍率

ｂ/ａ
受験倍率
ｃ/ａ

学部･学科名 区　分

0

3年次編入

私費外国人
留学生

3年次編入

合計

3年次編入

合計

合計

推薦

個別

研究科計

(単位：人）

0 (0)

追加
合格者数

0

0 (0)

入学者数

(0)

【平成２０年度】

看護学研究科

人間生活学研究科

健康生活科学研究科

ＡＯ

ＡＯ

環境理学科

3年次編入

学部計

3年次編入計
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５－２－２出身地別入学状況

（２）出身地別入学状況（平成20年度）
【 学 部 】

○一　般 （単位：人）

学部

学科 生 活
デザイン

健康
栄養

環境理 小計

区分 前期 前期 前期 前期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 計
北海道 1 1 1 2 0 2
青森 0 0 0 0
岩手 0 1 0 1 1
宮城 0 0 0 0
秋田 0 0 0 0
山形 0 1 0 1 1
福島 0 0 0 0
茨城 0 1 1 0 1
栃木 0 0 0 0
群馬 0 0 0 0
埼玉 0 0 0 0
千葉 0 0 0 0
東京 0 0 0 0
神奈川 0 0 0 0
新潟 0 0 0 0
富山 0 0 0 0
石川 0 0 0 0
福井 0 0 0 0
山梨 0 1 1 0 1
長野 0 1 1 0 1
岐阜 0 1 1 1 1 2
静岡 0 0 0 0
愛知 1 3 4 1 5 0 5
三重 0 0 0 0
滋賀 0 1 1 0 1
京都 0 1 1 1 1 2
大阪 1 1 1 2 0 2
兵庫 1 2 3 7 3 13 0 13
奈良 0 0 0 0
和歌山 1 1 1 2 0 2
鳥取 1 1 2 2 1 5 0 5
島根 1 1 2 2 4 0 4
岡山 2 2 4 3 3 1 10 1 11
広島 3 2 5 4 2 1 12 0 12
山口 2 2 1 1 3 1 4
徳島 3 3 5 1 2 11 0 11
香川 4 1 3 8 5 1 2 16 0 16
愛媛 2 2 4 8 6 5 1 2 21 1 22
高知 2 3 5 14 3 14 1 6 39 4 43
福岡 2 2 2 6 6 0 6
佐賀 0 1 1 0 1
長崎 1 1 2 1 1 4 0 4
熊本 0 1 1 1 1 2
大分 0 1 1 0 1
宮崎 1 1 1 1 1 2
鹿児島 2 2 1 3 0 3
沖縄 0 1 1 0 1
合計 20 17 23 60 61 4 31 4 17 5 169 13 182

社会福祉学部

社会福祉
合　　　計

生活科学部 文化学部

文　化

看護学部

看　護
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５－２－２出身地別入学状況

○推　薦 （単位：人）

学部

学科 生 活
デザイン

健康
栄養

環境理 小計

高知 4 4 3 11
愛媛 - - - -
合計 4 4 3 11

○ＡＯ入試 （単位：人）

学部

学科 生 活
デザイン

健康
栄養

環境理 小計

兵庫 - - 1 1
徳島 - - 2 2
福岡 - - 1 1
合計 - - 4 4

○３年次編入 （単位：人）

学部

学科 生 活
デザイン

健康
栄養

環境理 小計

福島 1 1
愛知 1 1
兵庫

鳥取 0 0
高知

鹿児島

合計 2 0 0 2

【 大学院 】 （単位：人）

研究科

東京

岐阜

兵庫

大阪

福岡

広島

香川

愛媛

高知

大分

宮崎

合計

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部

合　　　計
文　化 看　護 社会福祉

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部

合　　　計
文　化 看　護 社会福祉

20 11 10 52

2

3
1

4

1
1

1
1

1

4

10
2

1

1
1

看　 護　 学
研　 究　 科

人間生活学
研　 究　 科

1

1
1

7
2

12

1

10

1

1

5

1
1

2

4
3

1
1

1

1
1

1

10 32
1

16

1
5

2

20 11 11 53
- - 1 1

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部

- 1

合　　　計
文　化 看　護 社会福祉

1

- -

1

健康生活科学
研　究　科

合　　計

2

- - - 2
- - - 1
- - - 4
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５－３学生数３．学生数（平成20年4月1日現在）

県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計

生活科学部 生活デザイン学科 6 18 24 5 17 22 6 15 21 6 22 28 23 72 95

編入生 0 2 2 0 1 1 0 3 3

健康栄養学科 7 14 21 4 16 20 5 16 21 8 14 22 24 60 84

環境理学科 3 27 30 4 17 21 7 9 16 5 19 24 19 72 91

小　計 16 59 75 13 50 63 18 42 60 19 56 75 66 207 273

文化学部 文化学科 37 48 85 34 59 93 25 58 83 33 60 93 129 225 354

編入生 2 1 3 0 0 0 2 1 3

小　計 37 48 85 34 59 93 27 59 86 33 60 93 131 226 357

看護学部 看護学科 26 20 46 23 21 44 23 20 43 18 29 47 90 90 180

編入生 0 0 2 2 4 1 3 4 3 5 8

小　計 26 20 46 23 21 44 25 22 47 19 32 51 93 95 188

社会福祉学部 社会福祉学科 16 17 33 15 19 34 19 14 33 15 18 33 65 68 133

編入生 0 1 1 2 2 4 2 3 5

私費留学生 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1

小　計 16 17 33 15 19 34 19 15 34 17 21 38 67 72 139

学部生計 学部計 95 144 239 85 149 234 85 132 217 85 162 247 350 587 937

編入生 4 6 10 3 6 9 7 12 19

私費留学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1

合　計 95 144 239 85 149 234 89 138 227 88 169 257 357 600 957

大学院 看護学研究科（修士） 7 5 12 10 10 20 17 15 32

人間生活学研究科（修士） 5 5 10 12 9 21 17 14 31

健康生活科学研究科（博士後期） 4 6 10 4 2 6 5 19 24 13 27 40

大学院生計 大学院合計 16 16 32 26 21 47 5 19 24 0 0 0 47 56 103

111 160 271 111 170 281 94 157 251 88 169 257 404 656 1060

３回生 ４回生 合計

合計

学部・学科
１回生 ２回生
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５－４休学・退学・長期履修・単位互換

４　休学・退学・長期履修者及び単位互換の状況

　（１）年次別休学者数 （単位：人）

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

生活デザイン学科 3 3 1 1 4 3

健康栄養学科 1 1 2 3 2 1

環境理学科 1 1 0 2 4 1

小　　計 5 5 3 6 10 5

 文化学部 文化学科
(英文・国文学科含む）

14 18 13 17 17 9

 看護学部 看護学科 4 3 3 1 3 3

 社会福祉学部 社会福祉学科 4 5 3 2 0 0

27 31 22 26 30 17

看護学研究科 2 2 2 2 4 2

人間生活学研究科 11 14 8 0 5 10

健康生活学研究科 6 6 7 0 7 8

19 22 17 2 16 20

46 53 39 28 46 37

　（２）年次別退学者数 （単位：人）

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

生活デザイン学科 2 2 1 1 1 2

健康栄養学科 0 2 1 1 1 0

環境理学科 1 3 1 0 3 3

小　　計 3 7 3 2 5 5

 文化学部 文化学科
(英文・国文学科含む）

5 8 7 10 12 7

 看護学部 看護学科 1 2 1 0 1 3

 社会福祉学部社会福祉学科 1 1 0 0 0 0

10 18 11 12 18 15

看護学研究科 0 1 1 0 1 1

人間生活学研究科 3 2 1 0 2 1

健康生活学研究科 4 1 1 0 2 1

7 4 3 0 5 3

17 22 14 12 23 18

大　学　院　合　計

 生活科学部

合　　　　　　　計

 大 学 院

大　学　院　合　計

学　　部　　合　　計

 大 学 院

区　　　　　　　分

区　　　　　　　分

 生活科学部

合　　　　　　　計

学　　部　　合　　計
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５－４休学・退学・長期履修・単位互換

　（３）長期履修者数（平成21年３月31日現在） （単位：人）

５年 ６年 ７年 ８年 計

生活デザイン学科 1 1 0 0 2

健康栄養学科 1 0 0 0 1

環境理学科 0 0 1 0 1

小　　計 2 1 1 0 4

 文化学部 文化学科 3 2 0 0 5

 看護学部 看護学科 1 0 0 0 1

 社会福祉学部社会福祉学科 0 0 0 0 0

6 3 1 0 10

（単位：人）

３年 ４年 ５年 ６年 計

看護学研究科 0 0 0 0 0

人間生活学研究科 2 1 0 0 3

健康生活学研究科 0 0 0 0 0

2 1 0 0 3

　（４）単位互換の状況（平成20年度） （単位：人）

人数 科目数(延べ) 人数 科目数(延べ)

3 3 1 1

2 2 22 30

0 0 0 0

5 5 23 31

 生活科学部

派    遣 受    入

合　　　　　　計

大　　学　　名

　高知大学

　高知短期大学

　高知学園短期大学

 大学院

大　学　院　合　計

区　　　　　　　分

区　　　　　　　分

学　　部　　合　　計
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５－５課外活動

　５　課外活動

（単位：人）

部員数 部員数

19 5

19 14

12 2

12 4

4 5

5 21

12 20

15 5

21 26

6 24

9 2

21 18

7 10

24 11

3 13

9 9

31 7

6 2

19

54

9

10

11

64

18

10

27

21

6

4

20

　マングローブ 7

32 団体 515 18 団体 198

50 団体 713 人

　ESCORTERS

　マンドリンクラブ 　高知女子大剣道部

　新世紀寺子屋物語

　裏千家茶道部

文科系　　（平成20年10月14日現在） 体育系　　（平成20年10月14日現在）

団　　体　　名 団　　体　　名

　小原流華道部

　演劇研究会Ｔ・Ｈ

　比較日本文化研究会

　高知女子大学漫画研究会

　生活デザイン創作研究会

　生協学生委員会

　手話サークル

　映画研究会

　筝曲部

　わんボラ

　演劇部

　写真部

　かんきもん

　きもの文化サークル

　インターンシップ研究会

　学園祭実行委員会

　高知女子大学アートマネジメント研究会

　地域文化研究会

　高知女子大学女子部

　こじゃんとよっちょれ祭実行委員会

　女子大サークル　いけどべ！

　JO部クラブ

　ハモ☆イケ

　国際交流クラブ

　軽音楽部

　高知女子大学合唱部

　高知女子大学援農隊

　バレーボール部

　陸上競技部

　水泳部

　卓球部

　スポーツ友の会

　バレーボールサークル

　ワンダーフォーゲル部

　グローカルクラブ
　（日韓学生よさこいチームJaparean）

　太鼓部

　ビーチバレー部

　バドミントン部

　女子ＦＣ大ソフィア

　ソフトボール部

　合氣道部

　バスケットボール部

　硬式テニス部

　弓道部

- 59 -



５－６保健管理状況

６　保健管理状況（平成20年度）

【保健室利用状況】 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

内　科 21 30 28 44 5 4 26 13 9 19 10 5 214

外　科 11 11 10 15 0 0 6 6 1 3 3 0 66

婦人科 3 9 6 8 0 3 5 3 4 9 4 0 54

その他 49 83 46 22 4 5 11 23 17 12 14 0 286

合 計 件 数 84 133 90 89 9 12 48 45 31 43 31 5 620

合計人数(人) 61 92 89 80 9 12 46 41 27 42 28 5 532

内　科 10 16 8 10 2 6 16 11 6 5 16 2 108

外　科 4 4 1 3 2 0 8 3 0 3 10 1 39

婦人科 9 26 4 12 1 1 9 1 0 7 3 1 74

その他 55 43 43 34 34 47 95 43 46 35 52 33 560

合 計 件 数 78 89 56 59 39 54 128 58 52 50 81 37 781

合計人数(人) 66 80 48 50 37 46 114 57 51 43 73 33 698

162 222 146 148 48 66 176 103 83 93 112 42 1,401

127 172 137 130 46 58 160 98 78 85 101 38 1,230

【精神科医師によるメンタルヘルス相談】 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

0 2 3 1 2 2 1 2 1 0 14

1 2 1 4 1 4 5 3 3 3 2 29

1 4 4 5 0 3 6 6 5 4 3 2 43

【カウンセラーによるメンタルヘルス相談】 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

10 9 10 8 3 4 8 9 6 4 6 5 82

1 2 1 3 2 2 4 0 2 1 2 0 20

11 11 11 11 5 6 12 9 8 5 8 5 102

【医師による婦人科相談】 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

5 4 9

4 4 1 2 11

4 5 4 5 2 20

 内容

合 計 件 数

合計人数(人)

永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

池
キ
ャ
ン
パ
ス

永国寺キャンパス

池キャンパス

合 計 件 数

永国寺キャンパス

池キャンパス

合 計 件 数

永国寺キャンパス

池キャンパス

合 計 件 数
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５－７授業料納入・授業料免除

県内生 県外生

14,100 28,200 1単位 14,800

42,300 84,600 月　額 29,700

半額免除 全額免除 合計 半額免除 全額免除 合計 半額免除 全額免除 合計

免除者（人） 14 7 21 － － － 14 7 21

免除額（円） 1,875,300 1,875,300 3,750,600 － － － 1,875,300 1,875,300 3,750,600

免除者（人） 23 8 31 － 1 1 23 9 32

免除額（円） 3,080,850 2,143,200 5,224,050 － 267,900 267,900 3,080,850 2,411,100 5,491,950

免除者（人） 37 15 52 － 1 1 37 16 53

免除額（円） 4,956,150 4,018,500 8,974,650 － 267,900 267,900 4,956,150 4,286,400 9,242,550

免除者（人） 23 26 49 1 1 2 24 27 51

免除額（円） 3,080,850 6,965,400 10,046,250 133,950 178,600 312,550 3,214,800 7,144,000 10,358,800

免除者（人） 19 28 47 1 2 3 20 30 50

免除額（円） 2,545,050 7,501,200 10,046,250 133,950 446,500 580,450 2,679,000 7,947,700 10,626,700

免除者（人） 42 54 96 2 3 5 44 57 101

免除額（円） 5,625,900 14,466,600 20,092,500 267,900 625,100 893,000 5,893,800 15,091,700 20,985,500

免除者（人） 2 36 38 － 3 3 2 39 41

免除額（円） 267,900 9,644,400 9,912,300 － 625,100 625,100 267,900 10,269,500 10,537,400

免除者（人） － 37 37 1 3 4 1 40 41

免除額（円） － 9,912,300 9,912,300 89,300 714,400 803,700 89,300 10,626,700 10,716,000

免除者（人） 2 73 75 1 6 7 3 79 82

免除額（円） 267,900 19,556,700 19,824,600 89,300 1,339,500 1,428,800 357,200 20,896,200 21,253,400

免除者（人） - 37 37 - 1 1 - 38 38

免除額（円） - 9,912,300 9,912,300 - 178,600 178,600 - 10,090,900 10,090,900

免除者（人） - 38 38 - 2 2 - 40 40

免除額（円） - 10,180,200 10,180,200 - 446,500 446,500 - 10,626,700 10,626,700

免除者（人） - 75 75 - 3 3 - 78 78

免除額（円） - 20,092,500 20,092,500 - 625,100 625,100 - 20,717,600 20,717,600

平
成
20
年
度

前
期

後
期

合
計

前
期

後
期

合
計

平
成
17
年
度

７　授業料等の納入状況

 （１）入学科、授業料（平成20年度)

入学手数料の額
入学料の額

区　　　分

4,900

4,900

科目等履修生

研　　究　　生

141,000 282,000 年　額 535,800学 　生

17,000

(編入の場合は30,000）

30,000

学　 部

大学院

合　　　　　計学　　　　　部 大　 学　 院

 （２）授業料免除状況

区　　　分

（単位：円）

平
成
19
年
度

前
期

後
期

合
計

平
成
18
年
度

前
期

後
期

合
計

授業料の額
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５－８日本学生支援機構奨学金

８　日本学生支援機構奨学金受給状況(平成21年３月１日現在)

【学　部】 （単位：人）

生活ﾃﾞｻﾞｲ
ﾝ学科

健康栄養
学科

環境理学
科

1種 16 16 16 79 48 36 211

2種 43 26 31 116 62 31 309

合計 59 42 47 195 110 67 520

併用 2 5 5 18 16 6 52

学生数 98 84 90 354 187 139 952

貸与率
（％）

58.2 44.0 46.7 50.0 50.3 43.9 49.2

他奨学金 2 0 1 5 3 4 15

1種 6 3 5 21 9 6 50

2種 7 7 10 23 14 10 71

合計 13 10 15 44 23 16 121

併用 1 1 2 4 2 2 12

他奨学金 1 0 0 1 0 0 2

1種 4 2 6 26 14 10 62

2種 11 7 9 36 11 6 80

合計 15 9 15 62 25 16 142

併用 0 0 1 6 3 1 11

他奨学金 0 0 1 3 1 2 7

1種 1 7 1 21 17 11 58

2種 9 6 7 27 19 9 77

合計 10 13 8 48 36 20 135

併用 0 3 1 4 7 3 18

他奨学金 1 0 0 0 1 1 3

1種 5 4 4 11 8 9 41

2種 16 6 5 30 18 6 81

合計 21 10 9 41 26 15 122

併用 1 1 1 4 4 0 11

他奨学金 0 0 0 1 1 1 3

※　貸与率（%）＝〔（合計-併用）〕/学生数*100　　　※※　他奨学金：日本学生支援機構以外

２回生

３回生

４回生

区　　　　分

全学年

１回生

合計
生活科学部

文化学部 看護学部
社会福祉
学部
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５－８日本学生支援機構奨学金

【大学院】 （単位：人）

合計

1種 19

2種 5

合計 24

併用 2

学生数 97

貸与率
（％）

22.7

他奨学金 1

区　　　　分

全学年 2

30

40.0

0

10

4

14

看護学研究科 人間生活学研究科

37

10.8

5

1

6

0

4

0

4

0

0

30

20.0

1

健康生活学研究科
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５－９－１卒業(修了)者数

９　卒業（修了）者状況

　（１）年次別卒業（修了）者数
（単位：人)

Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ H２０

家政学科 21 17 26 24 - - - - - - - -

食物栄養学科 32 23 19 21 1 - - - - - - -

生活理学科 25 19 19 18 1 1 - - - - - -

看護学科 20 27 27 25 - - - - - - - -

小　　計 98 86 91 88 2 1 - - - - - -

国文学科 48 38 43 43 4 - 1 - - - - -

英文学科 35 29 55 36 4 1 - - - - -

小　　計 83 67 98 79 8 1 1 - - - - -

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 - - - - 23 25 24 22 22 24 21 25

健康栄養学科 - - - - 23 26 25 22 21 22 24 21

環境理学科 - - - - 20 20 19 24 22 35 17 21

小　　計 - - - - 66 71 68 68 65 81 62 67

文化学部 文化学科 - - - - 80 75 74 89 78 74 79 79

看護学部 看護学科 - - - - 45 46 50 45 41 48 45 47

社会福祉学部 社会福祉学科 - - - - 37 34 35 34 43 31 45 38

181 153 189 167 238 228 228 236 227 234 231 231

- - 11 10 8 11 11 10 13 12 10 15

- - - - - 18 12 9 13 15 9 7

- - - - - - 2 7 9 3 3 7

- - 11 10 8 29 25 26 35 30 22 29

181 153 200 177 246 257 253 262 262 264 253 260合　　　　　　　計

健康生活科学研究科

大　学　院　計

人間生活学研究科

　   　                  　    年         度
  区       　 分

学

部

看 護 学 研 究 科

大
学
院

学　　部　　計

家政学部

文学部

生活科学部
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５－９－２卒業者就職状況

(２）平成20年度卒業者就職状況

　【学科別産業別就職状況】（平成21年６月30日現在）
（単位：人）

文化学部 看護学部 社会福祉学部

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ 健康栄養 環境理学 計 文化 看護 社会福祉
25 21 21 67 78 47 38 230
2 1 4 7 1 7 1 16
23 19 16 58 73 40 34 205
21 19 16 56 69 40 34 199
91.3 100.0 100.0 96.6 94.5 100.0 100.0 97.1

(0) (0)
0 0
(0) (0)

3 3 3
(3) (1) (4) (1) (5)
4 2 6 8 14

(0) (0)
0 0

(1) (1) (1) (2)
2 6 8 2 1 11

(0) (0)
1 1 1 2

(1) (1) (2) (7) (1) (10)
5 2 1 8 17 1 26

(0) (7) (7)
3 3 15 18

(0) (0)
2 2 2

1 1 1
(1) (1) (2) (3)
1 2 3 5 8
(1) (1) (1)
1 1 3 4

(3) (3) (1) (12) (2) (18)
5 5 1 39 3 48

(0) (13) (13)
1 1 1 27 29

(1) (1) (1) (3) (2) (1) (6)
1 4 1 6 5 1 12
(1) (1) (1) (2)
1 1 1 2

(0) (2) (2)
1 1 6 7

(0) (0)
2 2 4 6

(1) (1) (2) (3)
1 1 2 4 2 6

(0) (0)
0 0

(5) (9) (3) (17) (23) (13) (19) (72)
21 19 16 56 69 40 34 199

※（ ）内は高知県内就職者数

学術研究、専門・技術サービス業

生活関連サービス業・娯楽業

上記以外

合　　　　　計

教　　　　育
学校教育

学習支援

複合サービス事業

運輸業・郵便業

卸売業・小売業

金融業・保険業

公務

サービス業（他に分類されないもの）

不動産業・物品賃貸業

飲食サービス業・宿泊業

医療・福祉
医療・保健

福祉・介護

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

情報通信業

農林水産業・鉱業

進学決定者数
就職希望者数（A）
就職決定者数（B）
就職決定率(B/A：％）

区　　　　　分
生活科学部

合計

卒業者数
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６総合情報センター

　 １　図書等受入状況（平成20年度）

（単位：冊）

永　国　寺 池 合　　　計

蔵書数
（Ｈ20年4/1現在）

138,812 62,877 201,689

平成20年度
受入数

1,598 1,508 3,106

蔵書数
（Ｈ21年4/1現在）

140,410 64,385 204,795

蔵書数
（Ｈ20年4/1現在）

24,331 10,206 34,537

平成20年度
受入数

66 450 516

蔵書数
（Ｈ21年4/1現在）

24,397 10,656 35,053

蔵書数
（Ｈ20年4/1現在）

163,143 73,083 236,226

平成20年度
受入数

1,664 1,958 3,622

蔵書数
（Ｈ2１年4/1現在）

164,807 75,041 239,848

（単位：タイトル）

永　国　寺 池 合　　　計

蔵書数
（Ｈ21年4/1現在）

1,263 1,356 2,619

平成20年度
受入数

357 230 587

平成20年度
受入開始数

0 4 4

蔵書数
（Ｈ21年4/1現在）

237 176 413

平成20年度
受入数

46 74 120

平成20年度
受入開始数

0 0 0

蔵書数
（Ｈ21年4/1現在）

1,500 1,532 3,032

平成20年度
受入数

403 304 707

平成20年度
受入開始数

0 4 4

雑　　　　誌

和　雑　誌

  ６　総合情報センター

洋　雑　誌

合　　　計

図　　　　書

和　漢　書

洋　　　書

合　　　計

- 66 -



６総合情報センター

　 ２　図書館利用状況(平成２０年度) （単位：人）

永　国　寺 池 合　　　計  

入館者数 35,097 55,135 90,232

貸出人数 3,156 5,610 8,766

貸出冊数(冊) 10,528 14,268 24,796

　

　 ３　学内ＬＡＮの状況(平成２０年度)

　　　(１)　サーバ、ネットワークシステムの概要

　○　サーバ

　　　　ｗｗｗ、ｓｍｔｐ、DNS、ｐｒｏｘｙ 等で、ＦｉｒｅWａｌｌ と ｖｉｒｕｓ ｃｈｅｃｋｅｒ を入れている。

　○　ネットワークシステム

　　  　永国寺キャンパスがメインネットワークで、インターネットに繋がっており、池キャンパスは

　　 サブネットワークで、1.5ＭＢでメインネットワークと接続されている。

　　　(２)　登録ＩＤ総数及び教職員、学生、大学院生ごとの内訳

　○　UNIXワークステーション登録

　　　　教職員　302名（教員235名、事務職員56名、その他11名）

　　　　学　 生　492名（学部371名、大学院121名）

　○　ＷｉｎｄｏｗｓＮＴシステム登録

　　  　教職員　51名、学生　1,050名

　○　接続端末の総数

　　　　総数　　約８90台

　　　　　 永国寺キャンパス　約650台

　　　　　 池キャンパス　　　　約240台
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７国際交流

　７　国際交流

　１　米国　マサチューセッツ州エルムズ大学との交流

●平成10年10月 国際交流協定締結

●交流状況

・短期学生研修生の派遣や受入れ

・３ヶ月の短期留学生の派遣や受入れ

●平成20年度実績（平成21年３月31日現在）

（単位：人）

派遣 受入 派遣 受入

8 0 1 1

　２　米国　オレゴン州オレゴン・ヘルスサイエンス大学看護学部との交流

●平成１２年１月 大学院看護学研究科との間で国際交流協定締結

　３　中国　華中師範大学との交流

●平成１３年２月 国際交流協定締結

　４　モンゴル　国立科学技術大学他との交流

●平成19年10月 国際交流協定締結

●交流状況

・２ヶ月以内の短期留学生の派遣や受入れ

●平成20年度実績（平成21年３月31日現在）

（単位：人）

派遣

0

受入

7

学期（３ヶ月以上１年未満）短期（２週間）
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７国際交流

　５　中国　北京聯合大学旅游学院との交流

●平成18年10月 国際交流協定締結

●平成20年度実績（平成21年３月31日現在）

（単位：人）

派遣

2

　６　台湾　文藻外語学院との交流

●平成19年１月 国際交流協定締結

●平成20年度実績（平成21年３月31日現在）

（単位：人）

派遣

1 2

受入

2

受入
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８－１公開講座

内　　　　　　容 回数 実施時期
参加数
（人）

対象者

「食と健康シリーズ」
味覚の不思議レモンが甘い！
糖尿病ってどんな病気？

1 3/26 16 高校生

本学オープンキャンパス高校生および一般対象講座
「生活デザイン・住まい・ファッションについて考えよ
う！」

1 8/1 30
高校生及び
一般

高校生のための文化学講座 1 6/21 40 高校生

高校生のための文化学講座 1 8/1 49 高校生

高校生のための文化学講座 1 12/20 32 高校生

まちかど文化談義：「うの花のにおう垣根に…」
－唱歌から読み取る季節感－

1 5/16 19

まちかど文化談義：「土佐鶴」は無かった －
『土左日記』の虚構性－

1 5/22 18

まちかど文化談義：土佐ことばと文化環境 1 5/30 16

まちかど文化談義：呪い・たたり・怪異 ～民俗
学者と闇の世界について語りあいましょう

1 6/5 20

まちかど文化談義：アメリカで見た選挙 1 6/13 16

まちかど文化談義：古写真に触れる　－19世紀アメリカ
を中心に－

1 6/18 14

まちかど文化談義：これは英語でどう呼ぶの　－モノで
始める英語学

1 6/27 19

まちかど文化談義：教育を語ろう！　～頑なな教育よさ
ようなら～

1 7/3 11

まちかど文化談義：英米詩を通して異文化に触れてみ
ませんか

1 7/11 18

まちかど文化談義：北京オリンピックの楽しみ方 1 7/17 16

まちかど文化談義：Ancient Places in Britain　-
exploring archaeology, history and mythology

1 10/3 16

まちかど文化談義：体罰について考える 1 10/9 9

まちかど文化談義：言葉の面白さ 1 10/17 16

まちかど文化談義：若者の進路支援を考える 1 10/23 4

まちかど文化談義：職業としての哲学　―哲学を・で生
きるとは？

1 10/31 17

まちかど文化談義：『陛下、ベルギー人なんぞ、いな
い』：複雑な小国ベルギーの言葉、政治、文化について

1 11/6 19

まちかど文化談義：光源氏の人物像：源氏物語一千年
記念

1 11/13 28

まちかど文化談義：芸術都市パリを歩く　―文化政策研
究の視点から―

1 11/14 18

まちかど文化談義：悪所の恋 1 11/20 19

まちかど文化談義：似ているようでこんなに違う！？
－日本と中国、ことばの世界－

1 11/28 18

まちかど文化談義：『土左日記』「女もしてみむとてする
なり」の「女」の意味

1 12/4 30

　１　公開講座等実施状況（平成20年度）

　　〇公開講座

 ８　開かれた大学

区　　　　　　分

文　　化　　学　　部

生 　活　 科　 学　 部

一般
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８－１公開講座

内　　　　　　容 回数 実施時期
参加数
（人）

対象者

県民の皆様へのオープンキャンパス in 池
『看護・福祉に関する相談会』 1 8/2 3 県民

夏の公開講座
『フィジカルアセスメント～心不全徴候のアセスメント～』

1 8/26 49 看護職者

秋の公開講座
『慢性疾患のセルフマネジメント』

1 10/11 79
看護職者、
看護学生

家族支援専門看護師誕生記念講演
『家族との信頼関係を築くコツと技』

1 11/29 45 看護職者

最新実践看護講座Ⅰ：「災害看護」の実践から 1 6/22 116
看護職者、
看護学生

最新実践看護講座Ⅰ：「排泄ケア」の実践から 1 7/6 67
看護職者、
看護学生

最新実践看護講座Ⅱ：「高次脳機能障害」の実践から 1 6/25 96
看護職者、
看護学生

最新実践看護講座Ⅱ：「がん看護」の実践から 1 7/9 80
看護職者、
看護学生

高校生のための公開講座2008 2 8/2～8/3 35 高校生

36 1098

内　　　　　　容 回数 実施時期
参加数
（人）

対象者

授業に活かしたい！！比喩表現の魅力 1 7/22 15

情報機器を利用した英語教材作成 1 7/26～7/27 10

国語教育における文学教材の取り扱いをめぐって 1 7/29 27

Cross-Cultural Communication 1 8/4 14

A workshop course about using 'Moodle' ‒a course
management system" ‒ Taught in English

1 8/5～8/6 5

小学校における英語教育に関する講座 1 8/7～8/8 33

コンテントマネジメントシステム(CMS)の導入と教育への
応用

1 8/13～8/14 1

『小児看護のトピックス』①児童虐待、②こんにちは赤
ちゃん事業、③小児のメタボリックシンドローム

1 7/5 9
看護職者
（卒業生）

『心豊かに支えある暮らしを実現するために』
『今、何が大事、保健師はみんな悩んでいる？』

1 8/30 35 保健師

『がん看護専門看護師の調整を必要とする困難事例へ
の看護実践』

1 9/26 12

『がん看護専門看護師の活動の実際と展望～緩和ケア
における6つの役割機能の実践＆高度な看護実践とし
ての代替補完療法～』

1 10/23 17

『リンパ浮腫』 1 11/28 13

『放射線療法における高度な看護実践』 1 1/23 11

『家族支援専門看護師までのプロセスと今後の展望』 1 11/30 17 看護職者

『切迫早産妊婦の入院中の看護』 1 2/7 20
助産師、
看護師

社　会　福　祉　学　部

看　　 護　　 学　 　部

区　　　　　　分

合　　　　　計

文　　 化　　 学　　 部

○リカレント講座

区　　　　　　分

看　　護　　学　　部 看護職者
（修士課程
修了生）

教員
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８－１公開講座

内　　　　　　容 回数 実施時期
参加数
（人）

対象者

社会保障制度の改革の動向と構造 1 10/13 37

視覚機能の基礎理論と実際 1 10/14 27

長期入院から地域での生活 1 10/28 37

高知県における地域福祉(活動)計画と住民主体の地域
づくり

1 11/4 45

認知症ケアで大切なこと～高齢者からいただいた心 1 11/10 50

特別講演：”人間と生活”を介護の視点でみつめる 1 11/24 160

21 595

○その他

内　　　　　　容 回数 実施時期
参加数
（人）

対象者

＜看護相談室事業＞

ケア検討会・交流会
９領域
　　家族看護学・精神看護学・がん看護学
　　小児看護学・母性・助産看護学・地域看護学
　　老人看護学・看護管理学・慢性期看護学

31 通年 618
保健医療関
係者等

県民開放授業

　　 　　　前期　　[募集科目]　 21科目

　　　後期　　[募集科目]　 22科目

文　　 化　　 学　　 部

社会福祉学部

[受講者数]　84人　　（21科目）

[受講者数]　77人　　（22科目）

区　　　　　　分

看　　 護　　 学　　 部

区　　　　　　分

合　　　　計

保健・医療・
福祉関係従
事者
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８－２－１学会の理事・幹事

２　学会役員等の状況（平成20年度）

（１）　全国・国際学会の理事・幹事
学　部 職　名 氏　名 学　　会　　名 理事・幹事の別

日本農村医学会 理事

国際農村医学会 理事

日本医学会 評議員

日本寄生虫学会 評議員

日本医学看護教育学会 顧問

Journal  of Epidemiology and
Community Health

UK　レフリー

教　授 井本　正人 日本流通学会 理事

日本繊維製品消費科学会 評議員

繊維学会 西部支部幹事

日本家政学会 代議員

日本衣服学会 幹事

日本微量栄養素研究会 理事・評議員

日本健康・栄養システム学会 評議員

日本栄養改善学会 評議員

日本医学看護学教育学学会 評議員

教　授 佐藤　　厚 日本栄養・食糧学会 本部評議員

教　授 野並　芳樹 日本臨床外科医学会 評議員

教　授 渡邊　浩幸 日本栄養・食糧学会 参与

准教授 佐藤　之紀 日本調理科学会 中国・四国支部役員

教　授 一色　健司 コンピュータ利用教育協議会 理事・運営委員（H20/8まで）

日本測地学会 評議員

Sub-Commission 4.4: Applications of
Satellite & Airborne Imaging Systems
Commission 4 - Positioning &
Applications
International Association of Geodesy
(国際測地学協会)

Secretary

染色体学会 理事

日本植物学会 評議員

教　授 村上　尚 日本肥満学会 評議員

日本衣服学会 幹事

日本家政学会 学部会幹事

学　長 山根　洋右

生
活
科
学
部

准教授 團野　哲也

教　授 川村　美笑子

教　授 荻沼　一男

教　授 大村　　誠

准教授 川口　順子
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８－２－１学会の理事・幹事

学　部 職　名 氏　名 学　　会　　名 理事・幹事の別

日本体育学会高知支部 理事

日本スポーツ産業学会スポーツ産業史専
門分科会

運営委員

中古文学会 年度委員

日本文学協会 年度委員

学術団体物語研究会 委員

教　授 齋藤　信也 日本緩和医療学会 評議員

日本看護科学学会 評議員

日本地域看護学会 評議員

日本家族看護学会 評議員

日本看護科学学会 評議員

日本災害看護学会 副理事長

日本家族看護学会 理事・評議員

日本看護科学学会 評議員

日本小児看護学会 評議員

日本小児保健学会 評議員

日本家族看護学会 副理事長・評議員

日本医学看護学教育学会 評議員

日本看護科学学会 理事

日本がん看護学会 理事・評議員

日本看護科学学会 評議員

日本緩和医療学会 評議員

日本慢性看護学会 評議員

日本看護科学学会 評議員

日本看護研究学会 評議員

日本災害看護学会 副理事長・評議員

日本看護科学学会 評議員

日本医療・病院管理学会 評議員

日本人間工学会 中国四国地区理事

准教授 竹崎　久美子 日本災害看護学会 評議員

日本心理学会 専門別代議員

中国四国心理学会 理事

准教授 長澤　紀美子 社会政策学会 春季大会企画委員

教　授 時長　美希

社
会
福
祉
学
部

教　授　 川﨑　 育郎

教　授 藤田　佐和

教　授 森下　利子

教　授 山田　　覚

看
護
学
部

教　授 野嶋　佐由美

教　授 長戸　和子

教　授 中野　綾美

文
化
学
部

教　授

教　授 清原　泰治

東原　伸明
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８－２－２審議会・委員会の委員等

(２)　教員が受託した審議会・委員会の委員等

学部 職　 名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

高知県国際交流協会理事 高知県国際交流協会

「高知県食の安全・安心推進審議会」委員（会長） 高知県知事

高知県人権尊重の社会づくり協議会委員 高知県知事

こうち男女共同参画会議委員（会長） 高知県知事

農林水産省農業資材審議会農薬分科会臨時委員 農林水産大臣

県立大学改革にかかる永国寺キャンパス検討委員会委員 高知県知事

高知市特別職報酬等審議会委員 高知市長

高知市男女共同参画推進委員会副委員長 高知市長

（財）こうち男女共同参画社会づくり財団評議員 理事長　速瀬　愛子

独立行政法人大学評価・学位授与機構大学機関別認証評価委員会専
門委員

独立行政法人大学評
価・学位授与機構長
木村　孟

教　授 宇野　浩三 高知市都市計画審議会委員 高知市長

教　授 松本　由香 土佐市エコバック推進協議会アドバイザー 土佐市長

高知県文化財保護審議会委員 高知県教育委員会

高知県文化財専門委員 高知県教育委員会

高知市文化財保護審議会委員 高知市教育委員会

高知県地域家庭教育推進協議会 高知県教育長

高知県研究等成果評価会委員 高知県知事

「高知県食の安全・安心推進審議会」委員 高知県知事

高知県農林業基本対策審議会 高知県知事

高知県地域教育再生プラン事業運営委員会 高知県知事

高知市消費者保護会議委員 高知市長

産業保健推進センター産業保健特別相談員
高知産業保健推進セン
ター長

教　授 佐藤　厚 高知県健康づくり推進協議会委員 高知県知事

講　師 松井　慶子 高知県栄養士会理事 高知県栄養士会長

高知県環境審議会委員・同総合部会長 高知県知事

高知県環境影響評価技術審査会委員 高知県知事

新宇治川放水路地下水監視委員会委員 いの町長

物部川流域学識経験者会議委員 高知県知事

高知県立大学永国寺キャンパス検討会委員 高知県知事

一色　健司

学　長 山根　洋右

教　授 川村　美笑子

教　授 井本　正人

准教授 三浦　要一

教　授

生
活
科
学
部
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８－２－２審議会・委員会の委員等

学部 職　 名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

第26回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS 2008：浜松）プロ
グラム小委員会 n) Earth Observation 委員（副委員長）

第26回　宇宙技術およ
び科学の国際シンポジ
ウム組織委員会　委員
長
河野通方

(財)資源・環境観測解析センターPALSAR データ利用委員会委員
財団法人　資源・環境観
測解析センター　理事長
石井賢吾

独立行政法人宇宙航空研究開発機構　SAR画像解析検討ワーキング
グループ委員

独立行政法人宇宙航空
研究開発機構宇宙利用
ミッション本部　本部長
堀川　康

第27回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS 2009：つくば）プ
ログラム小委員会n ) Earth Observation 委員（副委員長）

第27回　宇宙技術およ
び科学の国際シンポジ
ウム組織委員会　委員
長　小野田　淳次郎

高知県希少野生動植物保護検討委員 高知県知事

高知県植物誌編集委員会 高知県知事

高知市緑政審議会 高知市長

教　授 芋生　裕信 高知県こども読書活動推進実行委員会　読書楽力検定作成・実施部会 高知県教育長

高知弁護士会懲戒委員会委員 高知弁護士会会長

高知県公文書開示審査会委員（第１小委員会委員長） 高知県知事

高知市行政情報公開・個人情報公開審査会委員（会長） 高知市長

高知市議会情報公開・個人情報保護審査会委員（会長） 高知市議会議長

高知市放置自動車廃物判定委員会委員（委員長） 高知市長

高知県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会（会長）
高知県後期高齢者医療
広域連合長

高知県・高知市病院企業団公文書開示審査会委員（副会長）
高知県・高知市病院企
業団企業長

高知県・高知市病院企業団個人情報保護審査会委員（副会長）
高知県・高知市病院企
業団企業長

こうち人づくり広域連合情報公開・個人情報保護審査会委員
こうち人づくり広域連合
長

高知市史編さん委員会委員・専門部会審査委員 高知市長

ＮＰＯ法人高知こどもの図書館理事 NPO法人理事長

高知出版学術賞審査委員会審査委員 高知市長

高知県文化賞選考委員 高知県知事

高知県立文学館運営協議会 高知県立文学館館長

高知県立歴史民俗資料館運営協議会
高知県立歴史民俗資料
館館長

教　授 鈴木　哲也 高知労働局委託事業にかかる企画評価委員 高知労働局長

高知県芸術祭執行委員会委員 高知県知事

高知県立文化施設指定管理者審査委員会委員 高知県知事

高知県立美術館運営委員会委員 高知県知事

高知弁護士会懲戒委員会予備委員 高知弁護士会長

関西経済団体連合会（関経連）大阪シアターパーク・ワーキングチームリーダー 関経連会長

大村　誠

堀内　和美助　手

岩倉　秀樹

佐藤　恵理

教　授 松本　茂章

教　授 清原　泰治

教　授

准教授

教　授

生
活
科
学
部

文
化
学
部
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８－２－２審議会・委員会の委員等

学部 職　 名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

四万十・流域圏学会理事・代表幹事
四万十・流域圏学会会
長

四万十・活性化委員会副委員長
四万十・活性化委員会
委員長

焼畑による山おこしの会評議員
焼畑による山おこしの会
会長

スローフード高知委員 スローフード高知会長

「四万十かいどう」推進協議会副会長
「四万十かいどう」推進
協議会会長

准教授 高岡　弘幸 高知市史編さん委員会委員・民俗部会会長 高知市長

講　師 長妻　由里子 高知地方労働審議会委員 高知労働局長

高知がん診療連携協議会
高知大学医学部附属病
院院長　倉本　秋

高知大学医学部附属病院医療問題委員会委員
高知大学医学部附属病
院長

がん専門分野における質の高い看護師の育成研修事業検討会委員
（高知県）

高知県知事

教　授 谷脇　文子 平成19年度資格認定部会(認定専門看護師研修会)委員 (社)高知県看護協会長

高知県性教育推進検討委員会委員 高知県知事

高知市建築審査会委員 高知市長

専門看護師教育課程認定委員会（在宅看護)
日本看護系大学協議会
専門看護師教育課程認
定委員会長

芸西村地域包括支援センター運営協議会委員 芸西村長

高知市社会福祉審議会委員並びに児童福祉専門分科会委員 高知市長

平成19年度新人看護職員離職防止研修委員（(社)高知県看護協会） (社)高知県看護協会長

兵庫県立大学博士論文審査委員(副査) 兵庫県立大学長

認定看護師教育課程「新生児集中ケア」教員会委員（(社)広島県看護
協会）

(社)広島県看護協会長

日本看護系大学協議会専門看護師教育課程認定委員会小児看護専
門分科会委員

日本看護系大学協議会
長

高知医療センター地域医療支援病院運営委員会委員
高知県・高知市病院企
業団立高知医療セン
ター長

平成20年度日本看護系大学協議会役員(副会長)
日本看護系大学協議会
長

平成20年度高知県看護協会第ー監事 (社)高知県看護協会

日本看護系学会協議会理事 理事長　太田喜久子

高知保護司選考委員 法務大臣

高知県保健医療計画検討委員会（委員） 高知県知事

高知県医療審議会専門委員 高知県知事

高知医療センター治験審査委員会 高知医療センター長

高知県薬事審議委員会 高知県知事

平成19年度日本看護系大学協議会専門看護師教育課程認定委員会
委員

日本看護系大学協議会
長

平成19年度訪問看護ステーション運営委員会委員（(社)高知県看護協
会）

(社)高知県看護協会長

看
護
学
部

斎藤　信也

教　授 橋尾　直和

時長　美希

教　授

教　授 中野　綾美

野嶋　佐由美教　授

教　授

文
化
学
部
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８－２－２審議会・委員会の委員等

学部 職　 名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

日本看護系大学協議会高度実践看護師制度推進委員会協力員 日本看護系大学協議会

ＮＰＯ高知緩和ケア協会理事・評議員 NPO高知緩和ケア協会

専門分野（がん）における質の高い看護師の育成事業検討会委員（高
知県）

高知県知事

高知県准看護師試験委員 高知県知事

高知大学医学部附属病院医療問題委員会
高知大学医学部附属病
院院長　倉本　秋

平成20年度高知県公立学校教員採用候補者選考審査筆記審査問題
研究員

高知県教育長

准教授 川上　理子 平成19年度地域看護委員会委員（(社)高知県看護協会） (社)高知県看護協会長

准教授 益守　かづき 高知市子育て支援計画推進協議会委員 高知市長

いの町・日高村介護認定審査会委員（仁淀川広域市町村圏事務組合）
仁淀川広域市町村圏事
務組合長

高知県消防広域化推進検討委員会委員 高知県知事

高幡地域ケア整備構想検討会委員（高知県） 高知県知事

高知県介護実習・普及センター運営委員会委員
(財)高知県ふくし交流財
団理事

高知県高齢者保健福祉推進委員会委員 高知県知事

いの町地域包括支援センター運営協議会委員 いの町長

高知県地域ケア体制整備構想検討委員会 高知県知事

高知県障害者就学指導委員会委員 高知県教育長

高知県青少年問題協議会委員 高知県知事

(財)高知県福祉基金理事
(財)高知県福祉基金理
事

高知県児童虐待死亡事例検証委員会委員 高知県知事

高知県児童福祉審議会委員 高知県知事

高知県こどもの環境づくり推進委員会委員 高知県知事

高知市こどもと教育を考える会委員 高知市教育長

高知県における特別支援学校の再編に関する検討委員会委員 高知県教育長

高知市立保育所のあり方等に関する検討委員会委員 高知市長

教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検・評価委員　　 高知市教育委員会

香我美中学校生徒死亡事例検証委員会委員　 香南市教育委員会

精神保健福祉士の養成の在り方等に関する検討会ワーキングチームメ
ンバー

厚生労働省社会・援護
局障害保健福祉部長

精神保健福祉士試験委員（(財)社会福祉振興・試験センター）
(財)社会福祉振興・試験
センター理事長

高知県社会福祉審議会委員（委員長） 高知県知事

高知保護司選考会委員 法務大臣

高知市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会会長 高知市長

高知市国民健康保険運営協議会委員 高知市長

高知市福祉有償運送運営協議会委員 高知市長

教　授

教　授

看
護
学
部

社
会
福
祉
学
部

田中　きよむ

教　授

森下　利子

川﨑　育郎

准教授

住友　雄資

教　授

森下　安子

藤田　佐和教　授
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８－２－２審議会・委員会の委員等

学部 職　 名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

高知県社会教育委員 高知県教育長

福祉サービス第三者評価事業推進委員 高知県知事

運営適正化委員会委員
高知県社会福祉協議会
会長

高知県社会福祉協議会60年史作製委員会副委員長
高知県社会福祉協議会
会長

高知発の地域福祉実践研究会委員
高知県社会福祉協議会
会長

須崎市地域福祉計画策定委員会委員・作業部会アドバイザー 須崎市長

土佐清水市地域福祉活動計画アドバイザー
土佐清水市社会福祉協
議会会長

土佐町地域福祉活動計画アドバイザー 土佐町社会福祉協議会

佐川町地域福祉活動計画アドバイザー
佐川町社会福祉協議会
会長

高知県地域救済対策委員 財団法人ひかり協会

高知県医療審議会委員 高知県知事

（財）高知県福祉基金理事
（財）高知県福祉基金理
事

高知市民生委員推薦会 高知市長

高知県農業経営･生産対策等に関する第三者委員会委員 高知県知事

高知県国土利用計画審議会委員 高知県知事

「第58回高知市夏季大学講師選考委員会」委員
（財）高知市文化振興事
業団理事

大豊町行政文書開示審査会委員 大豊町長

大豊町行政諮問会議委員 大豊町長

高知県社会福祉協議会60年史作成委員会委員 高知県社会福祉協議会

高知市まちづくりファンド運営委員会委員
NPO高知市民会議・
四国銀行

高知県佐川町公文書開示審査会委員 佐川町長

高知県佐川町個人情報保護審査員 佐川町長

(財)こうち男女共同参画社会づくり財団運営委員会委員
(財)こうち男女共同参画
社会づくり財団理事長

高知市障害者計画等推進協議会公募委員選考委員会委員 高知市長

高知市障害者計画推進協議会委員 高知市長

高知県自立支援協議会委員 高知県知事

高知県精神医療審査会委員 高知県知事

講　師 西内　章 地域福祉権利擁護事業契約締結審査会委員（高知県社会福祉協議会）
高知県社会福祉協議会
会長　島田一夫

高知県社会貢献活動支援推進会議委員 高知県知事

高知県ボランティア・ＮＰＯセンター運営委員会委員（社会福祉法人高
知県社会福祉協議会）

社会福祉法人高知県社
会福祉協議会長

「福祉・ボランティア」学びと実践推進委員会委員（社会福祉法人高知
県社会福祉協議会）

社会福祉法人高知県社
会福祉協議会長

高知市まちづくりファンド運営委員会委員
NPO高知市民会議・
四国銀行

教　授

准教授

社
会
福
祉
学
部

田中　きよむ

新藤　こずえ

講　師 鈴木　孝典

吉野　由美子

助　教

准教授

准教授 長澤　紀美子

玉里　恵美子

教　授 宮上　多加子
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８－３刊行物・パンフレット

３　学外提供用刊行物作成状況（平成20年度）

作 成 元担 当 部 署 名　　　　　　　　　　　　　　　　称

総務企画課 高知女子大学　　大学案内　2009

学生課
平成20年度　　学生募集要項
（推薦入試、AO入試、一般入試、３年次編入学、私費留学生）

学生課 高知女子大学　学生支援対策集

図書情報課 高知女子大学　　紀要

センパイにきくキャンパスライフ（学生生活紹介冊子）

大学案内２０１０暫定版（日本語版・英語版・学部別改革情報チラシ）

2008　高知女子大学　OPEN　CAMPUS（パンフレット、ポスター）

平成19年度　学生による授業評価実施報告書
（共通教育科目、教職科目、学芸員資格科目、生活科学部、文化学部）

平成19年度　学生による授業評価実施報告書
（看護学部、社会福祉学部）

地域創成センター 総務企画課 KWU　NEWS　LETTERS　　No．１7～１9

生活科学部
生活科学部報
編集委員会

高知女子大学生活科学部報第10号（2008年版）

生活科学部生活
デザイン学科

生活科学部生
活デザイン学科

生活調査第9号「土佐茶を楽しむゆたかな地域生活の可能性について」

高知女子大学　生活科学部　健康栄養学科（学科紹介パンフレット）

高知女子大学　生活科学部　健康栄養学科
－2010年4月健康栄養学科は変わります！－（学科紹介パンフレット）

看護学部活動報告

看護学部委員会報告

看護学部　学部報

平成20年度看護実習要項

看護の手帖

高知女子大学看護学会誌　第33巻

第34回高知女子大学看護学会抄録集

Revolution　The　Power　of　Nursing　高知女子大学看護学部　2010年4月
看護学部定員増予定

高知女子大学看護学部　Kochi　women's　University　Faculty　of　Nursing
大変な仕事もいいかもしれない

看護実習中の事故予防・安全教育、発生時の対応について（Ver．１）

健康管理のしおり～自分の健康は自分で守ろう～　（冊子）

２００8年度版　”こんにちは社会福祉学部です”（学部紹介パンフレット）

社会福祉学部報　第10号（CD-ROM）

２００8年度社会福祉実習報告書

 看護学部 看護学部

社会福祉学部 社会福祉学部

全学

広報委員会

生活科学部健康
栄養学科

生活科学部健
康栄養学科

教務委員会 学生課
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８－３刊行物・パンフレット

作 成 元担 当 部 署 名　　　　　　　　　　　　　　　　称

高知女子大学社会福祉学部リカレント教育講座（リーフレット）

高校生のための公開講座２００8（リーフレット）

「平成２２年４月　高知女子大学社会福祉学部は変わります！」（チラシ）

総務企画課 高知女子大学教員業績集（2003.4-2008.12）

平成２１年度　各研究科学生募集要項

高知女子大学大学院　2010（大学院案内）

高知女子大学大学院10周年記念　’09　HOME　COMING　DAY　大学院修了論文要旨集

大学院修了者紹介

博士論文内容の要旨及び審査結果の要旨

ふまにすむす編
集委員会

ふまにすむす編
集委員会

ふまにすむす（教養教育報）

学生課
大学院

社会福祉学部 社会福祉学部

- 81 -



９ＪＩＣＡプロジェクト

　１　概要　（平成20年度）

●　コース名 「女性の生活と地位向上に寄与するリーダーの養成」

●　研修期間 平成20年11月25日～平成20年12月10日

●　定員 10名

●　言語 英語

●　参加研修員数 10名

アフガニスタン、アンゴラ、メキシコ、ニカラグア、フィジー、ベトナム

ナイジェリア、ケニア、インド

　２　プロジェクト担当教員

事業統括 地域創成センター長 佐藤　厚

プロジェクトマネージャー 生活科学部　准教授 團野　哲也

サブマネージャー 文化学部　准教授 高岡　弘幸

サブマネージャー 文化学部　准教授 長妻　由里子

　３　研修プログラム

「女性のエンパワーメントと開発」 織田　由紀子（日本赤十字九州国際看護大学教授）

「労働移民と女性」 小高　泰（拓殖大学言語文化研究所講師）

依光　ふみ（ＪＡ南国市かざぐるま市運営協議会会長）

「教育とジェンダー」
井上　健一（こうち男女共同参画センター「ソーレ」 館長）
長妻　由里子（高知女子大学准教授）

「ジェンダーをめぐる問題と法」 稲田　知江子（稲田法律事務所弁護士）

H20.11.26

H20.11.27

H20.11.28

「女性の生活改善の考え方と役割」

H20.12.1

H20.12.2

　９　ＪＩＣＡプロジェクト

年月日 テ　ー　マ 講　　　　師

「ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽと女性」
又川　晃世（高知新聞社論説委員）
矢野川　禎子（高知県女性相談支援センター所長）
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９ＪＩＣＡプロジェクト

H20.12.8

「高知医療センター見学」

H20.12.5

朝倉第二小学校訪問

堀見　忠司(高知医療センター病院院長）

灘本　智子（JICA公共政策部ジェンダー平等推進課
ジュニア専門員）

「女性の健康と出産」
谷脇　文子（高知女子大学看護学部教授）
開發　展之（高知赤十字病院長）
岩井　玲子（高知県健康福祉部健康づくり課チーフ）

「ジェンダーと人間の安全保障」

H20.12.10 「成果発表会」・「閉講式」・「歓送会」 　　－

H20.12.3 「集団論とワークショップ」 藤掛　洋子（東京家政学院大学准教授）

H20.12.6 「高度経済成長と女性の暮らし」 村瀬　敬子（佛教大学講師）

H20.12.4

高岡　弘幸（高知女子大学准教授）

テ　ー　マ年月日 講　　　　師
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１０－１収入・支出の状況

　10　財　　務

　１　収入・支出の状況（平成20年度）

【収入の内訳】 （単位：千円）

項　　　　目 金　　額 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

授 業 料 522,872

入学料・入学手数料 81,520

諸 収 入 9,099

県 費 851,341

参考：交付税基準財政需要額 872,690千円

　〈内訳〉
　　保健系（看護学部・看護学研究科）
　　　＠245千円×1757人（学生数244人×補正率7.20）＝430,465千円

　　文科系（文化学部）
　　　＠245千円×356人（学生数356人×補正率1.0）＝87,220千円

　　家政系（生活科学部・社会福祉学部・人間生活学研究科・健康生活科学研究科）
　　　＠245千円×1449人（学生数457人×補正率3.17）＝355,005千円

合　　　　　計 1,464,832

613,491千円(全体の約42％）
　大学独自の収入(自主財源)
　諸収入は、センター試験受託料・庁舎等使用料・労働保険料

　大学独自の収入（入学料や授業料など）は、収入全体の約41％で残りは県費でまかなわれている。ま
た、教職員や非常勤講師などの人件費が支出全体の約78％を占めており、光熱水費などの施設維持経
費と併せると支出全体の約89％が一般管理経費となっている。 残り11％程度で教育・研究など大学独自
の活動を行っている。

図　　収支の割合

県　　　　費
58.1%

授業料
35.7%

入学料・入学手数料
5.6%諸収入

0.6%

(856,035千円)
交付税交付金として算定さ
れる基礎となる額は834,048千円
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１０－１収入・支出の状況

【支出の内訳】 （単位：千円）

項　　　　目 金　　額 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

教 職 員 人 件 費 1,074,077 教員や事務局職員の人件費

非常勤講師等経費 83,367 非常勤講師及び非常勤・臨時職員の人件費・賃金

光 熱 水 費 50,542 電気・水道・ガス等の経費

修 繕 ・ 工 事 費 14,412
校舎等の修繕・工事等の経費
主に永国寺キャンパスの施設改善のために使用

そ の 他 88,562
各種委員会経費、情報機器・植栽の維持管理、学内の清掃、消耗品
の購入等学校を運営していくための経費

教 員 研 究 費 88,631 主に教員の研究のための経費

実 験 実 習 費 65,241 主に授業や実習のための経費

合　　　　　計 1,464,832

図　　支出の内訳

教職員人件費
73.3%

非常勤講師等経費
5.7%

光熱水費
3.5%

修繕・工事費
1.0%

その他
6.0%

教員研究費
6.1%

実験実習費
4.5%
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１０－２－１(１)科学研究費（交付実績）

２　外部資金導入の状況

　（１）　科学研究費補助金交付状況

　　【科学研究費補助金交付実績】 （単位：千円）

Ｈ２２～（予定）

生活科学部 教　授 渡邊　浩幸
エネルギー代謝促進作用を有する食
品成分による抗うつ病改善効果に関
する研究

終了 H17～19 - - - - 1,000 0 1,000 0

文化学部 助教授 青木　淳
聖遺物信仰の成立と信仰圏の形成
過程に関する日欧比較研究

終了 H15～17 3,200 0 3,200 0

教　授 野嶋　佐由美

准教授 森下　安子

教　授 長戸　和子

准教授 池添　志乃

准教授 川上　理子

講　師 青本　さとみ

講　師 瓜生　浩子

助　教 井上　正隆

教　授 時長　美希

准教授 益守　かづき

講　師 佐東　美緒

講　師 瓜生　浩子

助　教 高谷　恭子（H20～）

准教授 長澤　紀美子
ステイクホルダー参加型の保健医療
福祉共同体のガバナンスに関する研
究

終了 H16～17 1,600 0 1,600 0

講　師 長南　浩人
人工内耳を装用した聴覚障害児の音
韻意識の発達に関する研究

転出 H17～18 192 0 192 0

4,992 0 2,000 0 3,800 0 1,100 0 600 0 0 12,492 0

講　師 長妻　由里子
ペリーのアメリカにおける視覚的身体
とジェンダー

継続 H18～20 500 500 0 300 90 1,300 90

講　師 山口　善成
博物誌から国家史へ：18世紀末から
19世紀のアメリカにおける歴史記述

継続 H19～22 700 0 700 210 500 150 600 2,500 360

講　師 吉川　　孝
ミュンヘン・ゲッティンゲン学派の実践
哲学に関する研究

新規 H20～23 500 150 500 150 1,000 2,000 300

3,300 0

3,200 0

退院から在宅療養のプロセスをともに
歩む在宅リエゾン看護モデルの構築

研
究
種
目

教　授 藤田　佐和

萌
芽
研
究

看護学部

教　授 中野　綾美

職　名 氏　名
研　究　題　目

研究分担者

学　部学　部 職　名 氏　名

研究
期間

研究代表者

看護学部 1,300 0

1,500 0 600 0

間接
経費

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１（予定） 総額（予定含む）

直接経費
直接
経費

直接
経費

直接
経費

終了 H18～19

新規・継続・
終了・転出
の別

～Ｈ１７

直接
経費

間接
経費

0

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

直接
経費

直接
経費

社会福祉学部

萌芽研究　小計

01,100看護学部
病児を育む家族を支援する地域連携
パスを志向した協働型家族支援プロ
グラムの開発

継続 H19～21

若
手
研
究
Ｂ

文化学部

2,000
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１０－２－１(１)科学研究費（交付実績）

Ｈ２２～（予定）研
究
種
目

職　名 氏　名
研　究　題　目

研究分担者

学　部学　部 職　名 氏　名

研究
期間

研究代表者

間接
経費

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１（予定） 総額（予定含む）

直接経費
直接
経費

直接
経費

直接
経費

新規・継続・
終了・転出
の別

～Ｈ１７

直接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

直接
経費

直接
経費

准教授 大川　宣容
クリティカルケアにおける看護師の看
護援助技術に関する研究

終了 H16～17 1,900 0 1,900 0

准教授 川上　理子
家族介護者の意欲を向上させるレス
パイトケアのプログラム開発

終了 H16～17 2,600 0 2,600 0

講　師 瓜生　浩子
家族－患者間の認知的ギャップを緩
和するための看護ケアガイドラインの
作成

終了 H16～17 2,800 0 2,800 0

助　教 平原　直子
クリティカルケアにおける意識障害患
者の家族に対する看護ケアに関する
研究

終了 H17～18 900 0 700 0 1,600 0

助　教 井上　正隆
看護サービスの継続的カイゼン活動
のための質評価方法の検討

終了 H18～19 1,400 0 500 0 1,900 0

助　教 水津　朋子
脳卒中患者とその家族への在宅看護
支援モデルの開発

終了 H18～19 800 0 500 0 1,300 0

講　師 瓜生　浩子
障害を持ちながら急性期病院を退院
する患者とその家族の退院準備性を
高める看護ケア

終了 H18～19 0 0 1,800 0 1,200 0 3,000 0

助　教 池田　貴子
慢性統合失調症患者のセルフケア能
力のアセスメントツール開発

継続 H18～20 1,200 900 0 700 210 2,800 210

助　授 井上　正隆
看護サービスの受給者と提供者の両
者の満足度を用いた質カイゼンモデ
ルの作成

新規 H20～22 900 270 1,100 330 500 2,500 600

助　教 水津　朋子
壮年期脳卒中患者の在宅療養に向
けたセルフエンパワメントを高める看
護ケアの構築

新規 H20～22 500 150 500 150 500 1,500 300

研究員 冨川　順子
統合失調症を持つ精神障害者の回
復に関する研究

新規 H20～21 1,800 540 1,300 390 3,100 930

講　師 鈴木　孝典
精神障害者地域生活支援サービス
におけるリスクアナリシスに関する研
究

終了 Ｈ16～18 1,100 0 1,000 0 2,100 0

講　師 西梅　幸治
コンピュータ支援ツールを用いた知
的障害のある人との協働アセスメント
方法の構築

継続 H19～21 600 0 500 150 500 150 1,600 300

講　師 鈴木　孝典
精神障害者に対する自立支援サービ
スにおけるリスク評価尺度の開発研
究

継続 H19～21 1,300 0 700 210 500 150 2,500 360

助　教 新藤　こずえ
親と暮らす障害のある若者の自立に
関する研究－日常生活構造と将来生
活設計に着目して

継続 H19～21 600 0 500 150 500 150 1,600 300

9,300 0 7,400 0 6,800 0 7,100 2,130 5,400 1,620 2,600 38,600 3,750

若
手
研
究
B

看護学部

社会福祉学部

若手研究Ｂ　小計
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１０－２－１(１)科学研究費（交付実績）

Ｈ２２～（予定）研
究
種
目

職　名 氏　名
研　究　題　目

研究分担者

学　部学　部 職　名 氏　名

研究
期間

研究代表者

間接
経費

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１（予定） 総額（予定含む）

直接経費
直接
経費

直接
経費

直接
経費

新規・継続・
終了・転出
の別

～Ｈ１７

直接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

直接
経費

直接
経費

教　授 中野　綾美

教　授 長戸　和子

准教授 池添　志乃

准教授 川上　理子

講　師 瓜生　浩子

助　教 平原　直子

講　師 青本　さとみ（～H19)

准教授 田井　雅子（H20～）

助　教 池田　貴子

非常勤 畦地　博子

非常勤 冨川　順子

講　師 瓜生　浩子

助　教 平原　直子（～H19)

教　授 谷脇　文子

教　授 粕田　孝行（H18）

准教授 森下　安子

准教授 竹崎　久美子

准教授 大川　宣容

講　師 佐東　美緒

助　教 井上　正隆（H18～）

教　授 野嶋　佐由美

教　授 粕田　孝行

講　師 青本　さとみ

助　教 池田　貴子

講　師
青木　典子

（H17.10.14辞退）

04,500

2,000 600

12,900

1,600 480 5,200 1,560

7,100 0

0

13,000 3,900

5,500 1,6202,900 870

1,530

継続

終了 H14～17

島根県立看護短期大学看護学部
教授　　吾郷　奈美恵

高知大学医学部
准教授　　戸田　由美子

4,6003,300 990 1,380 5,100

基
盤
研
究
Ｂ

看護学部

教　授 野嶋　佐由美 看護学部
難病患者と共に生きる家族の在宅生
活を支える看護ケアガイドラインの開
発

終了 H16～18

愛媛県立医療技術大学保健科学部看護学科
講師　　中平　洋子

2,600 0

教　授 野嶋　佐由美

看護学部

教育－臨床への意向を支える精神科
看護技術教育のモデル開発に関す
る研究

教　授 長戸　和子 看護学部
糖尿病患者・家族の「家族マネジメン
ト力」を育成・強化する家族への教育
とその評価

継続 H19～21

1,500 450継続 H18～20

教　授 山田　覚 看護学部
災害支援における看護マンパワーを
効率的に活用するための運用システ
ムに関する研究

H18～20

1,100 300

教　授 山田　覚

看護学部

精神科患者分類別看護問題・看護介
入の開発とコンピュータープログラム
の運用化の試み愛媛県立医療技術大学保健科学部看護学科

講師　　岡本　眞知子

愛媛県立医療技術大学保健科学部看護学科
講師　　中平　洋子

香川大学医学部看護学科
助教授　　越智　百枝

12,900 0

1,600 480
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１０－２－１(１)科学研究費（交付実績）

Ｈ２２～（予定）研
究
種
目

職　名 氏　名
研　究　題　目

研究分担者

学　部学　部 職　名 氏　名

研究
期間

研究代表者

間接
経費

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１（予定） 総額（予定含む）

直接経費
直接
経費

直接
経費

直接
経費

新規・継続・
終了・転出
の別

～Ｈ１７

直接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

直接
経費

直接
経費

教　授 野嶋　佐由美

教　授 藤田　佐和

教　授 森下　安子

教　授 鈴木　志津枝

教　授 森下　利子

准教授 大川　宣容

助　教 水津　朋子

25,400 0 7,500 1,470 6,000 1,770 7,825 2,347 5,100 1,530 0 51,825 7,117

教　授 井本　正人
過疎地域における移動の円滑化に関
する実証的研究

終了 H16～18 1,900 0 1,000 0 2,900 0

教　授 大久保　茂男
原子核の虹散乱と核間相互作用・ク
ラスター構造の研究

終了 H16～19 1,900 0 800 0 700 210 3,400 210

教　授 渡邉　文雄 生活科学部 助　手 宮本　恵美
栄養補助食品（および飼料）スピルリ
ナの栄養欠点の克服に関する研究

終了 H15～17 2,600 0 2,600 0

准教授 佐藤　之紀
糖類の分子形状とベビーフード構成
分子の分子間相互作用

転出 H19～21 1,800 540 360 1,800 900

准教授 益守　かづき

講　師 佐東　美緒

教　授 時長　美希 看護学部 教　授 野嶋　佐由美
脆弱性を有する個人と家族を対象と
する地域看護活動分類と活動モデル
の構築

終了 H17～19 1,600 0 900 0 800 240 3,300 240

教　授 中野　綾美

准教授 川上　理子

准教授 益守　かづき

講　師 佐東　美緒

助　教 中河　亜希

教　授 谷脇　文子 看護学部 教　授 山田　覚
産前産後・育児休業取得看護職員に
おける職場復帰支援システムに関す
る研究

継続 H19～21 700 210 900 270 500 150 2,100 630

教　授 齋藤　信也

教　授 藤田　佐和（～H19）

教　授 森下　利子

准教授 大川　宣容

助　教 府川　晃子（H20)

准教授 益守　かづき
地域で生活している健康障害をもつ
子どものヘルスプロモーションへの看
護介入の構築

終了 H16～18 2,700 0 900 0 3,600 0

3,500 720

2,632

37

3,500 0

訪問看護師の医療行為への医師・看
護者の裁量権に関わる認識とプロト
コール作成

転出 H20～22看護学部

看護学部

1,200 360

基盤研究Ｂ　小計

基
盤
研
究
Ｃ

生活科学部

132 40

1,600

基
盤
研
究
Ｂ

看護学部

教　授 齋藤　信也

教　授 藤田　佐和
がん体験者の折り合いをつける力に
着眼した長期的適応を促す看護援助
プログラムの開発

終了

125 37 125

H14～17 8,000 0 8,000 0

立命館大学経営学部
教授　土井　靖範

石川県立大学生物資源環境学部
教授　　宮脇　長人

看護学部

教　授 中野　綾美

看護学部

佐賀大学医学部看護学科
助教授　　幸松　美智子

教　授 時長　美希

入院中の子ども・家族の看護者に対
する『交渉』を支援する看護介入の開
発

終了 H15～17

480 800看護学部
乳児全数訪問事業を基盤としたポ
ピュレーションアプローチによる母子
保健活動の再構築

新規 H20～22 240 1,100

教　授

鈴木　志津枝
（～H19）
藤田　佐和
（H20）

看護学部
がん患者のギアチェンジを支える援
助モデルの開発

継続 H18～20 400

3,500 0

1,300 0
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１０－２－１(１)科学研究費（交付実績）

Ｈ２２～（予定）研
究
種
目

職　名 氏　名
研　究　題　目

研究分担者

学　部学　部 職　名 氏　名

研究
期間

研究代表者

間接
経費

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１（予定） 総額（予定含む）

直接経費
直接
経費

直接
経費

直接
経費

新規・継続・
終了・転出
の別

～Ｈ１７

直接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

直接
経費

直接
経費

教　授 時長　美希

准教授 竹崎　久美子（H18～）

准教授 川上　理子

助　手 松木　里江（H17）

助　手 高見　千恵（H18）

教　授 時長　美希

准教授 森下　安子

准教授 川上　理子

助　手 高見　千恵（H18）

助　手 松木　里江（H17）

准教授 池添　志乃 看護学部 教　授 野嶋　佐由美
脳血管障害患者と痴呆性高齢者の
家族の介護キャリアを支える看護援
助マニュアルの開発

終了 H17～19 1,500 0 900 0 1,000 300 3,400 300

教　授 中野　綾美

教　授 時長　美希

教　授 中野　綾美

講　師 佐東　美緒

准教授 田井　雅子
統合失調症患者の症状マネジメントと
支援体制確立に向けた再入院ケアプ
ログラムの作成

継続 H19～21 800 240 1,000 300 1,800 540

准教授 大川　宣容
肺がん手術患者の身体感覚を基盤と
した生活の拡がりを支える看護援助
モデルの開発

新規 H20～22 1,300 390 1,300 390 900 3,500 780

准教授 川上　理子
ターミナル期の在宅療養者と家族が
納得できる最期を支える訪問看護援
助モデルの開発

新規 H20～22 1,400 420 1,000 300 1,000 3,400 720

教　授 中野　綾美

教　授 長戸　和子

講　師 佐東　美緒

助　教 中河　亜希（H20～）

教　授 長戸　和子

准教授 大川　宣容

助　教 升田　茂章

助　教 原田　千枝

教　授 中野　綾美

准教授 益守　かづき

教　授 中野　綾美

教　授 時長　美希

准教授 益守　かづき

助　教 中河　亜希

助　教 高谷　恭子

基
盤
研
究
C

看護学部

准教授 森下　安子 看護学部
介護予防と在宅生活の継続を支援す
るケアマネジメント指針の開発

終了 H17～19 270

准教授 竹崎　久美子 看護学部
高齢者の体型と歩行パターンに応じ
た生活行動範囲回復のためのセルフ
ケアプログラム開発

終了 H17～19 500 150

3,000270900

2,000 150

准教授 池添　志乃 看護学部
対人関係形成が困難な子どもと家族
の生きる力を支える養護教諭のケア
ガイドライン開発

800 240新規 H20～22 1,800 540 780

准教授 松本　鈴子 看護学部
出産体験に伴う母親のPTSDを予防
するためのガイドラインの開発

継続 H19～22 3,500

1,000 3,600

8701,700

福島県立医科大学　看護学部
助教　町田　智子

210 600510 500 150 700

講　師 嶋岡　暢希 看護学部 - - 800
乳児期の子どもを育てる親を育児困
難感から開放するコミュニケーション
技術の開発

継続 H18～20 1,500 0 240 1,100 330 3,400 570

講　師 瓜生　浩子 看護学部
潜在看護師のフィジカルアセスメント
能力を強化するための教育用マニュ
アルの開発

終了 H16～18

700 2101,800 540新規 H20～22

講　師 佐東　美緒 看護学部
「ＮＩＣＵを退院した子ども・家族のエ
ンパワメントを支援するガイドライン」
の開発

7501,100 3,600

3,600 0

新規 H20～22講　師 佐東　美緒 看護学部
低出生体重児を育む家族の育児力
を高める看護教育プログラムの開発

6901,200 3,5001,300 390 1,000 300

1,100 0 1,000 0

1,100 0 400 0

2,700 0 900 0
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１０－２－１(１)科学研究費（交付実績）

Ｈ２２～（予定）研
究
種
目

職　名 氏　名
研　究　題　目

研究分担者

学　部学　部 職　名 氏　名

研究
期間

研究代表者

間接
経費

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１（予定） 総額（予定含む）

直接経費
直接
経費

直接
経費

直接
経費

新規・継続・
終了・転出
の別

～Ｈ１７

直接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

間接
経費

直接
経費

直接
経費

教　授 住友　雄資 社会福祉学部 助　手 斉藤　征人（H17まで）
精神障害者の地域生活支援を実現
するための住居確保に関する実証的
研究

終了 H16～18 2,000 0 800 0 2,800 0

教　授 宮上　多加子
痴呆介護実践力向上に関する研究
－家族介護者の生涯学習体験に基
づく分析－

終了 H16～17 2,000 0 2,000 0

社会福祉学部 准教授 玉里　恵美子

24,600 0 10,400 0 8,232 2,470 14,500 4,710 9,900 2,970 8,100 75,732 10,150

助　教 中河　亜希
Maternal　Confidenceを育む看護介
入に関する研究

新規 H20～21 1,250 375 1,040 312 2,290 687

助　教 高谷　恭子
慢性疾患をもつ思春期の子どもと親
の地域生活を支える看護介入の開発

新規 H20～22 1,320 396 1,140 342 2,460 738

0 0 0 0 0 0 2,570 771 2,180 654 0 4,750 1,425

64,292 0 27,300 1,470 24,832 4,240 33,095 9,958 23,180 6,774 10,700 183,399 22,442

※実績報告のあった平成１７～２０年度までの研究についてのみ掲載

基
盤
研
究
Ｃ

社会福祉学部

教　授 田中　きよむ
高知大学　教育研究部人文社会科学系

講師　霜田　博史

高知短期大学　社会科学科
准教授　水谷　利亮

3,300 6301,2001,0001,100 300330H20～22
限界集落における高齢者の孤立問
題と行政・地域社会の支援機能に関
する実証分析

新規

合　　　　　　　　　　　計

※職名については平成２０年度時の職名で記載
　（退職されている方、他学からの教育分担者は除く）

基盤研究Ｃ　小計

若
手
ス
タ
ー

ト
ア

ッ
プ

看護学部

若手スタートアップ　小計
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１０－２－１(２)科学研究費（年次別受託件数　学部別）

　【年次別科学研究費受託件数（学部別）】
（単位：件）

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 合計

31 23 27 12 93

3 1 14 5 23

0 1 0 2 3

0 0 4 1 5

0 0 3 0 3

3 0 7 2 12

30 22 27 12 91

2 1 17 2 22

0 0 1 0 1

0 1 5 1 7

0 0 3 0 3

2 0 8 1 11

28 21 30 12 91

3 2 16 3 24

1 0 2 0 3

0 2 4 3 9

0 0 3 0 3

2 0 7 0 9

28 21 30 12 91

1 3 22 4 30

0 0 1 0 1

0 3 4 3 10

0 0 4 0 4

1 0 11 1 13

0 0 2 0 2

29.3 21.8 28.5 12.0 91.5

2.3 1.8 17.3 3.5 24.8

0.3 0.3 1.0 0.5 2.0

0.0 1.5 4.3 2.0 7.8

0.0 0.0 3.3 0.0 3.3

2.0 0.0 8.3 1.0 11.3

0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

※上記の表には本学の教員が研究分担者として、他大学の研究代表者が行っている研究に参加している
　場合の研究件数が反映されておりません。

基盤研究Ｃ

基盤研究Ｃ

若手研究Ｂ

萌芽研究

研究件数合計

教　員　数（人）

若手研究Ｂ

基盤研究Ｂ

萌芽研究

若手研究Ｂ

研究件数合計

研究件数合計

研究件数合計

教　員　数（人）

平成１９年度

教　員　数（人）

若手研究Ｂ

基盤研究Ｂ

区　　　　　　分
（科学研究費）

教　員　数（人）

萌芽研究

基盤研究Ｂ

萌芽研究

若手研究Ｂ

基盤研究Ｃ

平成１８年度

基盤研究Ｂ

平成１７年度

若手ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

平均

基盤研究Ｂ

基盤研究Ｃ

平成20年度

若手ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

基盤研究Ｃ

萌芽研究

教　員　数（人）

研究件数合計
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１０－２－１(３)（年次別採択件数　学部別）

　【年次別科学研究費新規採択件数（学部別）】

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 計

32 21 27 12 92

14 8 7 6 35

43.8 38.1 25.9 50.0 38.0

3 2 3 0 8

29 22 27 14 92

10 5 16 5 36

34.5 22.7 59.3 35.7 39.1

2 0 8 3 13

31 23 27 12 93

11 8 10 2 31

35.5 34.8 37.0 16.7 33.3

0 0 5 1 6

30 22 27 12 91

12 7 16 4 39

40.0 31.8 59.3 33.3 42.9

0 1 9 0 10

28 21 30 12 91

10 6 13 5 34

35.7 28.6 43.3 41.7 37.4

1 1 4 3 9

28 21 30 12 91

10 2 23 4 39

35.7 9.5 76.7 33.3 42.9

0 1 1 12 14

平成２０年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

平成19年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

平成18年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

区　　　　　　分
（科学研究費）

申請件数（件）

申　請　率（％）

教　員　数（人）

平成16年度

平成15年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

採択件数（件）

平成17年度

教　員　数（人）

申請件数（件）
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１０－２－１(３)（年次別採択件数　学部別）

生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 計

31 23 27 12 93

0 0 0 1 1

0.0 0.0 0.0 8.3 1.1

0 0 0 0 0

30 22 27 12 91

0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0

28 21 30 12 91

0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0

28 21 30 12 91

1 0 0 1 1

3.6 0.0 0.0 8.3 1.1

0 0 0 1 1

平成20年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

平成18年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

区　　　　　　分
（研究成果公開促進費）

平成17年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）

平成19年度

教　員　数（人）

申請件数（件）

申　請　率（％）

採択件数（件）
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１０－２－１(４)科学研究費(年次別採択件数　研究種目別）

　【年次別科学研究費新規採択件数（研究種目別）】 （単位：件）

特定領域研究 萌芽研究 若手研究Ｂ 基盤研究Ａ 基盤研究Ｂ 基盤研究Ｃ
若手研究
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

計

0 4 12 0 2 17 0 35

0 1 3 0 0 4 0 8

1 3 12 0 5 15 0 36

0 1 4 0 1 7 0 13

0 5 9 0 3 14 0 31

0 1 1 0 0 4 0 6

0 5 8 0 8 15 3 39

0 1 5 0 2 2 0 10

0 6 5 0 3 15 5 34

0 1 4 0 1 3 0 9

0 3 9 0 3 18 6 39

0 0 4 0 1 7 2 14

（単位：件）

研究成果
公開発表

学術定期
刊行物

学術図書
データ
ベース

計

0 0 1 0 1

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 2 0 2

0 0 1 0 1

平成20年度
申請件数

採択件数

平成20年度
申請件数

採択件数

平成17年度
申請件数

採択件数

申請件数

採択件数

平成18年度
申請件数

平成17年度

採択件数

区　　　　　　分
（科学研究費）

申請件数

採択件数

申請件数

採択件数
平成15年度

平成16年度

平成19年度
申請件数

採択件数

平成19年度
申請件数

採択件数

平成18年度
申請件数

採択件数

区　　　　　　分
（研究成果公開促進費）
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１０－２－２中国・四国広域がんプロ養成プログラム

 (2)  【中国・四国広域がんプロ養成プログラム】

　●事業目的

　・岡山大学(主管・・・がん薬物療法、放射線治療
　・愛媛大学　 ・・・がん薬物療法
　・香川大学 ・・・緩和療法
　・山口大学 ・・・腫瘍外科
　・高知女子大学 ・・・がん看護専門看護師
　・徳島大学 ・・・医学物理士、がん専門薬剤師、栄養管理士
　・高知大学 ・・・在宅がん医療
　・川崎医科大学 ・・・がん医療の生涯教育

学　部 職 名 氏 名

教　授 齋藤　信也

教　授 藤田　佐和

教　授 森下　利子

教　授 齋藤　信也

教　授 藤田　佐和

教　授 森下　利子

中国・四国地方の8大学大学院とがん診療連携拠点病院が協力し、高度な技術のみならず、チームとしてがん診
療を行うことができる専門職医療人を養成する。
岡山大学は主管校として事務局を置き、各大学を取り纏める。各大学は専門性を生かし各種コースワークの幹事
校として他大学と連携してカリキュラムを編成、改善する。
各大学の名称と担当は次の通り。

交付金額
(千円）

事業内容
研究者

年度 研究期間

7,192H20 看護学部
H20．7.8～
H21．3.31

・３大学院合同セミナーの実施（１回）
・がん看護ＣＮＳセミナーの実施（７回）
・大学院カリキュラムの策定
・eラーニング準備
・がん看護インテンシブコースの実施（５回）

3,023H19 看護学部
H１９.９.６～
H２０. ３.３１

・大学院カリ キュラムの策定
・e－ ラーニング準備
・がん看護インテンシブコースの実施（１回）
・大学院広報活動
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１０－２－３戦略的大学連携支援事業

 (3)  【 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」による大学の教育力向上（戦略的大学連携支援事業）】

　１　概要　（平成20年度）

加盟校　 愛媛大学（代表校）、高知大学、徳島大学、愛媛県立医療技術大学、高知女子大学

四国大学、聖カタリナ大学、松山大学、松山東雲大学、高知工科大学

今治明徳短期大学、愛媛女子短期大学、松山東雲短期大学、松山短期大学

高知学園短期大学高知高等専門学校１６校

研究期間 平成20年11月20日から平成21年３月31日

交付金額 3,180千円

事業内容

●米国のＦＤｅｒの専門団体であるＰＯＤの会議に参加し、ＦＤに係る先進事例を学んだ。

●国内のＦＤ/SD先進機関のフォーラム参加による意識の共有化を図った。

四国地区の国立大学と近隣公私立大学等の連携によりネットワークを形成し、域内のFD/SD事
業の連携と発展を図る取組により、学生の豊かな学びと成長を支援する、実践的力量をもった
高等教育のプロフェッショナルを四国から輩出する。

●四国地区大学教職員能力開発ネットワークで開発・整理したFD/SDプログラム
   を、ネットワークで共同実施するための施設整備（テレビ会議システム）し、
   配信試行を行った。

●高知地区ＳＤ研修会を「テーマ：窓口における学生対応について」を開催し、
   職員の資質の向上の取組みを行った。

事業目的
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１０－２－４奨学寄附金

　（５）　奨学寄附金受入状況（※ 平成15年度から実施）

平成15年度 （単位：円）

金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 － 学　長 青山　英康 4,500,000 本人
高知女子大学における教
育研究の奨励

2 生活科学部 教　授 渡邉　文雄 500,000
マイクロアルジェコーポ
レーション㈱

円石藻利用についての基
礎研究

3
社会福祉
学　　　部

助教授 住友　雄資 590,000 （財）三菱財団
精神障害者の地域生活支
援に関する実証的調査研
究

5,590,000

平成16年度 （単位：円）

金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 － 学　 長 青山　英康 17,000 本人
高知女子大学における教
育研究の奨励

2 － 学　 長 青山　英康 1,000,000
高知女子大学教職員
組合

高知女子大学における教
育研究の奨励

3 生活科学部 教　 授 渡邉　文雄 500,000
マイクロアルジェコーポ
レーション㈱

円石藻利用についての基
礎研究

4 生活科学部 教　 授 佐藤　厚 300,000 有限会社　創友
ラットを用いた界面活性剤
の皮膚炎症の実験

5 生活科学部 助　 手 川口　順子 300,000
財団法人　石本記念
デサントスポーツ科学
振興財団

高齢者の快適で安全な生
活支援のための色彩の役
割について

6
社会福祉
学　　　部

助教授 住友　雄資 210,000 （財）三菱財団
精神障害者の地域生活支
援に関する実証的調査研
究

2,327,000

寄附を受けた者

合計 ３件

合計 ６件

寄附を受けた者
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１０－２－４奨学寄附金

平成17年度 （単位：円）

金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

0

平成18年度 （単位：円）

金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

0

平成19年度 （単位：円）

金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

0

平成20年度 （単位：円）

金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 生活科学部 教　授 佐藤　厚 500,000 井上石灰工業㈱
トマトの含有する機能性に
ついての研究

500,000

寄附を受けた者

合計 １件

寄附を受けた者

実績なし

合計 ０件

寄附を受けた者

実績なし

合計 ０件

寄附を受けた者

合計 ０件

実績なし

- 99 -



１０－２－５受託研究費

（5）　受託研究費受入状況
（単位：円）

H17 金　　額 委託者 研　究　題　目 期間

1 生活科学部 教　授 笠原　賀子 2,300,000
独立行政法人

国立健康・栄養研究所
食品摂取頻度・摂取量調査

平成17年4月28日～
平成18年3月24日

2 生活科学部 教　授 佐藤　厚 2,518,000
JST

　(独立行政法人
科学技術振興機構）

高知県地域研究開発促進拠点支援
事業
題目：高齢者転倒予防のための機器
開発及びその製品化

平成17年7月1日～
平成18年2月28日

4,818,000

H18 金　　額 委託者 研　究　題　目 期間

1 生活科学部 教　授 笠原　賀子 2,300,000
独立行政法人

国立健康・栄養研究所
食品摂取頻度・摂取量調査

平成18年5月23日～
平成19年3月23日

2 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 1,383,900 ㈱ファンケル
「ケール由来植物性Ｃａ飲料の臨床的
有効性」に関する研究

平成19年3月26日～
平成19年11月30日

3 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 5,367,850
国立大学法人
東京海洋大学

安全性の高いエトキシキン代替抗酸
化剤の探索と開発

平成18年11月7日～
平成19年3月12日

4 生活科学部 教　授 佐藤　厚 1,900,000
JST

　(独立行政法人
科学技術振興機構）

呼吸にシンクロした胸郭周径のリアル
タイム測定機器の開発

平成18年10月13日～
平成19年3月30日

10,951,750

H19 金　　額 委託者 研　究　題　目 期間

1 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 1,383,900 ㈱ファンケル
「ケール由来植物性Ｃａ飲料の臨床的
有効性」に関する研究

平成19年3月26日～
平成19年11月30日

5,913,000
（内613,000
円間接経費）

3 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 2,000,000
JST

　(独立行政法人
科学技術振興機構）

平成19年度地域イノベーション創出
総合支援事業｢シーズ発掘試験｣
題目：｢非結球アブラナ科葉菜類(プ
チベール）の出荷規格外及び廃棄部
位の有効利用を目指した機能性食品
素材の開発」

平成19年7月13日～
平成20年3月31日

4 生活科学部 教　授 川村美笑子 1,000,000
JST

　(独立行政法人
科学技術振興機構）

平成19年度地域イノベーション創出
総合支援事業｢研究成果実用化検討
（FS)」
題目：室戸海洋深層水由来新素材ミ
ネラルの特性を活用した高齢者向け
ソフト食の開発

平成19年12月10日～
平成20年3月31日

10,296,900

研究者

合計 ４件

国立大学法人
東京海洋大学

安全性の高いエトキシキン代替抗酸
化剤の探索と開発

平成19年5月31日～
平成20年3月10日

研究者

合計 ２件

研究者

合計 ４件

生活科学部 教　授 渡邊　浩幸2
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１０－２－５受託研究費

H20 金　　額 委託者 研　究　題　目 期間

1 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 3,450,000 ㈱ファンケル
題目：発芽米由来ASGの糖・脂質代
謝異常及び老化に伴う代謝障害の改
善効果の検討

平成20年6月26日～
平成21年７月31日

2,000,000

（うち間接
200，000）

5,450,000

平成20年8月12日～
平成21年3月31日

JST
　(独立行政法人
科学技術振興機構）

クライアントの病状ステージに応じた
新しい血糖コントロール食品の開発

研究者

合計 ４件

2 生活科学部 教　授 川村美笑子
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１０－３学長特別枠助成事業

３　学長特別枠助成事業の状況
   　　【学長特別枠助成事業実績(平成20年度）】 (単位：千円）

事業区分 事業内容 助成費 備　考

麻疹等感染症・薬物乱用予防対策費 310 学生支援対策集印刷ほか

オープンキャンパス支援費 119 グッズ購入費ほか

学生アンケート集計委託費 375 授業に関するｱﾝｹｰﾄ分析

保健室機能強化費 1,073 相談室防音整備費ほか

専門職育成強化図書購入補助費 3,978 池図書館

5,855 －

健康長寿事業（土佐市、安芸市、ﾃﾞｰﾀーﾍﾞｰｽ） 1,567 佐藤教授

地域ケアマネジメントシステムに関する研究 1,537 川村教授

保健・医療・福祉専門職のための学際的教
育研修モデル開発

633 住友教授

3,737 －

広報出版物発行費 1,113 ニュースレターほか

４大学合同事業費 243 講演会開催

広報支援費 423 学生確保対策

1,779 －

事務職員執務環境整
備費

ＰＣ更新費 500 事務室ほか

500 －

認証評価説明会教職員派遣費 158 旅費

運営会議消耗品費 301 用紙、トナーほか

進路相談ガイダンス強化支援費 273 旅費

732 －

12,603 －

社会貢献・地域創成･
広報広聴活動事業費

学生院生教育・アメニ
ティキャンパス整備支
援事業費

小　　　　　　計

合　　　　　　計

大学運営・大学改革
推進事業費

小　　　　　　計

小　　　　　　計

調査研究プロジェクト
推進事業費

小　　　　　　計

小　　　　　　計
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１１土地・建物

　１1　キャンパス　

１　土　　地 （単位：㎡）
区　　　　分 所　　　在　　　地 面　　　積

1-1  校舎敷地 高知市永国寺町5番15号 11,313.00

1-2  校舎敷地 高知市永国寺町6番28号 3,115.98

1-3  校舎敷地 高知市池2751-1 31,586.00

 集団給食実習室敷地

 運動場敷地

1-5  運動場敷地 高知市池2532-2 9,620.00

1-6  多目的広場・大学駐車場 高知市池2469-1 23,963.00

1-7  学生寮教職員宿舎敷地 高知市東石立町17番2号 2,653.00

1-8  瀬戸教職員宿舎敷地 高知市瀬戸西町3丁目132.140.141番地 627.12

1-9  東城山教員宿舎敷地 高知市東城山町字西川原田124番3 828.41

1-10  池教員宿舎敷地 高知市池2160-1 3,226.00

1-11  朝倉教員宿舎敷地 高知市朝倉本町1丁目210-3 281.00

1-12  鴨部教員宿舎敷地 高知市鴨部1258-1 568.51

1-13  その他（法面等） 高知市池2155-1　ほか 9,957.00

 計 105,145.02

２　建　　物 （単位：㎡）
区　　　　分 所　　　在　　　地 面　　　積

2-1  校　舎 高知市永国寺町5番15号 6,631.48

2-2  図書館           〃 1,401.48

2-3  自転車置場           〃 44.10

2-4  講堂兼体育館           〃 1,237.54

2-5  南校舎 高知市永国寺町6番28号 3,213.96

2-6  自転車置場           〃 134.00

2-7  学生会館           〃 1,434.85

2-8  校　舎 高知市池2751-1 12,565.89

2-9  体育館       　〃 3,337.16

2-10  自転車置場 　　　　〃 262.50

2-11  集団給食実習室 高知市永国寺町2番25号 247.50

2-12  部室・器具庫等           〃 129.48

2-13  弓道場           〃 49.25

2-14  グランド内トイレ等 高知市池2751-1 67.20

2-15  学生寮 高知市東石立町17番2号 1,173.02

2-16  教職員宿舎           〃 684.48

2-17  教職員宿舎 高知市東城山町西川原田124番3号 746.76

2-18  瀬戸教職員宿舎 高知市瀬戸西町3丁目132.140.141番地 317.52

2-19  朝倉教員宿舎 高知市朝倉本町1丁目210-3 134.02

2-20  鴨部教員宿舎 高知市鴨部1258-1 278.60

2-21  池教員宿舎 高知市池2160-10 1,116.19

 計 35,206.98

1-4 高知市永国寺町2番25号 7,406.00
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